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　真実を重んずる少女は、猫ねこの靴くつを履はいてはならない。

　家族を愛する少女は、硝子ガラスの靴を履いてはならない。

　少女は孤こ独どくを胸むねに、靴くつ箱ばこの蓋ふたを開けてはならない。




　──ドゥーガルド・ディセント手しゆ記き『靴箱館に訪おとずれる少女のための約やく束そくごと』より
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　夏に近しいような春であった。

　海風が髪かみをすくい、暖あたたかな日差しがパラソル越しにふりそそぐ、のどかなありふれた日。

　カラバ侯こう爵しやく家けの領地、シエルナ。漆しつ黒こくのドレスに身を包つつんだ淑しゆく女じよ──ビオレッタは、眉まゆをひそめた。

　海岸で、若い男たちが何かを囲んであわてふためいている。

「なんの騒さわぎだ」

　ビオレッタがパラソルの下で短くそう言うと、男たちは背せ筋すじを正し、おそるおそる彼女を見た。

「侯爵さま、それがその……死体があがったんです。ただ侯爵さまはごらんにならない方がよろしいかと」

「死体？」

　ひとりで気軽な散さん歩ぽを楽しんでいたというのに、思わぬ展開である。

　真まっ赤かなルージュを塗ぬった唇くちびるをゆがめて、ビオレッタは言った。

「気き遣づかいは無用だ。若い娘むすめでもあるまいし。死体のひとつやふたつで悲ひ鳴めいをあげたりなどしない」

　彼女はパラソルを閉じると、それを杖つえのように地面に軽く叩たたきつけ、むさくるしい海の男たちに指示を出した。

「早くこちらへ。いつまでも海にさらして、死者にむごい思いをさせるんじゃない」

　男たちが目を合わせて、ビオレッタのもとへそれを運んでくる。

　砂浜に降ろされたのは、金きん髪ぱつの巻き毛の男だった。まだ若く、顔の造ぞう作さくは整っている。透すき通るような白い肌はだをしているが、これは長時間海水に浸つかっていたおかげで、血ちの気けを失うしなっているせいかもしれない。

　死体にしては、きれいすぎる。

　ビオレッタは男の体をパラソルの先で数回こづいた。

「こ、侯爵さま。それはあんまりじゃ……」

「こいつ、生きているぞ」

「はっ!?」

　ビオレッタはドレスが汚よごれるのも構わずに、砂浜にしゃがみ込むと男に息を吹ふき込んだ。あっけにとられる若い衆しゆうたちを一いつ喝かつする。

「いつまでぼさっとしている！　早く医い師しを呼べ！」

「は、はい！」

　数回肺はいに空気を送り込むと、男は大きくむせかえり、息をふきかえした。

　ゆっくりと開けた瞳ひとみの色は、緑色だ。宝石のように透き通った色である。

　ビオレッタは言葉を失った。優しげな緑の瞳。彼女にとっては、懐なつかしき色だった。

「目が覚めたか。自分が誰だれだか分かるか」

　ビオレッタの問いに、男は答えない。ぼんやりと目の焦しよう点てんは合わず、白い唇を動かしたが、音にはならなかった。

（蘇そ生せいできたはいいが……このままではまた意識を失うかもしれないな）

　なんとかこの男の名前を呼べればいいのだが。

　彼が着ているものは肌に張りついた白いシャツとスラックス。ポケットを探さぐったが身元が分かるものはない。

　ビオレッタは唇を嚙んで、それから自分の履はいている靴くつに触ふれた。

　白い猫の脚あしをかたどったヒール。甲こうには首輪のだまし絵が刺し繡しゆうされ、その中央に砂さ漠ばくの王が身に着けるような、ひときわ大きなトパーズが縫ぬいつけられている。

　この猫の靴は、特別な靴だ。

　ビオレッタが、ビオレッタであるための。

「セレスタイン」

　ビオレッタは男の頰ほおを叩いて、そう呼んだ。

「起きろ。こんなところで寝ているべきではない」

　かけつけた医者が、そばにしゃがみ込む。

「この男は？　身元の分かるものは？」

「ない。たった今、セレスタインと名付けた」

「よりによって。猫の名前とは。目が気に入ったのかい、ビオレッタ」

　老ろう齢れいの医者はビオレッタのことを幼おさないときからよく知っている。彼女が少女の頃、とびきりかわいがっていた緑の瞳の白猫のことも。

　侯爵家のたったひとりの娘を、シエルナの古い人間は自分の娘のように想っていた。たとえ、ビオレッタがもう娘とは呼べない年ねん齢れいになったとしてもそれは変わらない。

「うるさい。それよりどうなんだ、こいつは。助かるのか」

「もちろん助けるさ。彼は『幸運の猫』なんだろう」

　医師はセレスタインを担かつぎ上げると、片目をつむってみせた。

　歳としを食っても変わらず頑がん健けんである。

「そうだろう、ビオレッタ。幸運の白猫が現れるところに、カラバ侯爵家ありだ」

　ビオレッタは苦く笑しようして、立ち上がった。

　幸運の白猫が現れるところに、カラバ侯爵家あり。

　ビオレッタは青年の背中に向かってつぶやいた。

「ようこそ、セレスタイン。猫が導みちびくこの土地に、あふれんばかりの幸運ありだ」
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　王おう妃ひシンデレラの子し孫そんであるディセント伯はく爵しやく家が経営する『靴店ガラスドーム』は、靴の街カンディナール屈くつ指しの老舗しにせである。

　薔ば薇らとつぐみのアーチに囲われた玄げん関かん口ぐち、ドロップガラスシャンデリアを吊つるしたショーウィンドウには流行の舞ぶ踏とう靴ぐつや革かわ靴ぐつが陳ちん列れつし、ドアマンが扉とびらを開ければ陶とう器き製せいのベルが柔やわらかな音で鳴なり響ひびく。

　シンデレラが一足の靴をきっかけに人生を変えたことにあやかって、老ろう若にやく男なん女によ、身分を問わず多くの人々がガラスドームに靴を作りにやってくる。

　本日も人生の門かど出でのために訪おとずれた、お得意さまの少女がひとり。

「今日は結婚式に履く靴をご注文オーダーでしたね、カーレンさま」

　エデルが予約内容を確認すると、燃えるような赤い髪を垂たらしたカーレン・ディナセルクは、浮うかない顔になる。

　はつらつとした少女らしさが魅み力りよくのカーレンは、今日も彼女らしい春の装よそおいであった。白地に紺こんのストライプが入ったドレスを赤いベルトで締しめている。足元はレモンイエローのリボンで結ぶ薄緑の革のストラップシューズである。ガラスドームで初めて、エデルが彼女のために作った靴だ。

「その予約って、別のに変更できる？　どこかに遊びに行く用の靴とか。とにかく、結婚式以外の用よう途とのものにしたいの」

　カーレンは言いづらそうにつづけた。

「結婚式……延期になりそうなの」

「えっ、で、でも婚こん約やく者しやの方とはその……うまくいってらっしゃるって……」

　エデルの最初の顧こ客きやくであるカーレンは、結婚式を控ひかえたお嬢じようさまだ。

　以前、人を不幸にする魔ま術じゆつ師しの靴のひとつである『赤い靴』を履いた彼女は、体を操あやつられて足に怪け我がを負おった。今はその傷も完かん治ちして、こうしてブライダル・シューズを作りに来ている。

「もちろんよ、ばっちりうまくいってるわ。まさかわたしがふられたと思ったんじゃないでしょうね」

「い、いいえ。そんなまさか」

　カーレンが疑うたぐり深ぶかそうな顔をしながら、カップを手に取った。

　お茶の匂においを嗅かいで、彼女はまばたきをした。

「紅茶からハーブティーに変えたのね」

「ええ。ガラスドームの裏うら手てにたくさん生はえていたハーブをお茶にする方法を、ディセント家の庭師の方が教えてくれたのです」

　ハーブティーを伝でん授じゆしてくれたのは、ディセント家の新たな庭師、リリーローズである。

　まだたったの十歳の彼女は、大人顔負けの知識と技術でディセント家の庭先を美しく整ととのえているのだ。

　エデルもこのお茶を飲んだが、匂いのわりにさっぱりとした味で癖くせがなく、ほっとする。

「体を温める効こう果かもあるそうです。女性はこちらのお茶を喜ぶだろうと、アランさまが」

「さすがアランさまね。もてなしというものを、よく分かってらっしゃるわ」

　エデルはクッキーの入った小ぶりのバスケットをカーレンの手前へ押した。

　ディセント家のキッチンメイドが焼いたバタークッキーは、しっとりとしていてお客さまに好こう評ひようなのである。

「カーレンさま、クッキーもどうぞ」

「ええ、いただくわ。悪いわね」

「おいしいですよね、このクッキー。お店で売っているものより好きなんです。さくっとしてるのに柔らかいというか」

「わたしも前からそう思って……じゃ、ないわよ。いつの間にわたしの結婚の話がお茶とクッキーの話になっちゃうわけ？　あなたってほんとに、ぼけっとしてるんだから」

「す、すみません」

　カーレンの気が少しでも紛まぎれればと思ったのだが……。と申もうし訳わけなく思っていると、彼女がぶつくさ言いながらもクッキーに手を伸のばしたので、エデルは安あん堵どした。

「とにかく！　ドレスとかもろもろ、結婚に必要な道具が届かなくなっちゃったのよ。港街がなぜか突とつ然ぜん機能しなくなったんですって。幽霊街ゴーストタウン化してるって噂うわさもあるわ」

　エデルは首をかしげた。

「ゴーストタウン……お化けが出るんですか？」

「さあ、そう言っている人もいるけど、わたしは違うと思うわね。お化けなんているわけないもの」

　クッキーを咀そ嚼しやくして、ゆっくりとナプキンで手を拭ふきながら、カーレンは続けた。

「なんでも、船で港に入ろうとしても見えない壁かべみたいなのにはじかれて前に進めないそうよ。これは陸路も同じ。街に入ろうとすると、いつの間にか街の入り口に背中を向けた状態で戻ってきてしまうんですって。たまに入れる人がいるらしいんだけど」

　カーレンはそこで言葉を切ると、声を低くした。

「帰ってきた人は青ざめた顔でこう言うそうだわ。『街は廃はい墟きよだった』と」

　エデルはごくりと唾つばを飲み込んだ。

「それは……どこの街なのでしょう」

　不ふ思し議ぎな現象だ。もしかしたら、魔術師の靴の力かもしれない。

　かつての王妃シンデレラがばらまいたという魔術師の靴は、不思議な現象を巻き起こす力を持っている。そのほとんどが、人を不幸にするものだ。

　表向きの歴史は、シンデレラ王妃は靴産業を盛り上げ、国に貢こう献けんした才さい媛えんの王妃ということになっている。

　だが事実は異ことなる。

　硝子の靴の力を使うために継まま母ははと継姉の命を代だい償しようとして捧ささげたシンデレラは、王妃となったのだ。人の不幸を踏ふみ台にして、虐しいたげられた灰はいかぶりから想像もつかないほどの幸福を手に入れた。

　シンデレラは、悪あく女じよであった。

　シンデレラの子孫であるアランは、祖先がばらまいた靴を回収・封ふう印いんするという責せき務むを負っており、この家か業ぎようを、現在はエデルも手伝っている。

（もし魔術師の靴の力なら、何かお役に立てるかもしれない。私も……魔術師の血を引いているのだから）

　エデルの祖先はシンデレラをそそのかし、悪女にさせた魔術師だ。エデルは魔術師の力を受け継つぎ、いわくつきの靴を見分ける力を持っている。

「シエルナっていう港街を知っているわね？　王都を挟はさんで向こう側にあるんだけど」

「はい、名前は存ぞんじております」

　エデルは記き憶おくの片かた隅すみにひっかかりをおぼえていた。

（最近、別のところでこの地名を見た覚えがある。新聞だったかな？）

　カーレンはエデルのメモ用紙に簡かん単たんに地図を書いてくれた。

「列車が通るようになってから利用する人は減へったみたいだけれど、地方都市から王都へ入る際、海路を使うならこのシエルナを経けい由ゆするのが一いつ般ぱん的てきなのよ」

　けして大きい港ではないので多くの船が停てい泊はくすることはできないのだが、近きん隣りんの国へ船を出す場合や国内の移動に海路を使う場合などにはシエルナを利用することが多い。今でも列車の切きつ符ぷが取れなければシエルナ経由で王都に入る、という人もいる。

「シエルナはうちのパパもよく利用してるの。近くの国に中型船を出すにはちょうどいいから」

　カーレンの父親は貿ぼう易えき商しようだ。大型船を使うなら王都の近くの港、急ぎでない荷物を運ぶならシエルナ、と荷ごとに港を使い分けているらしい。

「カーレンさまの花嫁道具は、シエルナの港から入る予定だったということですか？」

　オルハラ国伝統の品もいいが、外国の珍めずらしい品を花嫁道具に、というのは海の向こうの品を扱あつかうディナセルク家らしい考えかもしれない。

「そうなの。生き地じを輸入して、お色直し用のドレスを作ろうとしてた矢や先さきだったわ。身内の荷物だからって、仕事の船と分けて中型船を使ったのが徒あだとなったのよ。まさか誰もシエルナが使い物にならなくなるなんて、思っていなかったでしょうし」

　このことはアランに報告すると決めて、エデルは控えめに言った。

「私の方でも、何かこの件について分かったらお知らせしますね」

「ありがとう。期待をせずに待っているわ」

「では、今日の予約はいかがいたしましょう。お色直し用のドレスが届かないとしても、ウェディングドレス用の靴をお作りしましょうか」

「お色直しとウェディングドレス、両方を見ておそろいのデザインにしてほしいの。だから今回はそうねえ……先に、新婚旅行に履いていく靴でもオーダーするわ」

「たくさん歩かれますか？　それとも移動は乗り物を？　旅行の内容によってデザインを考えます」

　エデルはいくつかのデザインを提てい案あんする。

　たくさん歩くというなら女性らしい色とデザインのショートブーツでもいいし、ホテルなどでゆっくり過ごすならヒールの高いパンプスで、ディナーにふさわしいものを選んだ方がいい。

「彼はホテルでのんびりしたいと言っているけど、私はたくさん観光したいわ」

「では中なか敷じきにクッションをつけた柔らかい革のパンプスはいかがでしょう」

　かかと部分が開いたスリングバックパンプスがいい。布で作った小さな造ぞう花かを甲にいくつもつけたら、カーレンらしくてかわいいにちがいない。

　エデルがささっとデザインを起こすと、カーレンは花の色は多色使いがいいと希望を出してくれる。

　布地の見本を取り出して、カーレンが望む色を選んでもらった。白、淡あわい黄色、アクセントにスカイブルー。

「薄うすいピンクも一いつ緒しよに入れたらかわいらしいと思います」

「ブーケみたいな靴にするのね」

「はい。花嫁にふさわしい靴です」

「じゃあ、デザイン画をお願いするわ」

　エデルはほっとした。カーレンはどうやら、この靴の案を気に入ってくれたらしい。

　つま先の形やヒールの高さを決めてゆく。あとはデザインを清書してアランの許きよ可かを待つばかりだ。

「ところであなたとアランさまってその後どうなったわけ？」

「どう……とは？」

「とぼけるんじゃないわよ。わ・た・し・が！　お膳ぜん立だてしてあげたデートの報告がないんじゃないの!?」

「あっ……」

　いろいろあって、すっかり忘れていた。

　そういえばしばらく前、アランに婚約者候こう補ほが現れるという騒そう動どうがあったのだ。

　カーレンはそのとき、エデルの恋を応おう援えんするために……研修という名の慰い安あん旅行を提案してくれた。

　結果的に、エデルはアランとふたりで王都へ行くことになった。

　つまりは、カーレンがエデルのために、自然とデートができるよう仕組んでくれたのだった。

「結局シレーヌさまとの婚約の話は流れたみたいだけど？　アランさまと、デートはきっちりできたんでしょうね」

「し、しました。デートというより研修旅行でしたが」

「ふたりでどこかへ行ったらそれをデートとカウントするのよ」

　それは強ごう引いんなのでは……と思ったが、エデルは口にするのをやめておいた。

　何を言っても反論がきそうである。

　エデルがデートの様子をかいつまんで説明すると、カーレンはつまらなそうにクッキーを手に取った。

「なあんだ。結局キスも何もなかったのね」

（プロポーズされたことは、報告しないほうがいいだろうか。結局お断ことわりしてしまったし……）

　プロポーズを断った理由まで説明すると、長くなりそうである。

「隠かくしているわね」

「へっ!?」

「あなた、何かを話そうとして、でも面めん倒どうなことになりそうだと思ってやめたわね」

（ど、どうしてそれを）

　カーレンはエデルの心の内が読めるのだろうか。

「顔に書いてあるのよ。あなたって、分かりやすいの。ほかの人にもそう言われたことあるでしょう」

　エデルは言葉に詰つまった。

　心当たりがありすぎる。

「さあ、隠していることを白状しなさい。じゃないと帰らないわよ」

「カーレンさま……」

「さっさと吐はいちゃいなさいよ」

　エデルはそっとカーレンの隣となりに移動すると、彼女の耳に顔を近づけた。

「ええ──!?　プロポォォォーズ────!?　しかもそれを断った──────!?」

　カーレンの絶ぜつ叫きようは、ガラスドーム中にこだましたのだった。
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　カンディナールに位置するディセント家のお屋や敷しきのそばに、隠されるようにしてひっそりと建つ建物がある。

　背は高く屋根はドーム型で、四方の壁に縦たて長ながの大きな窓まどがひとつずつ。せり出した窓枠わくには、鉄製のカボチャのエンブレムが飾かざられている。

　ここはディセント伯爵家の所しよ有ゆうする『靴くつ箱ばこ館かん』である。

　回収した魔術師の靴を封印しておくための館やかただ。

　中に足を踏み入れれば、天てん井じようまで伸びる背の高い棚たなに、硝子ガラス細ざい工くで彩いろどられた靴箱がぴっちりと並べられている。

　色とりどりの硝子細工はそれぞれ魔術がこめられており、屋敷の中を幻げん想そう的てきに照らしている。

　燃えさかるようなほむらの色、海のように透き通った青、控えめに輝かがやく薄いグリーン。

　エデルはいつも、館の中に入るたびに足をとめてはその美しさに見入ってしまうのだった。

「エデルさん、どうなさったの？」

　ルディアに声をかけられて、エデルは我われにかえる。

「あ、す、すみません。いつもながらきれいな場所で、見とれてしまいました」

　資料を抱かかえたアランがエデルのそばに寄り添そう。

「疲つかれているなら、何か温かいものを持ってこさせよう」

「お、おかまいなく」

「お兄さま、わたくしは欲しいですわ。エデルさんも一緒にお茶を飲みましょうよ」

（ルディアさま、気を遣ってくれたのかな。申し訳ない……本当にぼうっとしていただけなんだけど）

　靴箱館でディセント兄妹を見ると、物語の一部分を切り取ってきたかのようで、つい現実に戻るのに時間がかかってしまう。

　黒髪と涼すずやかな瞳が特徴のアランとルディアは秘密めいた雰ふん囲い気きがあって、靴箱館がよく似に合あっているのだ。

　靴箱館には小部屋がひとつある。

　ひしめくような靴箱の棚に挟まれた、重じゆう厚こうな樫かしの扉がひとつ。

　扉を開くと、フリル枠装そう飾しよくの天てん板ばんのテーブルと椅い子す、小さなキャビネットがあるだけの、シンプルな内装の部屋だ。

　いわくつきの靴について調べるとき、ディセント家の人々はこの部屋を利用している。

「エデルさん、まずは情報をありがとうございました」

　アランに持たせていた資料を受け取ってから、ルディアはテーブルの上に並べ始めた。

　港街シエルナの歴史や概がい要よう、そして急ぎ人を派は遣けんして調べたらしい、ゴーストタウンについての報告書。

　いつもながら、こうして次々と情報を集めてくるルディアに感心させられる。

「たしかにシエルナがゴーストタウン化しているという目もく撃げき情報はあがっております。新聞各紙には報道が規制されていて、大おお事ごとにはなっておりませんが」

「混こん乱らんと見物人を避さけるためだな」

　アランは資料の一枚を手にとって、目線で追おっている。

　平和な港街が突然廃墟になったという噂が飛び交かえば、この目でたしかめようという輩やからが出てくるかもしれない。

　オルハラ国はこの件について箝かん口こう令れいを敷き、異変については現在警察が調査中のようだ。

「ただし、シエルナに船をつける予定だった外国船が持ち帰った知らせまでは抑おさえきれませんので……『なぜか港にたどり着けず、上陸できない』という噂が、国外では流出し始めているとのことです」

「今までの事件の中で、一番大きな異変……ということでしょうか」

　エデルの言葉に、アランが答えた。

「そういうことになるな。正しよう直じきなところ、ここまで大きな事態にお目にかかったのは俺も初めてだ。魔術師の靴が原げん因いんでないといいのだが」

「わたくしも考えただけで頭が痛いたいですわ。早めに調べて、我わが家やとは関係がなかった、という結論を出したいところですわね」

「ドゥーガルドの手しゆ記きに、消失や拒きよ絶ぜつの力を持つ靴、というものは存在していない。そこに希望を託たくすしかないだろうな」

　アランが祖先の綴つづった手記を手にとり、ページをめくっている。

　シンデレラの息子むすこであるドゥーガルド・ディセントは、さまざまな魔術師の靴の特徴や封印のヒントを記録し、子孫に託していた。

「あの……シエルナ、という町に聞き覚えがあったんです。それで、私も調べてみたんですけど」

　エデルは持ってきていた冊さつ子しをひとつ、テーブルにのせた。

「これ、ジュディさまからいただいた会かい報ほう誌しなんです」

「ジュディ・リースから？　そういえば劇げき団だんの会報誌を譲ゆずられたと言っていたな」

　ガラスドームの客人として店にやってきたジュディは、エデルの母の知ち己きだった。彼女は劇団で会報誌を書く仕事をしており、エデルにバックナンバーを譲ってくれたのだ。

　女優であった母、ヴァイオレット・ファーの活かつ躍やくを追うには、この会報誌を読むのが一番いい。丁てい寧ねいに書かれた記事のひとつひとつを見ていけば、ジュディがどれだけヴァイオレットを尊そん敬けいしていたかがうかがえる。

　会報誌は古びていて、表紙はシンデレラ王妃の衣い装しように身を包んだヴァイオレットのイラストが載のっていた。

　エデルが示したのは、ヴァイオレット・ファーのインタビュー記事だ。

「お母さんは若い頃、巡じゆん業ぎようでしばらくの間シエルナに滞たい在ざいしていたらしいんです。私が生まれる前のことで、まだシンデレラの役をもらう前のことだったらしいのですが」

　大たい役やくを得たヴァイオレットは、インタビュー内で端は役やく時代のことを振り返っている。




［特に思い出すのは、巡業で訪れたシエルナの地です。私は妖よう精せいその三とか、通行人の役をもらって、ひとつの舞ぶ台たいでくるくる衣装を換えて、とにかく人が少なかったものだから脇わき役やくと言っても忙いそがしくしていました。そんな中でも、簡かん易い舞台の裾すそから聞こえる波のさざめく音に、癒いやされたものです。観客のみなさまとは毎日のように一緒に食事をとりました。とれたてのお魚や野菜などのごちそうを前にして、乾かん杯ぱいが待ちきれなかったものです］




　インタビューでヴァイオレットは、シエルナでの巡業と稽けい古こで演技を磨みがいたと語っている。劇団仲間とはじめてお酒を飲んだのもこの地で、まだ十七歳だったヴァイオレットは、外国からわたってきた火か酒しゆの強さに目を回したらしい。

　巡業先で厳きびしくも楽しい経験をし、ヴァイオレットにとっては大切な時期となったようだ。

　その後も、紙面を割さいてヴァイオレットはシエルナの良き思い出を述のべていた。




［シエルナで、私は運命的な経験をしました。その経験が私にシンデレラの役を得るきっかけを与えてくれたのです。海に面したあの町を、私は生しよう涯がい忘れることはないでしょう］




　──運命的な経験。

　文脈から察さつするに、のびのびとした環境で演技をしたことや、仲間との交流のことを指しているのだと思ってはいたが。

「なんだかちょっと、お母さんのこの言葉が引っかかって……それで、ぼんやりと街の名前をおぼえていたんです」

「ヴァイオレットゆかりの土地だったのですね、シエルナは」

　ルディアは難むずかしそうな顔で言った。

　ヴァイオレットが運命的な経験をしたという街で現れた、大きな異変。

（レイさんが関わっていないといいんだけど……）

　魔術師レイ・バーンゼルの目的は、次代の王妃シンデレラを生むこと。

　そして、そのためにヴァイオレットをよみがえらせようとしている。

　若かりし頃のヴァイオレットは、レイいわく、王妃シンデレラに匹ひつ敵てきするほどの理想的な女性だったらしい。

　亡なくなった彼女を取り戻すために、その願いを叶かなえられる女性を捜しているのだ。

　次々と魔術師の靴を女性に渡し、条件に合うかどうかを選別している。

「念ねんのため、レイが関わっている可能性も念頭において調べてみよう」

　アランはそう言うと、丁寧な所しよ作さでバックナンバーを閉じ、エデルに手渡した。

「ルディア、今のところ分かっていることは？」

「廃墟に入った人間を買収し、目撃情報を吐かせました。シエルナに入ったのは隣町に住む、お年を召めした女性です。彼女はシエルナに住んでいる親しん戚せきを訪ねて街に入りました。ただし、街のごく一部までしか進めず、獣けもののうなり声のようなものを聞いてあわてて引き返したそうですわ」

「獣の……」

「建物はくたびれて、まるで何十年も人が住んでいないようだったと。建物の劣れつ化かは他の目撃情報でも確認されております。廃墟と呼ばれるのも、これによるものでしょう。人の姿を見た者は誰もおりませんわ」

　ルディアがまとめた報告書に、エデルとアランは目を通す。彼女の言う通り建物の異常な劣化や人の姿を見かけないことなど、共通する項こう目もくがいくつかあった。

「獣について語っているのは、その女性だけですね」

「パニック状態になると幻げん聴ちようが聞こえることもありますし、実際に獣がいるかどうかは定かではありません。獣といっても姿が分からないのでなんとも……」

「獣を操れる靴は……もっと探さないと分からないな」

　アランはため息をついた。

　靴の記録は靴箱の番号順に並んでいる。手記なので、辞じ書しよのように能力から探せる索さく引いんがあるわけではない。

　エデルはルディアのまとめた資料の一枚を手に取った。

　シエルナの街に住んでいた住民のリストのようだ。

「この方たちが全員、消えてしまったということですよね」

　リストの一番はじめにある名前を、視線でなぞる。

　ビオレッタ・カラバ。四十一歳。配はい偶ぐう者しやなし。

「シエルナはカラバ侯爵家の領地だ。ビオレッタは領主の女侯爵だな」

「だから最初にこの方のお名前が書いてあったのですね」

　それにしても、女侯爵ひとりで子どもがいないとは。

　彼女に何かあったら、シエルナはどうなってしまうのだろう……？

「カラバ女侯爵が亡くなったのち、シエルナはオルハラ国の王の土地になります。ですから彼女の失しつ踪そうは、関心を集めるところです」

　跡あとを継がせる親戚などはいないらしい。ビオレッタが生死不明のまま失踪し、領地の権利問題になればただごとではない。これが新聞に載っていたら、ますます世の中は騒いだだろう。すみやかに箝口令を敷いて正解だったのだ。

　ルディアがシエルナの街の概要やここ最近の船の出入りなど、さまざまな資料を出してくれたが、靴につながるものは見つからなかった。

「わたくしが引き続き調査を続けます。調査結果はエデルさんも気になっているでしょうから、お兄さまを通じてお知らせいたしますわね」

「ありがとうございます、ルディアさま」

「エデルさん、先に屋敷に戻もどっていてくださる？　わたくしお兄さまと調査について、さらに念入りな打ち合わせをしたいのです。今日もお仕事でお疲れでしたのに、お付き合いありがとうございました」

「は、はい。では、お先に失礼させていただきます」

　ルディアに微笑ほほえみかけられて、エデルは部屋を辞することにした。

　もともといわくつきの靴を集めるのはディセント家の子孫に課せられた仕事だ。エデルには立ち入れないこともあるだろう。

（いつでもお力になれるように、私も気になることがあったら今回みたいにすぐ報告するようにしよう）

　色とりどりの硝子細工に見送られながら、エデルは靴箱館を出たのだった。
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「念入りな打ち合わせなど必要ないだろう、ルディア」

　アランは不ふ機き嫌げんである。

　靴箱館を出たら、さりげなくエデルの隣を歩いて、今日予約を入れていたカーレンの近きん況きようをたずねながら会話を楽しもうと思っていたのだ。

　エデルにとってカーレンははじめての顧客で、思い入れがある。彼女が来店する日は、いつもうれしそうにしている。

　楽しそうに仕事の話をするエデルの横にいるのは、とてもいいものだ。

「打ち合わせは必要です。特にエデルさんのことに関しては」

　ルディアは資料をすべてまとめて、机つくえの上をきれいに片付けた。

「お兄さま。エデルさんと両思いになったのをいいことに、努力がおろそかになっているのではなくて？」

「努力……とは？」

「ここ数日お兄さまとエデルさんを見てきましたが、他た人にん行ぎよう儀ぎすぎますわ。想いが通じ合ったふたりなら、もっと見ているこちらが恥はずかしくなるような……あれこれがあってもいいはずです」

「恥ずかしくなるあれこれ」

　アランは思い返していた。

　自分と一緒にいるとき、エデルはいつも何かしら顔を赤くしたり、恥ずかしがっているような気もするが。あるいは困こん惑わくしているか。

　ふたりで恥ずかしがったことは少ないような……気がしないでもない。

「出勤の際、ふたりきりになりますわよね。何をお話しになっているの？」

「その日の予約内容のこととか、昼食のメニュー、それから仕事で困こまったことはないかをたずねている」

「エデルさんを先に帰していなかったら、お部屋まで何をお話しするつもりでしたの？」

「カーレン嬢の接客に関して」

「お兄さま。家でも上司と部下の関係が続くのは、いかがなものかと思いますわ。職場では厳しいところもある憧あこがれの上司、家では甘あま々あまの旦だん那なさま、という二面性が乙女おとめの心を鷲わし摑づかみにする王道のパターンですのよ！」

　そんな王道が存在するのか、と思いながらアランは口ごもった。

「俺は別にまだ、旦那ではないし……」

　いや、もうすぐなるのか。エデルの夫おつとに。

　レイのことが片付いてからでないとエデルに再プロポーズはできないが、もうエデルと気持ちは確かめ合っている。

　アランは急にそわそわしだした。

　もうすぐ夫になるなら、夫になったときに困らないように、エデルとの接し方を今から調整しておいた方がいいのか。

　職場では上司。家では夫（仮）のような関係に。

「職場でお兄さまは、エデルさんにどのように接してらっしゃるの？」

「みなに平等に接しているつもりだが」

「では問題ありませんわね。そのまま、平等を心がけてください。けしてエデルさんを特別扱いはしないように」

　それはアランも気をつけている。

　仕事と恋は別だ。いくら見るたびにエデルがかわいくても、ガラスドームで自分から声をかけるのはできるだけ我が慢まんしている。

　エデルは唯ゆい一いつの女性職人で、見習い期間を経へずに正規職人に抜ばつ擢てきされた。妙みような勘かんぐりで彼女の立場が悪くなってしまうのは避けたい。

　少なくとも採用したときは、エデルに恋心など抱いだいていなかったのだ。

　幸いなことに、ガラスドームの職人たちはエデルの実力を認めているので、今のところアランが危き惧ぐしているようなことにはなっていないが。

「お兄さま、わたくしは心配なのです。お父さまとお母さまに、おふたりの結婚を認めていただくには、何よりも気持ちが伝わらなくてはなりません。いくらレイのことがあるといっても、できるだけ早くご報告なさりたいでしょう？」

「そのつもりだ。機き会かいがあればすぐにでも、彼女を父さんたちに紹しよう介かいしたい」

　レイのことが片付いたら、ただちにエデルと結婚したい。アランはそう考えていた。ぐずぐずしていればまた意に染そまない婚約をまとめられそうになったり、そうではなくともエデルに悪い虫が寄ってくることになるだろう。先だってのランタン・デイで、彼女を熱心に見ていた男たちのことをアランは忘れていない。

「将来の伴はん侶りよとしてエデルさんを紹介しても、残ざん念ねんながらお父さまたちはけしていい顔をしないでしょう」

「……そうだろうな」

　身分差だけでなく、シンデレラの末裔と魔術師の末裔という立場。なぜよりによって彼女を、と思われても仕方がない。

「けれど、引き離しがたいほどふたりが熱ねつ烈れつに愛し合っていると分かれば、一いつ考こうの余よ地ちがあるかもしれません」

「というと？」

　ルディアはすらすらと話し始めた。

「お兄さまは今までろくに女性経験を積んできませんでした。さらには美しいシレーヌ嬢との婚約も破談しております。このままでは男だん色しよく家かの噂を真実だと認めるようなもの。シレーヌ嬢がお兄さまの花嫁候補から脱落したことにより、逆にどのご令れい嬢じようも名な乗のりをあげられずにいます。シレーヌ嬢でだめなら自分もだめだろう、という心理が働いているのです」

「そこまでか」

「なのでお兄さまの婚約者探しは難なん航こうすることになるでしょう。ずいぶんと時間がかかります。しかしわたくしをよそに嫁とつがせるつもりなら、ぐずぐずしてはいられないはずです」

　兄より先に妹が結婚する例がないわけではないが、アランとルディアは四つも歳が離れている。ルディアを先に結婚させるのは得策ではない。もしアランが独どく身しんのまま、もしくは結婚後も子ができなかったならば、ディセント家の血を残せるのはルディアのみになってしまう。しかしそのときすでにルディアが、他家に嫁いでいたとしたらややこしいことになる。

「わたくしの子をディセント家の養よう子しに出すという手段もないわけではないですし、過去にそうして血筋を守った例もありますけれど、やはり理想を言えばお兄さまが結婚し、子をなすことが一番です。わたくしが男の子をふたり以上確保できる保証はありませんから」

「お前は、普ふ段だんからそんなことまで考えていたのか」

「先を予想して動くことは、何よりの防ぼう衛えい手段ですもの」

　ルディアは微笑んだ。

「そこでエデルさんを生涯で愛せるただひとりの女性として紹介します。お兄さまがここまで本気になる女性はもう二度と現れないのではないか──そうお父さまたちが思うほどに、強くエデルさんを愛していることを証明するのです。愛するおふたりを見れば、このまま無理に別れさせるよりは……とお父さまが考える可能性もあります。身分差を超えるものは、愛しかありえません」

　力強い妹の言葉に、アランはうなった。

　たしかにそうかもしれない。結局のところ、自分たちが両親を説得するにはお互たがいの絆きずながいかに強いかを見せるしかないのだ。

「そこで、おふたりには今まで以上に仲良くなっていただかなくてはいけません。はたから見てはっきりと分かるくらいでなくては。新婚夫婦に見えるくらいでちょうどいいはずです」

「し、新婚夫婦に」

　アランはできるだけ表情を変えないようにつとめた。でなければ想像した新にい妻づまのエデルに、思わず頰がゆるみそうになってしまうからだ。

「そうですわ。今のままでは家での愛のイベントが少なすぎます。アパートの同居人じゃないのですから、もっとエデルさんに積極的になってくださいまし！　それに、エデルさんだって両思いになったとたんアプローチに手を抜かれたら、冷さめてしまうでしょうね」

「俺は、別に手など抜いていない」

　アランはむきになったように言った。

「俺たちはどきどきに慣れて冷静でいられるように、ふたりきりで手当てをさんざんしてきた。エデルは俺にときめいていたはずだ」

　こびとの靴を扱った際にエデルは足に怪我を負った。アランが手ずから手当てをしたのだが、エデルはどうやら手当てをされるとどきどきするようだったので、最近は必要以上にこまやかな手当てを繰り返していたのだ。

「でも、もうエデルさんのお怪我はすっかりよくなったのでしょう？　ならばもうやることは何もないというわけですわね」

「うっ……そうだな」

「それにふたりきりで手当てをするよりも、人前で恋人らしくふるまえるようにする方が大事ですわ。おふたりの愛を周囲の方に理解していただくためにも」

　アランは腹をくくった。ここは、妹の知ち恵えを借りるほかない。

「具ぐ体たい的てきには、どうすればいいんだ？」

「お兄さまはすでに答えをご存じのはずですよ」

　アランはまじめな顔で、懐ふところから一冊の本を取り出した。

　ルディアが彼に手渡してきた恋のバイブル。初恋攻略大ガイドブックシリーズの、一冊である。

「──これのことだな」

「お兄さま、エデルさんとお屋敷にいらっしゃるのに、手当て以外に何もなさっていないはずはありませんわよね。お手元に教科書がおありになるというのに」

「……私服は、かわいいと褒ほめたりしたぞ。あとは、そうだな……いろいろ……」

「花は、プレゼントは贈おくったのですか？　ふたりでどこかへ出かける約束は？　就しゆう寝しん前に星空を見ながらテラスで語り合ったりなさったのですか？」

　アランは黙だまり込んだ。

　エデルとはすでに気持ちを確かめ合っている。

　そういったことを、してもいいのだ。

　仕事の用件以外でエデルを呼んでも、構わないのだ。

　そのことに彼は今はじめて気がついたのである。

　想い人と同じ家に住んでいるというのに、アランの生活はいつも通りであった。違いがあるとすれば、出勤と食事の際に、そばにエデルがいるということだ。

　これだけでも十分に大満足だったアランは、その先があることに気がつかなかった。

（デートはしたが……そういえば、あれもカーレン嬢に言われて……）

　もともと誰かのお膳立てがなければエデルを外へ連れ出すこともできなかったアランは、頭を抱えたくなった。

　何せ、誰かと「両思いになる」ということが、彼にとってはじめてなのである。

「エデルさんもおひとりで過ごされるのが苦にならない方ですし、自分を主張するようなお人ひと柄がらではありませんから、文もん句くのひとつもおっしゃいませんけれど。普通の女性でしたらへそを曲まげておりますわよ」

　一大事だ。アランは顔を青くした。

「これからエデルさんと過ごす時間は、すべてが貴き重ちような時間だとお思いになってください。隙すきあらば恋人のように振る舞うのです。もちろん、仕事のときはオーナーのお兄さまのままでいてください。浮うわついた上司では示しがつきませんし、お兄さまの魅力が台だい無なしになります」

「仕事以外の場面では、恋人らしく」

　アランは本を開いて、余よ白はくにルディアの教えを書きつけた。

「気持ちの切り替えをエデルさんがうまく察するようになってきたなら、お兄さまが上司の仮面を外はずしたその瞬しゆん間かんから、何もしなくともエデルさんはお兄さまに夢中になります」

「本当か？　何もしなくとも？」

「たとえ話をしましょう。職場でのエデルさんとお兄さま。恋人同士のように見えますか？」

「いや……」

「それはお兄さまがエデルさんの『上司』として振る舞い、周りの方にそう見えるように仕向けているからです。エデルさんも良き職人であろうと、お兄さまの波は長ちように合わせます。立場上、お兄さまがエデルさんより優位に立っているからです」

「なるほど」

「ところが、場所を変えましょう。恋人たちがたくさんいる、雰囲気のいいレストランです。お互い上司と部下の関係性を保たもつ必要性はありませんが、お兄さまが執しつ務む室しつにいるときのようにエデルさんに接すれば、エデルさんもそのままです。ところが、お兄さまがひとつふたつ甘い言葉をささやき微笑みかければ、エデルさんは初うい々ういしい恋人の顔になります」

　それはぜひとも見てみたい。アランは思わず喉のどを鳴らした。

「すべてはお兄さまの言動や振る舞い次し第だいなのです。お兄さま次第で、いつもと違ったエデルさんが見えるのです。またお兄さまの振る舞いでエデルさんが変わることにより、周囲の人の目にも微笑ましく映ることでしょう」

「俺が恋人らしく振る舞えば、エデルもそれに合わせてくれると……？」

「はい。慣れてくれば、お兄さまが少し目め配くばせをしたり、唇の端を上げるだけで合あい図ずとなり、エデルさんもお兄さまに甘えてくれるでしょう。そこまでいけば完かん璧ぺきな恋人同士です。誰の目にも明らかな、お似合いのカップルです」

「エデルが、甘えてくるだと」

「お互い普段は仕事のことで頭がいっぱいなのですから、恋人同士の時間を設もうければエデルさんとて大だい胆たんになるでしょう。普段抑おさえている分、甘えられる時間は思い切り甘えてくれるかもしれません。仕事を持っておられる女性は、甘え下べ手たなことが多いのです。エデルさんも少なからずそういうところがあるのでは？」

　たしかにそうだ。エデルがカンディナールにやってきたばかりのころ、天てん涯がい孤こ独どくの身で不安だったにもかかわらず、死んだ母親のことで彼女が泣いたのはずいぶん経たってからのことだった。泣くことさえできなかったのだ。

「俺が、甘えさせてやらないといけないな」

　使命感にかられ、アランは力強く言った。

「その意気ですわ、お兄さま。大事なのは切り替えです。お仕事はきっちりと、ふたりきりのときは恋人らしく。こうすることでまじめなエデルさんも安心して甘えることができます」

「恋人同士のような振る舞いとは、つまりは、手をつないだり」

「はい」

「腕を組んだり」

「そうですわね」

「手をつないだりできるというわけか？」

「お兄さまにとって、お付き合いは手をつないで腕を組むだけなのですか？　それならさんざんランタン・デイのときにやりましたでしょう」

　ルディアはあきれているようだが、あれだって、アランにとっては大変うれしいものだった。

　エデルが拒こばまずに小さな手を預けてくれる、そのことが何よりもすばらしく思えたものだ。

　職場と家を行き来するだけではなかなか手をつないで歩くことはできない。

　手袋越しに伝わってきた、エデルの指の感かん触しよくを忘れかけてしまっていて残念に思っているところだ。

　職人らしく指は硬かたくて荒あれ気ぎ味みだったが、最近はメイドたちがエデルをつかまえてハンドマッサージをしているので柔らかくなってきた。けれどアランは、エデルの『靴を作る手』が好きだ。小さいけれどたしかな強さがある、彼女らしい手である。苦労を知らない令嬢の、白くてふにゃふにゃとした手には魅力を感じない。

　そういえば手当てをして気づいたのだが、エデルの足はすべすべとしていて、とてもきれいだった。

　今まで足に合った靴を履いてきたおかげか、皮ひ膚ふも美しく整って、指の形も申し分ない。

　また靴下を履かせたい。エデルの怪我はすっかり治なおってしまったけれど──。

「お兄さま。わたくしの話を聞いてらっしゃいます？」

「……ああ、もちろん」

　いけない。またエデルを思い出して浸ひたってしまった。いつもの『思い出しエデル』である。

「とにかく俺はエデルと手をつなぎたい。足は、たまにでいい」

「何をおっしゃってるのか理解できませんけれど、やる気は感じられました。ではわたくしのアドバイスを復ふく唱しようなさって」

「仕事以外の場面では、恋人らしく。俺が変われば、エデルも変わる」

「すばらしいですわ、お兄さま。あとは実じつ践せんあるのみです！」

　さじ加か減げんが難しそうだが、なんということはない。

　自分には頼れる妹がいて、教科書まであるのだ。

「このページをぜひともご参考に」

　ルディアが指し示したページには、デート中のスマートな所作についてあれこれと書き記しるしてある。

「ありがとう、ルディア。やってみよう」

　大事にしおりを挟むと、アランは新たな目標を胸むねに本を閉じたのだった。
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　ガラスドームの朝礼では、毎朝、従じゆう業ぎよう員いん心こころ得えを斉せい唱しようする。




　ひとつ、道に迷まよえば先せん達だつの背中を。

　ふたつ、道を外せば大声で叫さけべ。

　みっつ、道の向こうから迎むかえを待て。




　一いつ見けん山登りの掟おきてにも聞こえるこの心得は、職人同士、協力して切せつ磋さ琢たく磨まするという意味がこめられている。

　正規職人も見習いも、いっせいに声を出してこの心得を唱となえるのだ。

　声が小さかった者は、罰ばつとして先せん輩ぱいの道具磨きである。

　いつも通りにジジがお手本を斉唱し、ほかの職人たちがそれに続く。

「声が小さい者は今日はいなかったな。各自解かい散さんして開店前の準備を整えるように」

　アランの言葉に、みながほっとした顔をする。

　作業に入ろうとしたエデルは、アランに呼び止められた。

「エデル。カーレン嬢の靴のデザインだが、当初の予約内容に変更が出たんだな？」

「は、はいそうです」

　エデルははっとした。そういえば結婚式用の靴から、新婚旅行用の靴に変わったのだ。

「結婚式が延期になるなら、納のう期きが変わる。カーレン嬢の靴の前に、優先すべき靴のスケジュールを前まえ倒だおしにする必要がある。その確認をジジにとったか？」

「い、いいえ……」

　そうだ。当初予定していた結婚式に間に合わせる必要がなくなったのだ。

　ほかにも納品の日が定まっている靴の注文はたくさんある。それとの兼かね合いを、考えていなかったのだ。

「申し訳ありません。失しつ念ねんしていました」

「誰しもがよくやるミスだが、重なると取り返しがつかないことになる。以後気をつけるように」

　アランは淡たん々たんとそう言うと、工房を出て行ってしまった。

（久々に、ミスをしてしまったな……）

　気分がずんと落ち込む。

　もうすぐここに勤つとめて一年だ。環境に慣れて、気持ちがゆるんでいたのかもしれない。

　ひとつミスをすると、自分がほかにも何かを間ま違ちがえていないか心配になってしまう。

（私、思ってるより仕事ができていないんじゃ……ほかの注文の品の納期は、いつだったっけ）

　隣でディックがエデルの肩を叩いた。

「気にするなって！　まだ大事にはなってないんだし。これから気をつければいいんだろ!?」

「ディックくん……でも私、まだ何かやってるかも」

「心当たりあるのか？」

「な、ないけどでも……自信がなくなってきちゃって」

　こうなってしまうとなかなか抜け出せない。そわそわと落ち着かなくなり、ガラスドームにやってきたばかりの、今よりももっとおどおどしていた自分に逆戻りしてしまう。

　いつから意識がおろそかになっていたのだろう。無む駄だだと分かっていても、カレンダーを見てしまう。自分の気が抜けていた日なんて、分かりっこないというのに。

「大丈夫だよ、自信持てって！　あのさ、おれだってエデルがやばいなって思ったら一緒に確認するよ。でも今回のは、たまたま急なスケジュール変更があっただけだろ。最近のエデルは落ち着いてたし、おれがそんなエデルをちゃんと見てるんだからさ」

　ディックの言葉に付け加えるようにして、ジジが口を出した。

「そうそう。最近はすごくしっかりしてきたよ。私たちがそう言うんだから、安心しなさい。本人よりも、他人の方がよく分かっていたりするものさ。それに一度リラックスしないと。こういうときあわててもろくなことはないんだから」

　本人よりも、他人の方がその人のことをよく見ている。客観視できているのだ。

　エデルは少しだけ胸を撫なで下おろした。

「でも心配をなくしたいなら、あとで一緒に今までの注文を確認しようか」

「ジジさん……ありがとうございます。ディックくんも」

「おれなんにもできないけどさ、注文票集めるくらいならやってやるよ。特別にな。失敗したって取り返せばいいんだろ。今のエデルなら、簡単にやれるさ」

　もしガラスドームの仲間がいなくて、ひとりで失敗に気づいたら、エデルは途と方ほうに暮くれていただろう。

　彼らの存在に心から感謝しながら、気を取り直した。

　いつまでも落ち込んだり、取とり乱みだしたりしてはいけない。

　目の前の失敗をまずは片付ける。

「ジジさん。カーレンさまの靴の、変更点なのですが」

「エデル、事情はアランさんから聞いているよ。先にバーンズ家のご令嬢の靴から始めようか。そういえばアランさん、カーレン嬢の靴のデザイン案は褒めていたぞ。私も作るのが楽しみだよ」

　ジジがデザインボードを、エデルに渡してくれる。

　張り付けられたメモには、『花嫁らしいデザイン。祝福したいという気持ちが表れている』とアランの字が並んでいる。

（がんばろう）

　エデルは頰を叩いて、自分を叱しつ咤たした。

　まずは与えられた仕事をきちんとやる。

（納期が変わったら、まずはジジさんに確認をとる。ガラスドームは分業制だから、私の予定が変わればみんなの予定が変わるんだ。そのあたりのことを、もう一度意識する）

　エデルは今日の反省をメモに書き連つらねた。

　みなが自分を見ていてくれるのなら、その気持ちに応こたえたい。

　仲間にも、お客さまにも。胸を張れる職人でいたい。

「道具を整えて、作業に入ります」

　乱れた心は、道具を磨いて整えるのが一番。

　乾かわいたふきんを取り出して、製甲道具の置き場へ向かう。

「あれ、この箱なんだっけ……？」

　すみに追いやられた、道具箱がひとつ。

　この間痛んだ道具を整理して処しよ分ぶんしたので、そのときに出てきたものかもしれない。

　蓋ふたを開ければ、使い込まれた靴作りの道具が顔を出した。

　ナイフの柄えに刻きざまれた文字は、見覚えのある名前。

（──セスさんのだ）

　愛用の金かな槌づちやナイフを、ここに置いていったのだ。

　記憶を失っても、またここに戻ってこられると信じて。

　魔術師であった彼は、アランのそばで暗あん躍やくしていた。自みずからの魔術師としての力を失わないために、女性に靴を渡していたのだ。

　けれど彼はエデルとアランの説得により、魔術師の力を捨てることにした。自身の記憶と引き替えにして。

（セスさんだったら、私になんて声をかけただろう）

　気をつけようね、だろうか。元気出そうよ、だろうか。

　彼は今の自分を、どういうふうに評価してくれたのだろう。

　今──彼は、どこにいるのだろうか。

　無性に寂さびしくなって、エデルはあわててつんとしてきた鼻を押さえた。
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　作業がひと段落した頃、玄関口のベルが鳴った。

　お客さまのご来店である。

　この時間帯は予約客がいないはずなので、飛び込みの客か、できあがった靴を受け取りに来た客だろう。

　カウンター業務に入っていた見習いが、工こう房ぼうへ伺うかがいを立てにやってきた。

「新規のお客さまです。修しゆう繕ぜんを希望されているので、正規職人の方、どなたか行けますか？」

　新規客で修繕の注文ということは、他店で買った靴を直したいお客さまだ。ガラスドームは修繕屋ではないのだが、間口が広い店でありたいというアランの方針で、こういった注文も承うけたまわっている。

「修繕ならエデルを出したほうがよさそうだな。頼めるか？」

「はい、ジジさん」

　エデルは祖父の修繕屋で修しゆ業ぎようしていたため、こういったオーダーは得意だ。

　彼女は立ち上がって、靴を履きかえた。

　アランが贈ってくれた、薔薇の花のアンクルストラップパンプスである。

　ヒールの高いこの靴を履くと、自然と背筋が伸びる。少しだけ、自信が持てるようになるのだ。

　エプロンをはたいて木くずを落とし、準備を整えたら接客スタイルのできあがりである。

「お待たせいたしました、お客さま」

　カウンター前のソファにゆったりと腰こしかけていたのは、女性であった。

　年齢は三十代の後半から、四十代くらいに見える。

（きれいな方だな……迫はく力りよくのある、感じの……）

　ブロンドの髪を結ゆい上げて、少しだけ後おくれ毛げを垂らしている。

　挑ちよう戦せん的てきな黒のドレスは襟えりぐりが大きく開いていて、くびれがはっきりと分かるような、体にぴったりとしたデザインだ。

　パラソルと小さなバッグを持っているが、どちらも高価な品に見える。

　露ろ出しゆつの高いドレスも、高級品の小物も彼女が身に着けると不思議といやらしく見えない。おしゃれが堂に入っているというのだろうか。長年こういったものを好このんでつけていたような着こなしだった。

「すまない。靴が壊こわれてしまってね」

　男のようなしゃべり方で、彼女は言った。

「少々特別な靴なので、見てもらいたいんだが」

「はい。まずはお部屋で靴をたしかめさせていただきます。お客さまのお名前をお伺いしてもよろしいですか？」

「ビオレッタ・カラバ」

　エデルは、女性のバッグを預かろうとした手を止めた。

　──ビオレッタ・カラバ。

　シエルナの、行方不明になっているカラバ女侯爵……？

　ふと、嫌いやな予感がしてエデルはビオレッタの足元に注目した。

　彼女は白いショートブーツを履いていた。ドレスの裾からちらりと見えただけで、細かい装飾などは分からない。

　エデルははっとした。

　黒い靄もやだ。

　エデルは魔術師の靴の気配を感じ取れる。黒い靄は、魔術師の靴が近くにある証しよう拠こだ。

（でも、変。いつもの靄の感じじゃない）

　靄はビオレッタのつま先に、濃こく集中している。分ぶん散さんはしていない。

　エデルが今まで見てきた靄は、靴の持ち主の全身を包み込んでいるか、周囲にたちこめている状態であった。

「……お待たせしました。お部屋にご案内します」

　ひとまず、話をしてみなければ。

　これでシエルナの異変が、魔術師の靴によるものだと──ほぼ確定的になったのだ。




　特製のハーブティーとクッキーを見習いから受け取ると、エデルはそれをビオレッタの前に並べた。

「どうぞ召めし上がってください」

「どうもありがとう」

　かすれるような低い声も、色気がある。

「靴が壊れたということでしたが……」

「ああ、ちょっとわけありの靴でね。オーナーと話がしたいのだが」

「アランさまは、本日は会議の予定が入っておりまして。でも事情を話せば、すぐに……」

「いや、会議を少し抜けてもらって話せるような用件ではないんだ。込み入っていてね」

　たしかに、だいぶ込み入った話になりそうだ。

　エデルはしげしげと彼女の靴を見つめた。

　純じゆん白ぱくの革を使ったアンクル・ブーツである。この型は年代を問わず人気で、活動的な女性によく好まれているのだ。

「あの……失礼ですが、ビオレッタさまはこの靴をどこで手に入れられたのでしょう」

「もともと私の持ち物だよ。十代のときから履いている」

「最近、どなたかからいただいたものではないのですね」

「こんなものをほいと人に渡すような輩がいるなら、とんでもない悪あく党とうだな」

　ビオレッタは唇の端を上げた。

　──やっぱりこの方は、靴の能力を知ったうえで履いているのだ。

　もっと靴について聞いてみた方がいいだろうか。それに、彼女の現在の状態は、どうなのだろう。見た目はそう見えないが、具ぐ合あいが悪かったり、命があやうい状態だったりするのだろうか。

　エデルは、次にどの言葉を選ぶべきか悩なやんでいた。

　ビオレッタは余よ裕ゆうの表情で言った。

「そんなにこの靴が気になるということは、お嬢さんもこの靴の力について知識があるというわけだね？」

「あ……えっと」

　正直に答えて、警けい戒かいされるということはないだろうか。

　ビオレッタの目的が分からない。

「顔に書いてあるよ。かなり深いところまで、この〝いわくつきの靴〟について知っているらしい」

　思わず頰を押さえる。そういえば、カーレンに分かりやすい顔をしていると言われたばかりなのだ。

「この靴について、知っていることがあれば教えてくれないか？」

「私が存じ上げていることは少ないのです、ビオレッタさま。アランさまの方が詳くわしいはずです」

「でも君は私の靴を見て、表情を変えたね。何か気になるものが見えたんだろう。私の知り合いでも、この靴を見て反応した者がいる。不思議な力を持つ者だ」

　それは、レイさんだったりするのだろうか。

　エデルは不安になった。

「……黒い靄が、左足のつま先に見えます」

「右足は？」

　エデルは首を傾かしげた。

「えっと……何も」

　おかしい。左足だけに靄が集中しているなんて。

「ふむ。物を見る力はたしかなようだね」

　ビオレッタはドレスの裾をすっと上げてみせた。

　靄が現れているのは、左足の靴。

　右足は、左足のものと似せて作ってあるが、別の靴だ。この靴からは魔術師の気配を感じない。

「片方は、別の靴なのですね」

「そうだ。もともと私の手元にあったのは左足のみ。右足は腕のいい職人に後から作らせたものだ。──左足のいわくつきの靴を、どう思う？」

　エデルはしゃがんで靴をたしかめた。靄がかかって細部まで確認することは難しかったが、ビオレッタのブーツは甲革にバックル型のようなだまし絵が刺繡されていた。この刺繡の中央には大きな丸石が縫いつけられている。さらに、ヒールの形はしなやかな動物の足を連想させるものだ。

（バックルは首輪で、ヒールは猫の脚みたい。ずいぶん変わったデザインだな……）

　ドレスの下に隠れてしまうとはいえ、今にも飛とび跳はねてどこかへ行ってしまいそうな猫の脚をモチーフにしたヒールは、躍やく動どう感かんがあり、ビオレッタが履くと艶つやっぽい。一ひと筋すじ縄なわではいかないような印象を受ける。

　よく見ればかかと部分の革は起き毛もう仕し上あげになっており、猫のしっぽのようにも見える。

「私の知っているいわくつきの靴と比べると、ビオレッタさまの靴はかなり……いびつな力のように思えます。片方だけ履かれているせいかもしれませんが」

「それから？」

「え、えっと……」

　見た目から分かる情報は、このくらいだ。けれどビオレッタはエデルの意見を待っている。

　何かを言わなくては、とエデルは左右の靴を見比べた。

「左足の靴に似せて、右足のものはよく作られているのですが……猫の、脚がその……。左足は飛び跳ねそうな様子がよく表れているのですが、右足はいまひとつ……おそらく作り手が違うせいで……」

　もごもごしながらも、エデルは言葉をしぼりだした。

　ガラスドームの裏手に、よく野の良ら猫がやってきて、エデルも会えば挨あい拶さつをしている。ぶにゃんと鳴くちょっと太めの猫だ。あの猫の脚を思い浮かべる。

「このままだと、この靴はジャンプしても……着地に失敗しそうな予感がします」

　ビオレッタはしばし黙っていたが、小さく吹き出した。

「そういうことを聞いているんじゃないんだが」

「……で、ですよね」

　馬ば鹿かなことを言ってしまった、とエデルは反省した。

「でも、久々に笑わせてもらった。ありがとう」

「は、はあ」

　エデルは気を取り直して、続けた。

「あの……もう片方の靴は、どこに……」

　ビオレッタが低くつぶやいた。

「……いけない」

　彼女の靴の靄が、揺ゆらぎ始めた。

「ビオレッタさま？」

「どうやら、時間切れのようだ。ちょうどいい。いわくつきの靴の証明になればいいのだが」

　ビオレッタはため息をついた。

「この靴が壊れて、簡単に脱げるようになったはいいものの、魔術が解けてしまうようになってね」

　ビオレッタはするりと白いブーツを脱いだ。

　そのとたん、つま先に集中していた靄が彼女の全身を包み込み、激しく旋せん回かいしだす。
















「ビオレッタさま！」

「あわてなくてもいい、いつものことなんだ」

　ビオレッタは涼しい顔だった。頭をふって、風で乱れた髪を払うような仕し草ぐさで靄を散らす。

　そこには、まったく別の女がいた。

　栗くり色いろの髪に、賢かしこそうな青緑の瞳をした、瘦やせ形がたの女性だ。化け粧しようは先ほどのビオレッタとまったく同じようにほどこしてあったが、赤いルージュは浮いて見えたし、肌はだにはたいた粉こなは厚く感じた。彼女の顔だちなら、優しいコーラルピンクの口くち紅べにの方がずっといい。

　田舎いなか町まちにいる、素そ朴ぼくな女性が無理して派は手でな化粧をしているようだった。

　少なくとも、迫力のある美び貌ぼうの女侯爵ではない。

「ど、どちらさまでしょう……」

　エデルは驚おどろいて、目をしばたたいた。

　ビオレッタ・カラバはどこに消えたのだろう。ビオレッタとそっくり同じ化粧をして、同じドレスを着た女性は、どう見ても彼女ではないのだ。

「私が、ビオレッタだ。これが本来の姿」

　ビオレッタだ。しゃべり方はまるで変わっていない。

「なんでも、いわくつきの靴について伯爵令れい息そくに面会するには靴店で名めい刺しをもらう必要があるんだろう？　私によこしてくれないか。オーナーのアラン・ディセントに伝えてもらいたい」

　いわくつきの靴を持ってガラスドームにたずねてきた者には、名刺を渡す決まりがある。

　朱しゆ色いろの名刺は、かなりの本命筋。

　クリーム色の名刺は、本命筋ではないが、無む下げにはできない身分の人。

　水色の名刺は、相手にするだけ時間の無駄。

　いわくつきの靴を持ってたずねてくる女性客の中には、オーナーのアラン目当てにやってくる者が大勢いる。普通の靴を『不思議な力のある靴』だと偽いつわって、アランにひと目でいいから会いたいとたずねてくる、積極的な女性たちだ。彼の美貌や家柄、ガラスドームという財産は結婚適齢期の女性たちにとってとても魅力的なのだ。

　名刺で面会の予約をとるのは、本当に『魔術師の靴』を持っている人間を見分けるためなのである。

　エデルは、本命の朱色の名刺をビオレッタに渡した。

「『明日、あなたの屋敷をたずねる。ぜひ歓かん迎げいしてほしい』と伝えてくれ」

「かしこまりました」

「一度本来の姿に戻ってしまえば、日をまたぐまでかりそめの姿にはなれないのだ。彼とは面識がある。今の私がビオレッタを名乗っても、信用しないだろうしね」

　エデルはビオレッタの魔術師の靴に注目した。

　靄が晴はれたことではっきりと分かったのだが、中央にはまるトパーズの石に、亀き裂れつが入っていた。
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　時刻は夕方にさしかかろうとしている。

　アランの打ち合わせが終わるのを待って、エデルは昼間のことを報告するために、執務室の扉をノックした。

　アランはもうすぐやってくる舞踏会シーズンに向けて、革の卸おろし業ぎよう者しやや貴金属類の仕入れ業者と順番に会っているのだ。

「アランさま、失礼します」

「エデルか。どうぞ」

　エデルはそろそろと部屋に足を踏み入れる。執務室の窓は開いていて、カーテンがゆらゆらと舞まい上がっていた。

　換かん気きをしているのだろう。もしかしたら打ち合わせ相手は、匂いの強い葉は巻まきか何かを好んでいるのかもしれない。アランは服に他人の匂いがつくことを嫌うのだ。

　エデルはディセント家の使用人たちが、アランの身に着けるものの洗せん濯たくにひときわ気を遣っていることを、彼と同じ屋敷に住み始めてから知った。

　アランの隣の部屋にいれば、主人のいない間に部屋を整えている使用人たちのおしゃべりが、聞こえてしまうこともある。

「葉巻を吸われる方だったのですか？」

「ああ。不ふ快かいで仕方がなかった。持ってきた話も旨うま味みが何もなかったので、帰っていただいた」

　なるほど。それで少し、アランはぴりっとしているのだ。

「どうした？　何か困ったことでも？」

「あ、あの……」

「朝礼のときのことなら、俺は怒おこっているわけじゃないからな」

　カーレンの予約内容の変更に伴ともなう、スケジュール管理の件だ。

　アランの立場上、当然言わなくてはならないことである。

　アランは言いづらそうな顔をした。

「その……泣ないていたとジジから聞いて」

「え」

　エデルは、前後のことを思い出した。

（そういえば、セスさんの道具箱を見つけて、懐かしくなって……。ちょっと涙ぐんだかもしれない）

　ジジはその様子を見ていたのだ。

「すまない。つい欲目でお前を甘やかさないようにと……。ジジから、俺はただでさえ愛あい想そが良くないから、フォローが大変だと」

「そ、そんな！　誤ご解かいです。私、まったく違う件で、その」

「違う件？　ほかの奴やつがお前に何か言ったのか？」

　アランがぎろりと目つきをするどくした。

「誰だ。事情を聞かなくてはならないな」

「あ、いえそうではなく。懐かしいものを見つけて。セスさんの道具箱を」

　しどろもどろになりながら、エデルは続けた。

「とにかく、誤解なんです。それに私、いけないところがあったら教えてもらいたいです。知らないうちに間違っていることをしてしまうのが一番怖こわいですし、直すことでみなさんのお役に立てるのなら、直したいのです」

　もちろん、ショックは受けるかもしれないが、知らないまま迷めい惑わくをかけ続けるよりよほどいい。

「これからも、ご指し導どうをお願いします、アランさま」

　アランはほっとしたような顔をしている。

　エデルは自分の用件を思い出した。

「あの、アランさま。シエルナのカラバ女侯爵が先ほどいらっしゃったのです」

「なんだと!?」

　エデルは先ほどのことを、丁寧に説明した。

　ビオレッタは片足だけ魔術師の靴を履いていたこと。素顔がまるで別人だったこと。

　特に彼女が履いていた靴の特徴をできるだけ詳しく。

「ビオレッタさまには朱色の名刺をお渡しいたしました。明日、おたずねになりたいとおっしゃっていましたが」

「それは会うべきだろうな。実はその特徴にあてはまる靴が、片方だけ我が家に保管してあるんだ。対ついの靴が見つからず、靴箱にしまえぬままになっているものが」

　アランより数代前のディセント家当主が片方だけ持ち帰った靴がある。猫の靴と呼ばれ、靴箱館のとある場所に保管してあるらしい。

　靴箱館の靴箱に封印してしまえば二度と取り出せなくなる仕組みのため、片方だけで封印するわけにもいかず、猫の靴は長い間かたわれを待っていた。

　カラバ女侯爵の所持している靴がその片方なら、靴箱に封印することができるはずだ。

「カラバ女侯爵の件は明日を待とう。まだ情報が少なすぎる」

「わかりました。あの……私も、明日の面会にご一緒しても」

「もちろんだ。お前の視点でも、彼女の靴を見てほしい」

　アランの答えに、エデルはまばたきをした。

　以前はエデルに「危ないから魔術師の靴に関わらないでいい」と繰り返していたというのに。

（一緒に、見てほしいって、言ってもらえた）

　思いあがりかもしれないが……少しでも、彼の役に立てているならうれしい。

「……どうした？」

「あ、あのいえ、なんでもないんです」

　エデルははにかんで、もじもじと下を向いた。

「ちょっとうれしかっただけです」

　アランは不思議そうな顔をしてから、少し頰を赤らめた。

　それから慎しん重ちような口ぶりで言った。

「──エデル、ひとまずはカラバ女侯爵に会おう。そして面会を滞とどこおりなくすませ、靴を封印したら……たまにはどこか、そうだ外で食事でも──昼間の詫わびがてらにと考えていたのだが」

「はい。ぜひご一緒させてください」

　エデルはにこやかに続けた。

「カラバ女侯爵とアランさまは、面識があるとお伺いしました。食事の席に同行させていただくのは緊きん張ちようしますが……あの、精せい一いつ杯ぱいがんばります」

　アランは目を見開いて、何か出かけた言葉を飲み込んだようだった。

「一緒に事件の解決を目指しましょう、アランさま」

「……そうだな」

　エデルの力強い言葉に、アランは静かに相づちを打った。
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　ビオレッタ・カラバがディセント家をたずねてきたのは、翌日のとっぷりと日が暮れた頃だった。

　アランはまず、ビオレッタを靴箱館ではなく屋敷の貴き賓ひん室しつへ案内した。

　ルディアはいない。今はシエルナの調査を続行している。知らせを出したが、間に合わなかったのだ。

「お久しぶりです、カラバ女侯爵」

「一昨年おととしの園えん遊ゆう会かい以来か。ずいぶんと男らしくなったな」

「光こう栄えいです」

　アランはエデルをさりげなく隣へ立たせた。

「こちらはエデル・アンダーソン。昨日応待した職人です。同席をお許ゆるしいただいても？」

「この娘は確かな目を持っている。私としても、ぜひ同席していただきたい」

　アランはビオレッタに席をすすめ、自分のかたわらにエデルを置くと、背を正した。

　ビオレッタは手入れの行き届いた艶のある金髪を結い上げて、健康的な肌に映はえる、大ぶりの赤あか珊さん瑚ごのネックレスを身に着けている。

　ワインレッドの体にぴったりと沿ったドレスに、透かし彫ぼりをほどこした黒こく檀たんの杖。

　自信に満ち溢あふれた女侯爵そのものの姿だ。

　アランは淡々と説明を始めた。

「あなたが履いていらっしゃるのは、魔術師の靴と呼ばれる大変危険な代しろ物ものです。靴を履き続ければあなたの命が危なくなります。過去の例では持ち主の体を傷つけ、命まで奪うことも──」

「私が知りたいのはそんなことではないよ、坊ぼうや」

　ビオレッタは静かに言った。

　年齢も地位も、彼女の方がアランよりも上である。

　アランはいずれディセント伯爵となるが、まだ爵位を父から譲り受けてもいないのだった。

「ディセント伯爵家はいわくつきの靴を蒐しゆう集しゆうしている。ならば私の靴のかたわれの行方ゆくえも、知っているのではないかと思ってね」

「……もう片方の行方を知って、どうなさるおつもりですか？」

「シエルナの異変についてはもう耳に入っているのだろう。あの異変の原因は、猫の靴にあるのではないかと思っている」

　ビオレッタは口を開いて、ことのあらましを話し始めた。猫の靴の甲に輝く、青いトパーズ──首輪の飾り石にひびが入ったとき、すべてが始まった。

　街が見えない壁に包まれ、人が消えた。建物も植物も、みるみるしなびていったのだという。

「この靴に不思議な魔力が宿っているのは分かっている。私の左足の靴が壊れたせいでこうなったというなら、右足の靴を使えば街は元に戻るのではないかと」

　アランはしばらくためらってから言った。

「右足の靴は、ディセント家が所有しています」

「……やはり、そうであったか。あのようなものが他の者の手に渡っていたら、もっと騒ぎになると思っていた」

　ビオレッタは内心、ここにあるとあたりをつけていたようである。

「では、その右足の靴、私に譲っていただけないだろうか」

　エデルははらはらしながら、ふたりを見た。

（ビオレッタさまの靴を靴箱館に封印したら、今回の事件は終わりになると思っていた……）

　ビオレッタが靴の扱いに困ってたずねてきたならば、そうなったのかもしれない。

　けれど彼女は最初から「靴を見てほしい」と言っていた。姿を変える能力も普段から使い慣れているようだったし、魔力に吞のまれている様子もない。

　彼女の真の目的は、ディセント家に保管してある靴を手に入れることだったのだ。

　アランは落ち着き払った声で言った。

「あなたに渡すことはできません。あの靴は危険を伴うもの。両方がそろった場合、持ち主にどのような害を及およぼすのか明らかになっていません」

　ドゥーガルド・ディセントの手記に残された猫の靴のページには、代償についての記述が残されていない。

　誰も靴を履かないまま──被ひ害がいの先例がないまま流出し、行方不明になっている場合はこのような記録になるのだと、エデルも先ほどアランに教わった。

　代償の内容が明らかになっていない、ということはどのような災さい厄やくがビオレッタに振りかかるのか、まるで予想できないということである。

「もしかすると、その靴の代償が街の廃墟化そのものかもしれない。もしくはあなたに新たな災厄がふりかかるのかもしれない。どちらにしろ、これ以上被害が大きくなる前に靴を封じ、正しい形で保管することが我々の使命です」

　アランはディセント家の役割に関して、簡単ではあるが説明をした。

　彼女は背を正して、アランをまっすぐに見つめる。

「あなたがディセント家の使命をまっとうしたいというのは、よく分かった。だが私にも私の使命がある。私は領主としての責任を果たし、シエルナを元の港町として機能させたい。領民はひとりとして命も健康もそこなわずとり返す。何ひとつとりこぼすつもりはない」

　ビオレッタの目は、その苛か烈れつな雰囲気にそぐわず静かに澄すんでいた。嵐を迎える前に、凪ないでゆく海を見ているようだった。

「私は相続人となったのち、領地を王家に返還した。ただひとつ、あのシエルナを除いて」

　エデルは、ルディアが集めた資料に書かれた記述について、賢けん明めいに思い出していた。

　ビオレッタは広大な領地のほとんどを王家に返還した。王家が大規模な教会を建設したがっていると知ったビオレッタが自ら名乗り出たのである。税収入が減ることもかまわず、快く土地を差し出したビオレッタに、王家は海を守る『辺へん境きよう伯はく』として侯爵家の称号を与えた。オルハラ国で侯爵家は、伯爵家よりも上の位にあたる。

　当時、ビオレッタは金銭と引き替えにすべての土地を王家に返還するだろうと言われていたらしい。若き女相続人が領主になるのは難しい。彼女は爵位と引き替えに一生暮らしに困らない財産を手にし、どこかで幸せな結婚をする。そしてひっそりと暮らしていくのだろうと──。

　けれど世間の予想は裏切られた。ビオレッタは手元にたったひとつの街を残し、爵位を受け取った。

　女相続人として、ひとつの街を自らの手で統括する意志を表明したのである。

「あの町は特別だ。海に愛され、民たみに愛された町。それがシエルナだ。あの場所だけは失うわけにいかない。それも、このようなかたちで」

　アランがドゥーガルドの手記をめくる。

「我々の祖先が残した記録によると、猫の靴の能力は『擬ぎ態たい』です。町や人を消したり、空間をねじ曲げるような力はない」

　擬態──。

　エデルは、ビオレッタの顔をちらりと見た。

　ガラスドームで会ったとき、たしかにビオレッタは別人のような姿になった。

「あなたはエデルの前で姿を変えたと聞きました」

「いかにも」

「一昨年会ったあなたと、今のあなた。同じ人間である証拠は出せますか？」

　エデルはちらりとアランの横顔を見た。

「猫の靴の力で何者かがビオレッタ・カラバになりすまし、ディセント家が所有している右足の靴を奪い取ろうとしていると、そう考えることもできるわけです。最初にもっともらしく園遊会の話などを出されたが、そんなものはビオレッタ本人でなくとも、情報を手に入れることはできる」

「私が偽にせ物ものだとして、わざわざカラバ女侯爵になりすます必要があると？　靴を手に入れるだけなら、爵位をふりかざさなくともよい。信頼のおける身近な人間の姿に変わるだけで、簡単にことが済む。たとえばかたわらに置いているそこの小さな靴職人に。そのほうがあなたはやすやすとだまされるだろうからね」

　アランはむっとしたような顔をした。

「俺は彼女を、他人と間違えたりなどしない」

　ビオレッタは鼻で笑った。

　エデルはふたりのやりとりを、じっと見守っていた。

　たしかに、カラバ女侯爵の名を使って交こう渉しようのテーブルに着く必要はない。こっそり奪うばい取ればいいのだ。

　エデルはじっとビオレッタを見た。

　──たぶんこの人は、本物のカラバ女侯爵だ。

　シエルナという土地に思い入れがある。エデルはそれを彼女の言葉の端々から感じ取ったのである。

　アランが諦あきらめたように言った。

「あなたはたしかに、一昨年会ったカラバ女侯爵のようですね」

「若わか造ぞうのくせに私を試そうなどと、愚おろかなことを考えるのはやめたまえ。最初から分かっていただろう」

「本物であるとは思いましたが、こちらもいろいろと警戒しなければならないのです。猫の靴を持ち帰った私の祖先のためにも」

　おそらくアランは、ビオレッタが動どう揺ようするかどうかを見み極きわめていたのだろう。

「だが解げせないことがある。あなたの本来の姿は栗毛だそうだが、一昨年会ったときもあなたは金髪だった」

　ビオレッタは一息つくと、小さく言った。

「一昨年あなたと会ったビオレッタは、たしかにこの私だ。私は二十五年間この姿だったのだから」

「……え？」

　エデルはほうけた顔でビオレッタを見た。

　二十五年間。そんなにもの長い時間、彼女は姿を変えたままだった──？

　ビオレッタは、するりと靴を脱いだ。

　みるみると彼女の元の姿に戻ってゆく。素朴で賢そうなひとりの女性が、不似合いなドレスを着てそこに座っている。

　彼女の変身をはじめて見たアランが、息を吞むのが分かった。

「協力していただけないか。これは私がカラバ女侯爵として、最後の仕事をするための頼みだ。すべてが片付けば、私は元の姿に戻り、二度とカラバ侯爵家の名をかたることはしない。なくしたものを取り戻したのちは、靴を返還すると約束しよう。いわくつきの靴の事件を次々と解決してきた、ディセント伯爵家の力を借りたい」

「あなたは、いったい何者だ」

　目の前の女性は、静かに笑った。

　元の姿に不釣り合いだと思われる濃い化粧が、不思議とその瞬間だけは彼女によく似合っていた。

「私の本当の名前は、ナターシャ・リン。とるに足らない粉ひき職人の娘だよ」
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　しんと身がひきしまるような、冷たい風が吹いている。

　カレンダー上は春を迎えても、カンディナールの街はなかなか冬を忘れられない。夜にはその名残なごりを残していた。

　シエルナはもっと温かい場所らしい。

　エデルはショールを肩にかけなおした。

「ビオレッタさまのお願いを、聞き届けられるのですか？」

　アランの隣をゆっくりと歩きながら、たずねてみる。

　夜の散歩に誘さそったのはエデルである。アランが難しそうな顔をしたまま、靴箱館に向かおうとしていたので、声をかけたのだ。

　少しだけ遠回りをして、一緒に靴箱館へ行きませんかと。

「分からない」

　アランは短くそう答えた。

　靴箱館へ続く道は、以前はうっそうとした木々に囲まれているだけだったが、今は少しずつきれいに整備されてきている。

「街のことはほうってはおけないが、靴を彼女に渡すことに抵てい抗こうがある。片方とはいえ二十五年もの間あれを履き続けて、よく無事だったものだ。それに彼女は、本物のビオレッタ・カラバではない」

　アランは珍しく迷っているようだった。

　普段の彼なら、もっときっぱりと結論を出す。靴を渡すか渡さないか、相手が信用に足たる人間か、そうではないか。

　ビオレッタの要求は靴の返還。彼女は自分のもとに靴が両方そろえば、異変が解けると考えているらしい。

　これに対して、アランの見解は違っていた。

　ビオレッタが現在履いている左足の靴を、ディセント家が保管している右足の靴とともに封印すれば、おのずと魔術は解け、異変は解決する。彼はそう考えていたのだ。

「ビオレッタさまは、納なつ得とくされていないようでしたね」

　靴箱館に靴を封印してしまえば、二度と取り出せなくなる。そういった封印の魔術がかけられているのだ。

　──もし封印したところで魔術が解けなければどうなる。シエルナは永久に、あのままなのか。

　ビオレッタは強い口く調ちようでそう言った。

　事件の鍵かぎとなる猫の靴は取り出せず、街はゴーストタウンのまま。民も土地も失われる。

　最悪の結果だ。

　アランは、無理にビオレッタから靴を奪い取ろうとはしなかった。靴を蒐集するハンターと呼ばれている彼が。

「──自分が彼女の立場だったら、とても俺の提案には乗れない。判断を間違えば、領民の命が犠ぎ牲せいになる」

「アランさま……」

「ビオレッタ──ナターシャ・リンは俺たちに正体をあかしている。本当はカラバ女侯爵ではないということを知られたら、彼女にとって命取りだろう。危険を冒おかしてもシエルナを守りたいという気持ちがあるから、カラバ女侯爵の姿で俺に会いに来たんだ」

　アランは唇を嚙んでから、ゆっくりと続けた。

「しかし俺は、彼女が不幸な運命をたどると知っていながらみすみす靴を返すこともできない。靴が両方そろったとき、領民や彼女の命が脅おびやかされない、と確信することはできない」

　靴を返還すれば、ビオレッタを失うことになるかもしれない。街も元に戻らないかもしれない。

「あの靴は片方しかない。だからビオレッタさまは、これまで無事でいられたのでしょうか」

「俺はそう考えている。もともと彼女は強い魔力の持ち主なのだろうが、靴は本来二つで一組だ。片方しか靴がないのなら、本来の靴の力は出せなかっただろうな」

　エデルはアランの隣を歩きながら、考えていた。

　交渉が決裂したのち、ビオレッタは屋敷を去った。

　アランの協力を得られなかった以上、もはや彼女にはカンディナールにとどまる理由がなかったのだ。

　ひとりで異変に立ち向かうために、彼女はシエルナに戻った。

「……ビオレッタさまを追って、シエルナに行ってみませんか？」

　エデルの提案に、アランはうなずいた。

「そうするしかないだろうな。行って、この目でたしかめるしかない。シエルナのことも、ビオレッタのこともだ」

　アランはそう言うと、胸のつかえがとれたのか息を吐いた。

　ディセント家の使命をまっとうするべく、靴の譲じよう渡とを拒んだアラン。

　シエルナの領主として民や街を守るべく、靴を求めてやってきたビオレッタ。

（おふたりはお互いの責任を果たそうとしていらっしゃる。信念を持つ者同士だからこそ、アランさまはビオレッタさまのお気持ちがよく分かったのだろう）

　自分が彼女の立場だったらと、アランはより思い悩んでいるのだ。

「立ち止まっていても仕方がないからな。こういうときは自分の足で動いてみるしかない」

　エデルは安心する。やはり、散歩に誘ってみてよかったのだ。

　彼のために自分ができることなどたかがしれているが、それでも隣で元気を取り戻してくれると、こちらも救われた気分になる。

（アランさまが悩まれていると、私も苦しい。なんとかしてさしあげたくなる。何もできないことが、歯がゆい）

　アランが穏おだやかな顔になると、エデルも思わずつられて笑った。

　なんだか最近は、彼の隣で、彼と同じような表情をすることが多くなってきた気がする。──たまに彼がかけてくれる言葉の中には、まだよく分からないものもあるけれど。

「外の空気を吸って、すっきりなさいましたか？」

「ああ。気を遣わせてすまない──」

　アランは、ぴたりと足を止めた。

　取り返しのつかないような顔をして、空をながめている。

「アランさま？」

「す、すまない。俺が誘うべきだった。今夜は星が出ている」

「そ、そうですね。晴れていますから」

「星空を見ながら語り合わなければと思っていたんだ」

「さっき、まさしく語り合っていましたが……」

「魔術師の靴の話じゃない、別の話をだ」

　エデルはきょとんとした顔をした。

　魔術師の靴とは関係のない話を、アランは星空の下でしたかったらしい。

　彼はエデルを木のベンチに座らせると、真剣な顔つきになって言った。

「深い仲の男女は、こうして空に星が浮かべば、外へ出て互いのことを語らう──というようなことを頻ひん繁ぱんに行っているらしい」

「そうなのですか」

　たしかに日が沈しずんでくると、公園のベンチで肩を寄せ合っている男女を目にすることがある。エデルはいつも邪じや魔まにならないよう、足音を殺してそっとそばを通り過ぎていた。

「俺たちも、そろそろこの段階に入ってもいいと思う」

「は、はあ」

「今後は定期的に野外対談を行うつもりだ。お前と、深い仲になるためにな」

「は、はい……対談ですね」

　つまりは、アランはエデルともっと仲良くなりたいと言ってくれているのだ。エデルは頰がゆるみそうだったので、あわててうつむいた。

「それで、何をお話しすればいいのでしょう」

「少し待て。そうだな……ランタンを持ち上げてくれないか？　本が読めないんだ」

　アランの指示通り、エデルはランタンをかざした。

「……月明かりに照らされて、今日のお前は一段と美しい」

　何を言いだすかと思えばいきなりな内容に、エデルは面めん食くらってしまった。

「あ、ありがとうございます。あの、でもアランさまもお月さまの光を受けていらっしゃいますけど……」

「お前と出会えた喜びを今嚙みしめている」

「は、はい。私もアランさまと出会えてうれしいです」

「うむ。お前に月明かりがかかって、その……そうだな。なんといえばいいか……。全体的に白っぽくて光ってるな。豚脂ラードのようだ」

「ら、らーどですか？」

　ずいぶんギトギトしている印象だ。昼間に汗あせをかいて、髪や肌がべたついているのだろうか。エデルは冷や汗をかいた。

「まとめると、ラードのようなお前と出会えて、改めてうれしく思う」

「は、はい。夕方にはもう一度顔を洗います……」

　エデルはおずおずとそう答えた。

「そんなお前にたずねるが、好きな色は何色だ？」

「え、あ、えっと」

　これまた唐とう突とつな質問である。

（なんだろう。さっきから流れがよく分からない）

　それでも、エデルは一いつ生しよう懸けん命めいアランの会話に合わせようとした。

「えっと、好きな色……ですか？」

「そうだ。それから好きな場所、好きな食べ物、休日の過ごし方、夜寝る前に必ずしていることなどを順番に聞いてゆく段取りになっている」

「さっきの、その、お月さまとか出会えたこととか、ラードとか、そういったのも……段取りのひとつだったのですか？」

　どうりで様子がおかしいと思った。

（アランさま、私とお話しするためにいろいろと考えてくださっていたのだな）

　アランがビオレッタのことに疲れておかしなことをつぶやき始めたのではなくて、安心した。エデルは胸を撫で下ろしたが、アランの方はやや決まりが悪そうだった。

「ああ……いや、段取りだから、というわけではなく……いや、女性にあれこれと質問する前に、ひとつふたつ、コミュニケーションをとってからでないとスマートでないらしく」

　彼は付け加えるようにして言った。

「だが、月に照らされてお前が儚はかなげに見えたのも本当だし、そんなお前を横で見ていられてよかったと思っているのも本当だ。だから別に段取りに必要だからといって噓うそをついたわけじゃない。本当に、一緒にいられてよかったと思っているんだ」

「わ、分かりました。あの、もう大丈夫です……」

「ラードのようだと思っているのも、本当だ」

「顔を洗います」

「そのままでも十分きれいだ」

　アランは一息つくと、それで、と続けた。

「好きな色を速すみやかに答えろ」

「あ、はい……好きな色ですね」

　エデルはしばし考え込んだ。

　身に着けるものは、淡い色が多い。けれどこれは自分の髪の色や瞳の色が、派手な色と相あい性しようが悪いからだった。

　落ち着く色ではあるのだが、一番好きな色、というわけではない。

「今日は水色のリボンをしているようだが」

　エデルの髪に蝶ちようのようにとまっているオーガンジーのリボンは、透き通った水色だった。エデルは物持ちというわけではないが、リボンと靴はいくつか持っている。

「これはいただきものなんです。お客さまがくださいました」

　お菓か子しやお茶などの差し入れをいただくことはよくあるが、たまにこうしてちょっとしたアクセサリーを贈ってくれるお客さまもいる。カーレンもこの前、おみやげだと言って貝かい殻がらで飾りたてた香こう水すい瓶びんをくれた。

　はじめはいただいていいものかどうか戸と惑まどったが、今ではありがたく頂ちよう戴だいし、後日お礼の品を贈っている。

　お客さまが好意でくださったものだから、あきらかに高価すぎる品でなければ断らずに受け取って、お礼のカードに靴のお手入れのクリームやポプリを添えて贈るといい、とジジが教えてくれたのだった。

「今日はそのお客さまのご予約がありましたので、着けてみたんです」

「そうか。似合っているぞ。……似合っているが……その、贈り物をくれたのは男か？」

「いえ、女性のお客さまです。手作りのアクセサリーをご趣しゆ味みでつくっていらして、私にもひとつくださったのです」

「女性か。なら構わないが、男から何か差し出されたら必ず俺に教えろよ。丁てい重ちようにお礼をしておくから」

　お礼をするのに、贈り主の性別は関係あるのだろうか。

　あ、とエデルはアランの意い図とに思いいたった。

「ありがとうございます。同性ならお礼の品も用意しやすいのですが、男性の方だと何を喜ばれるのか、見当がつかないので……。クリームはともかく、ポプリはどうかなと悩みますよね。アランさまにお品を選んでいただけるのなら安心です」

「まあそういうことでいい」

　アランは歯切れ悪く言った。

「では、好きな色は水色ではないんだな？」

「水色も好きですけど、水色のものばかり集めたくなるかと言われれば違う気がします」

　お客さまの中には、自分のテーマカラーがきちんと決まっている方がいる。「私はいつも黄色いドレスを着ると決めているから、靴も同じ色にしてください」と言うような人だ。目や肌に合わせて色を選ぶなら、自然とテーマカラーは決まってくる。

　エデルの髪は霧きりをかぶったような灰桃色ローズミスト、目は薄茶。

　テーマカラーは特にないが、よく身に着けているのは母の形かた見みのアメジストのブローチだ。すみれを模もした台に薄うす紫むらさきの石がはめられている。

「薄紫は、よく身に着けるかもしれません。母のブローチに合わせて」

「ああ、あのアメフラシのスカートだな」

　紫色に黒いビーズを縫いつけたエデルの私服を、アランはアメフラシのスカートと呼んでいる。アメフラシは敵を威い嚇かくするときに紫色の煙けむりを吐く軟なん体たい動物である。

「では今度は俺が、ワインレッドのリボンとシュークリップを贈ろう。そうすれば頭のてっぺんからつま先まで、アメフラシ色になる」

「お、お気遣いは無用です」

　そもそもエデルはアメフラシになりきることを望んでいないのだが、アランはきっぱりと言った。

「遠えん慮りよするな。俺もアメフラシ色のお前が見たい」

「あ、ありがとうございます。なりきれるかどうか分かりませんが、図ず鑑かんなどを見て勉強させていただきます。でも贈り物は、その、ご迷惑になりますから」

「俺が贈りたいんだ。だめか？」

　彼からの贈り物──婚約指輪を、エデルは断っている。これ以上断るのも申し訳なくなり、小さく首をふった。

「今度一緒に選びに行こう。これで出かける用事ができたな」

　アランは機嫌がよさそうだ。

「ほかに好きな色は？」

　そうたずねると、アランは目を細めた。

　エデルは彼にしばし見とれてから言った。

「えっと……青紫色が好きです」

「なんだ、結局紫じゃないか」

「違います。青が入ってます」

　エデルが珍しくむきになったような口調になったので、アランは驚いたようだった。

「いったいどうしたんだ？」

「アランさまの瞳の色は、青と紫が混ざったような色です。ただの紫じゃないんです。夕焼けの空の色です」

　アランはみるみる顔を赤くしている。

　しまった、とエデルはうろたえた。

（アランさまの瞳の色について、他人の私があれこれと……お気に障さわったのだろうか）

　怒いかりのあまり顔を赤くされたのでは、とエデルはすぐに謝しや罪ざいした。

「すみません、もしかして失礼なことを言ってしまったでしょうか」

「別に」

　彼は咳せき払ばらいをしてから言った。

「青紫か……そうだな……俺の目の色か……」

「でも、分かってます。私よりもアランさまやルディアさまにお似合いになる色ですから。なので私は、きれいな青紫色をながめているのが好きなのです。──アランさまは、何色が好きなのですか？」

「その理り屈くつで言うと、豚ぶた肉にく色だな」

「は、はあ」

「お前に似合う色が、一番好きだ。薄紫もいいが、以前、あの肉色のドレスをルディアが着せただろう」

「ぶたにくいろの……？」

　エデルは反応に困った。肉色が似合うと言われて、喜べばいいのだろうか。それとも反省すればいいのだろうか……。

　だが、今までの彼の発言から察するに、おそらく喜んでいいのだ……と思う。

「あ、ありがとうございます」

「アメフラシ色もかわいいと思うし、ザリガニ色も愛らしいと思う」

「は、はい」

「いっそのこと全部混ぜたらいいんじゃないだろうか」

「そ、それはどうでしょうか」

「豚肉アメフラシザリガニ色だな」

　エデルは、取り返しのつかない色が誕生したことを察した。言葉の羅ら列れつからしてよろしくない。

「アランさま、えっとそれは……ちょっとよくばりな色ですね」

「そうだな。名前はよくばり色にしよう。長くなるから」

　エデルは困った。アランが贈り物をくれるというので、お礼の品に何かこしらえようと思っていたのだ。たとえばハンカチに刺繡をして贈ろうか、と思っていたのに。

（ううん……豚肉とザリガニとアメフラシを混ぜたような色のハンカチ……。本格的に染め物に挑戦するしかないのかもしれない……）

「まだまだ聞きたいことがあるが、またの機会にしよう。冷えるからな」

　アランはそっと手を差し出してみせた。咳払いをして、そっけなく言う。

「手をつなぐぞ」

　エデルは彼の手袋の上に、自らの手を置いた。アランは彼女の手のひらをたしかめるようにして数回握にぎると、手を引いてくれる。

「これでいい。仲むつまじい者たちはみな、決まって手をつないでいるからな」

「私とアランさまが、仲良しの証拠ということですか？」

「そういうことになる」

　エデルはもじもじ下を向きそうになったが、しゃんと背を正した。

　アランは背筋を伸ばして歩いている。自分が下を向いていては、つりあいがとれない。

（アランさまに合わせるということは、こういうことなのかもしれないな）

　エデルが背を正したのを褒めるようにして、アランは手をぎゅっと握ってくる。

　エデルは握り返すべきか少し悩んでいたが、勇気を出して手に力を入れてみた。

「どうした？」

　アランがこちらを見てたずねる。エデルはあわてた。

「あ、あのなんでもないんです……なんでも」

　力加減が強すぎたのかもしれない。

　アランは少し考えていたが、一度手を離すと、手袋をとってポケットにしまった。

　それから改めてエデルの手をとった。

　じかに彼の手に包まれて、エデルは赤面した。そういったおねだりをしたつもりではなかったのだが、なんだか安心している自分がいる。

「お前は、靴を作る手をしているな」

「すみません、荒れていますよね」

「頼もしくて離したくなくなる。ふたりきりのときは、いつも手袋を外していたい」

　声も出なかった。エデルはひたすらうるさく高鳴る心臓をひたすらやり過ごすことに、集中しなくてはならなかった。
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　翌日、急ぎ屋敷に帰き還かんしたルディアとともに、エデルとアランは靴箱館の小部屋に入った。

　テーブルの上には白いブーツがのっている。ディセント家が大切に保管していた、猫の靴である。

「偽物のビオレッタさまにお会いしそこねましたわ。お兄さまとエデルさんだけずるいですわ」

　ルディアがすねたように言うと、アランはため息をついた。

「実際にシエルナに向かい、彼女に靴を渡すべきか判断をすることにした。お前はどうする？」

「わたくしは一緒に行きません」

「まぁ全員同じ行動をしても効率が悪いからな。お前は違うルートで事件を追うということか？」

「ええ、そういうことです。エデルさん、こちらへ」

　シエルナの地図を見ていたエデルは、手て招まねきをされてルディアのそばへ寄った。

　ルディアは耳のそばで、こそこそと話しかけてくる。

「エデルさん。シエルナまでは長旅ですわ。荷造りは終わりまして？」

「はい。私はもともと荷物が少ないですから……」
















「残念ですけれど、荷に解ほどきをしてください。代わりにわたくしが詰め直した荷物を持っていってくださらないかしら」

「ど、どうしてでしょう」

「わたくし、心配なのですわ。なんといっても、エデルさんはわたくしのかけがえのないお義ね姉えさまになるかもしれないお方。ゴーストタウンなんて気味の悪い場所に、本当は送り出したくないのですわ。せめて少しでも快適に過ごしていただきたく、わたくし、エデルさんを思って荷物を詰めさせていただきましたの……」

「そ、そんな……私なんかのために……」

　エデルが目をうるませると、ルディアはエデルの手をがっちりととった。

「女の必ひつ需じゆ品ひんは、女にしか分かりませんわ。どうかわたくしの気持ちを受け取ってください」

「分かりました、もったいないほどのお心遣いをありがとうございます」

「おい、お前たち。何をこそこそしているんだ」

「なんでもないですわ、お兄さま。さあ、出発前に情報の整理をいたしましょう」

　ルディアは微笑んで、追加の資料を何枚か出してきた。

「これは？」

「使用人を放って集めさせた情報です。町がゴーストタウンになる数カ月前、ビオレッタはとある身元不明の青年を保護しています」

　青年の身体的特徴は、金髪に緑色の瞳、柔にゆう和わで中性的な印象と書かれている。

「……どこかで見たような特徴だな」

「まぁ、そんなに珍しい特徴でもないでしょう。問題は、この青年がゴーストタウンの中と外を行き来できるということなのです。ビオレッタは現在この青年を使って中の様子を調べているようです」

　そういえば、ビオレッタは猫の靴を誰か不思議な力を持つ者に見せたと言っていた。ガラスドームにやってきたとき、そのような口ぶりだったのをエデルは思い出したのだ。

（青年の特徴はレイさんと一いつ致ちしない。それだけでも、安心できる）

　エデルはほっと息をついた。

「この青年と行動を共にすることが、今回の鍵となるでしょう」

「名前は？　何者なんだ？」

「セレスタイン、というそうです。ビオレッタが昔飼っていた猫の名前だとか。つまりはもともとの名前すら分からない、謎なぞの人物ということですわね」

「ひとまず、シエルナに着いたらセレスタインという青年を捜し出すことにしよう」

　アランは改めて面会の様子をルディアに説明した。

「ビオレッタ・カラバは偽物だった。別人の女性が二十五年もの間、猫の靴を履いてカラバ女侯爵のふりをしていたらしい」

　今までアランたちがビオレッタだと思っていた女性は、ナターシャ・リンという、粉ひき職人の娘だったのだ。

　それをナターシャは自らの口で語った。

「二十五年……というと、ちょうどビオレッタさまがお身内を次々と亡くされた年ですね。流行病はやりやまいでご両親を亡くされてすぐに婚約者のジルベルトさままで事故死したので、当時は騒がれていたようですわ」

　以前エデルたちに見せた資料を再び取り出して、ルディアは該がい当とうする箇か所しよに指を置く。カラバ家の年表だった。たしかにこの年、ビオレッタは婚約者を失っている。

「死因は屋敷の階段から足をすべらせて……事故死のようですわ。……靴の生いけ贄にえになったのかしら。ならば本物のビオレッタはいったいどこへ？　彼女も猫の靴の生け贄に？」

「……そう考えるのが自然だろうな。婚約者の死は公表できても、ビオレッタに擬態している以上、ナターシャはビオレッタの死を秘ひ匿とくしていなければならない」

　あかされていないだけで、きっと本物のビオレッタは死んでいる可能性が高い。

　ビオレッタは当時十六歳、ジルベルトは二十七歳。若いふたりが突然死したからには、魔術師の靴は十分に嚙んでいるだろう。

「ナターシャは魔術師の靴を使ってふたりも人を殺した可能性があります。町の異変を解くという目的はありますが、あまり彼女に気を許されないほうがよろしいですわ」

「……あの」

　エデルはたどたどしく言った。

「ビオレッタさま……ナターシャさまは、悪い人ではないと思います。うまく説明できませんが。シエルナのことも想っているようですし、ガラスドームで猫の靴の話をしたときに、笑ってくださったんです」

　あのとき、彼女の雰囲気がやわらいだ。屈くつ託たくなく、気持ちよく笑う。

「差し出がましいことを言って申し訳ありません。でも……彼女は私たちに正体をあかして、カラバ女侯爵としての人生を捨ててもいいと思っているのです。おそらくこうして疑われるのも、覚かく悟ごの上で」

　アランはエデルの言葉を辛しん抱ぼう強づよく聞いていたが、やがて口を開いた。

「ナターシャが楽な暮らしを望んで、擬態の力を手にしたのだとは考えにくい。欲望によるものなら、とっくに靴の力に吞まれて自じ我がを失っていただろう。だが彼女は自我を失うどころか、たったひとりで領地を統括し、領民たちを導いてきた。カラバ侯爵家を継ぐ者としてふさわしい働きをしている」

　おそらくそんな彼女だから、長い間魔術師の靴の餌え食じきにならずにすんでいたのだろう。

「魔力も精神力も、けた違いということですか。たしかにそんな彼女の靴が暴走したというのなら、ここまで騒ぎが大きくなったのも納得できますわね」

「ルディアさま、心配してくださってありがとうございます。でも、ナターシャさまは……」

「エデルさん。あなたの直感を信じますわ。あなた自身が感じ取ったことが、何より正確な情報です。そこまでお心の強い方でしたら、私欲のために人を殺すことはなさそうですわね」

「彼女がカラバ女侯爵をかたったのには、何か理由があるのだろう。そのあたりを探ることで、解決の糸口が見つかるのかもしれないな」

　お互い情報を共有すると、明日の出発に備えてそうそうに引き上げることとなった。
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「エデル、大丈夫か？　はぐれるんじゃないぞ」

　エデルはまごまごしていた。

　汽車に乗るのは、はじめてである。

　カンディナールからシエルナへ行くには汽車に乗って、近くの駅から馬車を乗り継つぐのが最さい短たんルートだ。

　汽車は一日に数本走っていたが、座席チケットは常つねに完かん売ばい状態。急であったにもかかわらずチケットを手に入れることができたのは、ひとえにルディアのツテのおかげである。

　高たか値ねの汽車の切きつ符ぷを買える層そうは限られてくる。華はなやかなデイドレスの貴き婦ふ人じんや、仕立てのいいフロックコートの紳しん士したちが待合室でくつろいでいた。

　エデルは普ふ段だん着ぎのブラウスと、アランに褒ほめられたアメフラシのスカートを履はいて、キャメル色のリボンをつけている。ちょっと場違いかもしれない、とアランをちらりと見上げると、アランはまじめな顔つきでエデルの髪のリボンを直してくれた。

「曲がっていた」

「あ、ありがとうございます」

「これできれいだ。どこから見ても問題はない」

　リボンの結び方のことを言っているとは分かっていても、エデルは少し照れくさい気持ちになった。先ほど抱いだいた不安もいつの間にか吹き飛んでしまっている。

　ルディアのメイドにはドレスを着ていくようにと言われたのだが、シエルナで調査中に裾すその長いドレスを着ていては汚よごしてしまうかもしれないと思い、断ことわっていたのだ。だいたいドレスはエデルのものではなく、ルディアが数年前に着ていたというドレスである。エデルにとっては高級品だ。

　メイドはしぶしぶといった具合で引き下がり、そしてその代わりに、エデルの顔に真しん珠じゆの粉をはたいたり、血けつ色しよくがよく見えるように紅べにをさしたりした。

　靴くつはくれぐれも見み栄ばえのいいものを履いてくださいと念を押されたので、アランがくれたストラップシューズを履いて、祖そ父ふが作ってくれた馬うま革がわのショートブーツをトランクに詰つめてある。予想以上にたくさん歩くことになるかもしれない。ヒールのない靴も必要になる。

　アランはいつも通り、きっちりとアイロンをかけたシャツに丁てい寧ねいに結ばれたクラヴァット、仕立てのいいフロックコート姿である。足元は動きやすくスマートに見える、ブラッチャーと呼ばれるひも靴だ。つやのある黒い革靴で、アランはいつも黒やダークグレーなどの落ち着いた色を選ぶ。

　汽車がやってくると、彼は自然な流れでエデルに手を差し出した。切符を駅員に見せると、席へ案内される。エデルは目を回しそうになった。

（個室席……お、おいくらくらいするのだろう）

　アランと共に席におさまると、エデルはもごもご口にした。

「アランさま、汽車はすごいですね。はじめて乗りました」

「そうだな。個室にしてよかった。狭い場所で他人と一緒になるのはごめんだ」

「も、申し訳ありません」

「お前は別だ。勘かん違ちがいするなよ」

　アランはきっぱりと言った。

「むしろ、もっと近くてもいいくらいだ」

「えっ、それは困ります」

「何か不ふ都つ合ごうがあるのか」

　どきどきするからです、と言おうとしてエデルは思いとどまった。

　以前、どきどきに慣れるために彼に手てずから手当てをされたことを思い出したのである。

（ま、またあのようなことをされてしまう。なんとか回かい避ひしなければ）

　エデルは目を泳がせてから、懸けん命めいに答えた。

「えーと、その……。この距きよ離り感かんがちょうどいいというか……。私にとっては……」

　アランはむっつりとした顔をして、本を取り出した。

（怒おこらせてしまったのだろうか）

　エデルは焦あせって様子を窺うかがう。アランの眉み間けんに皺しわが入っていないのを確認すると、ひとまず落ち着いた。

　そうすると、だんだんと自分の行動について冷静に考えるようになる。

　また彼に触さわられてしまうかもしれない──と、近くに座ることを拒きよ否ひしてしまったが、これはもしかして過か剰じよう反応というやつだろうか。

　アランは、手当てのときのようにエデルに触ふれる気などさらさらなかったかもしれない。

　今エデルは怪け我がをしているわけではないし、ここはお屋や敷しきでもガラスドームでもないのだ。

（何を勘かん違ちがいしているんだと思われていたらどうしよう……）

　恥はずかしくて身の置きどころがない。

　後ろ向きな想像をふくらませて、エデルは蒼そう白はくになった。

「エデル。俺たちは……もっとそれらしく振る舞うべきではないかと思う」

「それらしく、とは」

「つまりだな。あくまで節せつ度どを持つことが前ぜん提ていだが……一応、将来の約束をしたんだし……」

（節度って……や、やっぱり私の勘違いをうすうす感じ取られていたんだ……）

　エデルは早口で言った。

「も、申し訳ありません。私つい、またアランさまにその、触っていただけるのかと思って」

「え」

「はしたない勘違いをしてしまい、大変ご不ふ快かいになったかと思います。こ、今後気をつけますので」

「いや……その、だな。別にそれは構かまわないんだが……」

　アランは咳せき払ばらいをして、急いで本のページをめくり始めた。

　それから得とく心しんのいった顔をすると、本を懐ふところにしまい込む。

「今日はなんだか、寒くないか？」

　車内の温度はすこぶる快かい適てきのように思えたが、これはあくまでエデルの主しゆ観かんである。

「そ、そうでしょうか」

「まずい、凍こごえてきた」

　まるで棒ぼう読よみだったが、アランが体調不ふ良りようを訴うつたえているのでエデルは心配になってきた。

「そんなに寒いのですか、アランさま」

　トランクの中にストールが入っているが、使用人に預けてきてしまっている。

「私、ストールをとってきますのでお使いください」

「これは病やまいだ……エデル病びよう？　だ」

「私が病名に？」

「責任をとってもらおう」

「ひ、ひぃ」

（もしかして私が失礼なことを言ったせいで気分を害がいされたのでは）

　病気に名前をつけられたということは、「今具合が悪いのはエデルのせいだ」と言いたいに違いない。

「も、申し訳ありません。私が改かい善ぜんできることは何かございますか？」

「とにかくこの状況をどうにかしたい」

　アランが真しん剣けんな目でそう言ったので、エデルはうなずいた。

「どうすれば……？」

「できるだけ俺にもたれかかって座ってくれないか」

「むしろ、ご負ふ担たんになるのでは」

「大丈夫だ。さあ来てくれ」

　エデルはあわてて、彼にぴったりと寄より添そった。

　しばらく汽車の揺ゆれに身を任まかせる。

「……エデル」

「は、はい」

「体がこわばっているようだが」

「そ、そうですね。でもアランさまも……腕うでに力が入っている気がします」

　エデルも彼の腕の体温を感じてどきどきしているが、アランの腕も不自然に力りきんでいる気がする。

「おかしいな、こんなはずではなかったのだが……」

　アランが何やらぶつぶつと言っている。

　エデルは心配そうな顔で彼を見上げた。

（アランさま、本格的に体調が悪いのかもしれない。シエルナにつく前に、一度休きゆう憩けいを入れないと……）

　それに、次の駅に到着するまでこのままなんてことは……。

　エデルは体を硬かたくしながら、アランの上着に頰ほおを寄せたのだった。
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　乗り継ぎのため電車を降り、馬車をつかまえに使用人を走らせると、アランはほっと息をついた。

　エデルがくっついていた右腕が、驚おどろくほど熱くなっている。

　さすがにもう体を離したが、自分のかたわらに寄り添っているエデルをちらりと見てから、本を取り出した。

【彼女といい雰ふん囲い気きになるには、密みつ着ちやくするのが一番！　ぴったりとくっついて恋人同士の気分を味わいましょう。片思い中にむやみやたらと触るのは絶対にしてはいけないことですが、想いが通じ合ったならステップアップ！　さりげなく理由をつけて、彼女が触れ合うことを許しやすい状況を作り出すのがスマートです。このときに分かりやすい台詞せりふで恋人の心をときめかせられたら、恋愛上級者に見えます。例：あなたを想うあまり気分が優すぐれなくなってしまった、愛いとしい人、どうか私の心を温めてくださいなど】

　アランはしかめっ面つらで本をながめている。

（一応、分かりやすい仮け病びようは成功していたはずだ……）

　もちろん結婚前だし、世間に顔向けできないようなことをするつもりはない。

　ただ、この本によれば恋人同士はスキンシップが何より大事──らしいのである。これが分かりやすい恋人同士のあり方だと著者は語っている。

（さらりとべたべたできるようになれば、恋人らしいというものだ）

　さらりとべたべたするという矛む盾じゆんめいた字じ面づらはさておいて、エデルともっと仲良くなるには、さりげなく距離感を縮ちぢめることが必要不ふ可か欠けつなのだ。

　ルディアの言う通り、自分たちには恋人らしい日常が足りないのである──正式にはまだ恋人ではないが。

　このテクニックを見つけたとき、アランはしめたと思った。これでべたべたできる口こう実じつができる。

　だが、思い描えがいていたような展開にはならなかった。

　エデルはアランとくっついて甘あまえてくれるかと思ったのだが、借りてきた猫のように大人おとなしくなってしまった。

　彼女がじっとしているので、アランもだんだん腕に当たる柔やわらかい感触を意識してしまい（考えないようにするために頭の中でディックが提てい出しゆつしてきた出来の悪いデザインボードの記き憶おくをいくつも呼び起こしていた）、とても仲むつまじく振る舞うことができなかった。

　さらりというよりは、お互い緊きん張ちようでがちがちだった。

（エデルは、さすがに俺の仮病に気づいたはずだ。分かりやすい噓うそを言って雰囲気を作れば、なんとなく触れ合ってもいい大たい義ぎ名めい分ぶんができるし、恋人らしくできると思っていたのだが……）

　──もしかして、いやいやくっついていたのだろうか。アランに言われて、断れずに。

【女性はあなたがしゃれていて分かりやすい理由を言えば喜びます。自みずから身をゆだねてくれるでしょう。このときはすぐにがっつかず、あくまで紳士的に接してください。いきなり狼おおかみのようになってしまえば、女性によっては警けい戒かい心しんを抱いてしまいます。逆に狼化した方が喜ぶ女性もいるので、ここは彼女の性格次し第だいだと言えるでしょう。密着で女性が喜んでいるかどうかを判はん断だんする基準はたったひとつ。体を離したときに、残念そうな顔をするかどうかです】

　エデルは残念というよりは、ほっとしたような顔をしていた。

（狼になるつもりはないが、思いきったことをしなくてよかった……嫌きらわれたくない）

　アランはちらりとエデルの様子を窺った。

　エデルは彼の視線に気がついて、見上げてくる。

「アランさま、大丈夫ですか？　まだご気分が優れないようでしたら私、飲み物を買ってきましょうか」

「いや、大丈夫だ」

「ストールをお出ししますか？　女物で申し訳ありませんが、ないよりは体も冷やさずにすみますので」

「もう元気だ。お前が協力してくれたから」

「よかったです。何かあったら、いつでもおっしゃってくださいね」

　アランはしばし考えた。

　とりあえず、このテクニックは自分たちには合っていなかったようである。

（今の俺たちは恋人同士に……とても見えないだろうな）

　自分が変われば、エデルも応こたえてくれる。ならばこの状況を作った原因は自分にあるのだ。

　もっとエデルが甘えやすいような雰囲気作りをしなくては。

　馬車をつかまえた使用人が戻ってくると、アランは気持ちを切り替えて、旅の続きを始めることにしたのだった。
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　シエルナの隣となりに位置する、イーストタウンという小さな町。

　馬車が走ってくれたのはここまでだった。

「お客さん、悪いことは言わない。物見が終わったらすぐに帰りなさい。そんなにいい身なりで、こんな田舎いなか町まちに来たら目立つよ。今はゴーストタウン目当てに変な輩やからがこのあたりに集まっているんだから」

　御ぎよ者しやはそう言うと、そそくさと元の道を戻ろうとしている。

「シエルナをたずねる人間は多いのか？」

「どこから聞いたんだか、物好きはいくらでも湧わいてくるよ。警察はろくに仕事もせずに引き上げちまった。女の子の使用人のことはくれぐれも気をつけて見てやってくださいよ」

　アランはむっとしたように答えた。

「彼女は使用人として連れてきたわけじゃない」

「あ、アランさま」

　ここで言い争わなくとも、とエデルは彼を止めた。

　事実、エデルはアランに雇やとわれているのだから。

　御者は一言謝ると、馬にむちをくれて行ってしまった。

「失礼な奴やつだ。二度とあの男の馬車には乗らない」

　アランはあからさまに怒っている。エデルは申し訳なくなった。

　エデルはなんとか彼の意識を逸そらそうと、話題を必死に探した。

「アランさま、ひとまずセレスタインさんを捜さがしませんか？　この町にいるといいのですが」

　それに、ビオレッタのことも気になる。彼女はシエルナに帰ったようだが、町が廃はい墟きよならどこに身を寄せているか分からない。

「とりあえず宿屋を当たってみるか。俺たちも寝ね床どこを探す必要がある」

　同行していた使用人は、別の拠点から情報を集めてもらうために先ほどの馬車で返していた。これからは自分たちの面めん倒どうは自分たちでみなくてはならない。

　イーストタウンには何件かゲストハウスがあった。シエルナ港を利用する人々のために作られたらしい。

　エデルとアランは、一件一件宿屋を当たってみた。

　シエルナは閉じられているにもかかわらず、かなり繁はん盛じようしているようだ。

「……本当にここも予約がいっぱいなのか？」

「はい。申し訳ありません。現在満室でございまして」

　これで最後の宿屋である。玄げん関かん口ぐちは酸すっぱい匂においがして、壁かべはしみだらけの、くたびれたホテルだ。

「どうしましょう、アランさま」

「ですが、前のお客さまに早めにお帰りいただくこともできます。お客さまのお心付け次第ですが──」

　カウンターの男の提てい案あんに、アランはほとほとあきれたようだった。

　どうやら、ふっかけられそうになっているらしい。アランのいかにも貴き族ぞく然ぜんとした装よそおいが災わざわいしている。

「悪いが……」

　アランが男の提案を断ろうとする前に、割って入ってくる者がいた。

「お兄さん、だまされちゃだめだよ。ここの宿はスープも冷さめててパンは硬いし、ベッドは臭くさくてとてもお兄さんには無理だよ。ましてや女連れなんだから信用できるホテルを選ばないと」

　横から声をかけられて、エデルは顔を上げた。

（えっ……！）

　一いつ瞬しゆん、息をすることも忘れてしまった。

　金きん髪ぱつのふわふわとした巻き毛に、優しい緑色の瞳ひとみをした青年が、目の前に立っている。

「来なよ、もっとまともな宿を紹介してあげる。あんたでしょう、カンディナールからやってきたというナターシャの客は──」

「セスさん!!」

　エデルは青年の腕にとりすがった。
















　以前より瘦やせて、頰は少しこけていた。だが、柔らかな雰囲気は変わっていない。彼は紛まぎれもなく、再会を誓ちかい合って別れた──ガラスドームの店長、セスだった。

「ほ、本当にセスさんですか？　今までどこにいらっしゃったんですか？　ご無事だったんですね。よかったです、また会えて本当に」

「エデル」

　アランは、エデルの肩に手を置いた。

　セスは目を白黒させて、目の前のふたりを見ている。

「ごめん。僕、君くらいの歳としの子はあんまり興味がないせいか物覚えが悪くて。どこかで会ったっけ？」

　エデルは目を見開いた。

（そうだった）

　彼は──記憶と引き換えに、魔ま術じゆつ師しの力を手放したのだ。

　店で一いつ緒しよに過すごしたことも、エデルと交かわした言葉も、忘れてしまっているのだ。

「ナターシャと今言ったな。では、あなたがセレスタイン？」

「そうだよ。あんたたちの到着を、ぶらぶらしながら待たせてもらってたんだ。行こう、ナターシャが会いたがっている」

　他た人にん行ぎよう儀ぎに言葉を交わすふたりを、エデルは信じられない気持ちで見ていた。
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「ご足そく労ろういただいて感謝する」

　ビオレッタ──ナターシャは、イーストタウンのとあるホテルの一室でエデルとアランを待っていた。

　中流ホテルの小さな部屋だ。変身の能力は使っておらず、彼女の本来の姿のままである。

「きっとシエルナへ赴おもむいてくれると思っていた」

「自分の目で異い変へんを判断したい。靴を渡すかどうかは、それを待って決めさせていただきたい」

「私は偽物だ、当然の判断だと思う。……私を捜してイーストタウンを歩き回っただろう。町の様子はどうだった？」

　アランは淡々と答えた。

「ずいぶんと物見の人間が来ていた。警察は引き上げたと聞いたが」

「警察の中で行方不明者が出たんだ。捜査は一時中断している」

　ふたりのやりとりを聞きながら、エデルは考えていた。

（ナターシャさま……私たちがここに来るという確信はあったみたい。この町の様子を見せるために、あえて居場所を告げられなかったのだろうか……）

　警察が匙さじを投げ、情報規制はもはや意味がなくなってきている。エデルたちが思っていた以上に事態は深刻だ。一刻も早く異変を解く必要がある。

「すぐにでも調査にあたろう。……ところで、彼は？」

　アランは、ナターシャのすぐ後ろにおさまったセスに視線をやった。

　アランがたずねると、ナターシャは唇くちびるの端はしを上げた。

「私の真しんの姿を知ってなお、私のもとを離れようとしない、変わり者の猫だよ」

（どちらかというと、セスさんはネズミ……）

　セスの魔術師としての能力は、ハツカネズミに変身することだった。

「彼だけは、なぜだか分からないがシエルナの中を自由に行き来できる。彼と一緒ならば私も町の中へ入っていけるので、今はなくてはならない存在だ」

「ナターシャさまの靴を見分けられたのも、セレスタインさんですか？」

「そうだ。右と左は別物だと、はっきり言ってのけた」

　合が点てんがいった。おそらくセスは魔術の使い方こそ忘れたが、魔力は通常の人間よりも多く持ち合わせたままなのだろう。

　魔力を食べ続けなければ彼の力は消えてしまうのだが、まだわずかに残っているのかもしれない。

「ナターシャ、本当に彼らに調査を手伝ってもらうの？」

　セスは不ふ服ふくそうにたずねた。

「そうだ。ディセント伯はく爵しやく家けはいわくつきの靴について詳くわしく、頼りになる存在だ。我われ々われの力だけでは到とう底ていシエルナを救えない」

「でも、この人たちが町を元に戻したら、僕との約束はどうなるわけ？」

「約束？」

　アランは眉まゆ根ねを寄せてたずねた。

「気にしなくていい、戯ざれ言ごとだ」

「戯れ言じゃないよ。なんのために僕が働いてると思ってるんだよ」

　セスは我が慢まんできないとばかりに叫さけんだ。

「僕が事件を解決できたら、結婚してくれるって約束だろ!?」

（え───────────────────!!）

　エデルは目を見開いて、ただなりゆきを見守るしかなかった。

　よく見れば、横にいるアランも同じような状態である。

「お前も懲こりないな。もっと若くていい女を見つけろといつも言っているだろう」

「約束したよね？　僕と結婚してもいいって、言ってくれたよね」

「事件が解決できるなら悪あく魔まと結婚しても構わないとは言った」

「悪魔より僕のがまし？　って質問にはうんって言ったじゃないか」

「それはそう答えるだろう。あのときは酔よっていたし、まさかお前が本気とは思わないじゃないか」

　──セスさん、記憶がなくなっても、女性の好みは変わっていないんだ……。

　エデルはちらりとアランを見上げると、彼もうなずいてみせた。

　どうやら同じことを考えていたらしい。

「もし彼らが事件を解決したら、結婚の約束は反ほ故ごってこと？」

「結婚の約束はしたおぼえがない」

　セスはぎろりとふたりをにらみつけた。

　いまいましいと言わんばかりの目つきである。

「あんたたち、僕の幸せを邪じや魔ましたら、次じ期き伯爵さまだろうがなんだろうが、本気で許さないからね」

　──とんでもないことになった。

　思わぬ邂かい逅こうに喜んだのもつかの間、エデルは途と方ほうに暮れたのだった。
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　さっそく一行はシエルナの異変を調べるため、ホテルを出た。

　街の入り口が近くなってきたあたりで、黒く濃こい靄もやの気配を感じ取る。エデルはあたりを見回した。

「靄を感じます。とても強いです」

　アランはエデルの手を取って、慎しん重ちような足取りで進んでいる。

「ここから先は、一般人は立ち入れなくなっている」

　ナターシャが黒こく檀たんの杖つえで指したのは、「ここよりシエルナ」という文字が並んだ案内板の前である。

　アランが町の向こうへ手を伸ばすと、空間に波は紋もんが広がった。

「水に手をつけたかのような、かすかな抵てい抗こうがある」

「そのまま手をうずめてみてくれ」

　ナターシャの言葉に従したがって、アランはずぷりと手をうずめた。

「貫かん通つうできるということは、あなたもここへ入れる人間ということか」

　ナターシャが言うなり、セスはすたすたと町へ入っていった。空間の抵抗がある様子もない。波紋も出ない。

「僕は抵抗なしで入れるけどね」

　セスはあからさまに対たい抗こう意識を燃やしていた。

「エデル。お前も入ってみろ」

「は、はい」

　エデルはおそるおそる敷しき地ち内ないに足を踏ふみ入れてみる。

　感覚は変わらなかった。あまりにもあっさりと町の中に入ることができる。

　ナターシャが感かん嘆たんの声をあげた。

「これは驚いたな。苦しくはないか？」

「大丈夫です。ちょっと空気が澱よどんでいますけど」

　セスは鼻を鳴らした。

「君、やるじゃない。じゃあ伯爵令れい息そくさまの面倒は君がみてくれる？　僕はナターシャのそばにいたいから」

「わ、分かりました」

　セスが街の中から手を伸ばして、ナターシャの手袋に包つつまれた手をとる。

「こうして手をつないでいれば、彼女も無理なく街に入れるんだよ」

　エデルも見み様よう見み真ま似ねで、アランに手を伸ばしてみた。多少抵抗を感じるとはいえ街へ体を入れることができるアランなので、必要はないかもしれないが。

「進んでみよう」

　アランはエデルの手をとって、そう言った。

　街は荒こう廃はいしきっている。朽くちかけた木のそばに、今にも崩くずれ落ちそうな家が並んでいた。

　空気は湿しつ度どを含ふくんでじっとりとしており、苔こけに覆おおわれた建物の壁へき面めんは、長年手が加えられなかったことを示している。

　舗ほ装そうされていない道は砂じや利りでごつごつとしていて、とても歩きづらい。エデルはブーツに履き替えてきてよかったとつくづく感じていた。ヒールの靴では足も靴も、すぐにだめにしてしまうに違いない。

　しばらく歩いたが、人の姿は見かけなかった。風ひとつ吹かず、時間が止まっているかのようだ。

　エデルはきょろきょろとあたりを窺った。

　幽霊街ゴーストタウンと言われるのも無理はない。太陽の光も届かず、分ぶ厚あつい雲がこの街に薄うす闇やみをもたらしている。

　ぞくりとする。まるで現実味のない世界だ。

　エデルが足を止めてある一点に注目したので、アランは背をかがめた。

「どうした？」

「あの……あの場所だけ、靄がとっても濃こいんです」

　エデルが指をさしたのは、ぼろぼろの布切れが覆いかぶさった、屋台である。

　にゃあ、と小さな鳴き声を聞いた気がして、全員がはっと口をつぐんだ。

「……聞こえたか？」

「猫の鳴き声……でしたよね」

　エデルが不安げに確認すると、ほかの三人もうなずいた。

　獣けものの鳴き声を聞いた、という調査報告を思い出してエデルはぶるりと背を震ふるわせた。

（どう考えても、ただの猫の声だったはずだから、大丈夫だと思うけれど）

　アランがエデルの手を励はげますようにぎゅっと握にぎる。

　やがて、黒い靄が小さくまとまり始めた。

　あたりに広がっていた靄が少しずつ凝ぎよう縮しゆくされ、ぽっかりと穴があいた。穴は少しずつ広がり、何かの形を白く浮かび上がらせる。

　ぴんととがった耳。ふさふさで、しなやかな体。太くてゆらゆら動くしっぽ。

　影が退ひいて浮かび上がったのは、純じゆん白ぱくの猫のシルエットだ。

「セレスタイン……」

　ナターシャがつぶやいた。

「どうしたの？」

「いや、お前じゃない。あの猫だ」

「ナターシャさま、猫が見えるのですか？」

「俺も見えるぞ」

　アランの言葉に、セスも同意する。どうやらここにいる全員に、猫の影が見えているらしい。

「初めての変化だ。僕がここに入って異変を調べている間、こんなことは起こらなかった」

「あの猫を、追いかけてみますか……？」

　猫の影はこちらを窺うような様子を見せてから、屋台の裏の方にすっと入っていった。

　ナターシャが眉を寄せる。

「あの場所は……」

「何かあるの？」

「いや、なんでもない」

　セスに歯切れ悪くそう返事すると、ナターシャは言った。

「お嬢じようさんの言う方に行ってみよう。おそらくこの中で、最も頼りになる嗅きゆう覚かくを持っている」

　四人は猫の跡あとを追った。屋台の後ろで伸びをした猫は、くつろいだ様子でしっぽを左右に揺らしている。

　突然、アランの持っていた鞄かばんが光りだした。

「アランさま」

　彼の鞄の中には、右足の猫の靴が入っている。

　アランは悩なやんだ末に、靴箱館から持ち出してきていたのだ。

　鞄から靴箱を取り出す。蓋ふたを開ければ、猫の靴にはめられたトパーズがきらきらと輝かがやいていた。

　ふっと空が不吉な光を放ち、エデルは思わず立ちくらみを起こした。あたりの景色がかすんでゆく。

（何……？）




　そこは広場のようだった。麦酒エールやワインの入った木製のカップを持った男たちが、何かを楽しげにながめている。

　みなが見ていたのは、シフォンのたっぷりと入ったグリーンのドレスを着た、美しい少女だった。ヴァイオリンやカスタネットの音に合わせて、くるくると楽しそうに踊おどっている。

　粗そ野やな男たちが手にする楽器は意外なほどに繊せん細さいな音を奏かなで、石のついた靴で踊る少女はおかしくてたまらない、といった様子で笑顔をふりまいている。

　エデルは目をぱちくりさせた。先ほどまで、たしかにここは廃墟だった。

　暗く寂しい景色はどこかへ消え失せ、今はあちこちにつるされたランタンの光が揺れていた。屋台のそばで酒を受け取った男たちはめいめい、簡易テーブルに載った肉の薫くん製せいや魚をつまんで、気持ちよさそうに笑っている。給仕の女たちはせわしなく働きながらも、はやしたてられてはダンスに飛び入りで参加した。

「ビオレッタお嬢さまだ」

　ナターシャが、かすれるような声で言った。

　大おお勢ぜいの人だかりの中の誰しもが、エデルたちの存在に気がつかなかった。アランがそばで腰こしをかけている男の肩に触れるが、ふっと指先が突き抜ける。

「残ざん像ぞうのようだな」

　終わりの合あい図ずのカスタネットが響ひびくと、豊かな金髪をなびかせて、少女はにこりと笑った。エールを受け取って、ぐびりと喉のどを鳴らす。

『あなたも来て、ナターシャ。とても楽しいわ』

　ビオレッタが微笑ほほえむ方には、栗色の髪をおさげに結ゆったまじめそうな少女がいた。──たしかに、面おも影かげがある。かたわらにいる女おんな侯こう爵しやくの。

「あれは十代の頃のナターシャ？」

　セスの問いに、ナターシャはうなずいた。

「そのようだな」

「若いときもいいけど、今の方がずっと素敵だよ」

「どうも」

　セスの軽口を流して、ナターシャが腕を組む。

「これはどういうことだ？　なぜこのような残像が見える」

「靴が両方そろったことにより、空間が変化したのかもしれない」

　アランが顔をしかめてそう言った。

　林檎酒シードルをちょうだい、とビオレッタは酒場のおかみに声をかけていた。それをおさげのナターシャが止めている。

『伯爵様に叱しかられます、お嬢さま。そろそろお屋敷に戻らないと』

『お父さまは、みんなと仲良くするのはいいことだと言っているわよ』

『夜中に酒場でダンスを踊っているとなれば話は別です』

『お願い。私だって、もうすぐ結婚するのだし。自由にできるのは今だけなの。ああ、あなたとずっとこうして一緒にいられたらいいのに、ナターシャ』

『あと一杯だけですよ』

　おねだりされて、しぶしぶナターシャが折れた。

　にゃあ、と小さな鳴き声がする。ふたりの足元に、白猫がすり寄っていた。

『セレスタイン。迎むかえに来てくれたのね』

　ビオレッタは猫を抱だき上げ、頰を寄せた。猫は迷めい惑わくそうな顔をしている。

『ビオレッタさま、婚約おめでとうございます！』

　どこかで酔よった男が大声を出した。それにつられて、あちこちから乾杯の声。もう乾杯などとっくにすませているのに、また飲み直そうとするらしい。

　少女のナターシャが、シードルをふたつ受け取って、片方をビオレッタに差し出した。

『お嬢さま、婚約おめでとうございます』

『あなたも。進学おめでとう、ナターシャ。あなたを誇ほこりに思う』

　ふたりはカップをかかげた。

『海が結びつけた、ふたりの友情に』

『ふたりの未来、そしてシエルナの繁はん栄えいを願って』

　乾杯、と少女たちは微笑んだ。




　景色がかすみ始める。

　先ほどまでの残像は、ゆっくりと時間をかけて、夢のように消えてしまった。

「ナターシャ。平気？」

　セスが心配そうに、自分が手をとるナターシャの顔を覗のぞき込んでいる。

「……懐なつかしいな。そういえばここで、シードルを飲んだ」

　先ほどまで少女たちがおしゃべりをしていた位置まで移動すると、ナターシャはかすれた声で言った。

「本物のビオレッタ……ビオレッタお嬢さまは、天てん真しん爛らん漫まんで物もの怖おじせず、かわいげのある性格で、みんなに好かれていた。そういえばあんなしゃべり方をしていたっけな。なぜあんなものを見たのだろう……」

　そのときだった。アランの手の中に収まった、片方の猫の靴がきらりと輝いたのだ。

　甲の中央にはめられたトパーズから、まっすぐに天に向かって細い光が放たれた。

　光はめくるめく早さで、ナターシャの履いているもう片方のトパーズへ向かって落ちてくる。

「ナターシャ！」

　セスが彼女を支えた。猫の靴がしゅうしゅうと音を立てて、煙けむりをたちのぼらせている。
















「大丈夫か？」

　アランがたずねると、ナターシャがうなずいた。

「よろけただけだ。……見ろ。割れたトパーズが、少しだけ元に戻ってきている」

　中央にかけてぱっくりと入ったトパーズの亀き裂れつが、ナターシャの言う通り少しだけ塞ふさがれている。色味も一段階、明るくなったようだ。

　対して、アランが持つ右足の靴のトパーズは、先ほどより暗めになったように見える。

「……両足のバランスを、整えたのでしょうか」

　エデルの言葉に、三人はうなずいた。

「そうだろうな。異変の原因は、片足だけ靴を使い続けて、均きん衡こうが崩れたからか……？」

　シエルナに入り、過去の記憶を見たことで、靴に変化があった。

　ナターシャの履いていた左足は、破は損そんした部分を修しゆう復ふくし、色いろ艶つやを増した。

　ディセント家が保管していた方の右足は、石の色が暗くなり、履き続けた靴のように見える。

「……見て」

　セスが屋台を指さした。

　今にも朽ち果てそうだったその屋台はいつの間にか消えており、整備された水路が姿を現した。さらさらという水の音が聞こえてくる。

　エデルたちの踏みしめていた乾いた地面には、石いし畳だたみが敷しき詰められている。

「街が元に、戻っている」

　ナターシャは、はっとした顔をして、走り出した。

「誰か、誰かいないか!?」

　水路の向こうに立ち並ぶ家の扉とびらを開ける。無人だった。あちこちの扉を開けたが、人の姿は見えない。

　その代わり、温かいシチューの入った鍋なべや、たなびく洗せん濯たく物ものなどを見つけることができた。

　エデルは、ナターシャの入った民家にそっと足を踏み入れた。

「人はいないけれど、人の住んでいた形けい跡せきは残っている……という感じですね」

　中は荒れておらず、どの家もきれいなものだ。

　家族写真のようなものがたてかけてあるが、黒い靄が覆い隠かくして、持もち主ぬしの顔は見えない。

　人はいないのに、人がここにいたという証しよう拠こだけが残っている。これはこれで不ぶ気き味みなものである。

　セスが興味深そうに、台所にあった砂さ糖とうの瓶びんをあけて、指ですくって舐なめた。

「おい」

　アランがたしなめても、彼はお構いなしである。

「これ、本物の砂糖だね。味もする」

「少し整理しよう。猫の影を追って、過去の出来事に出くわし……それから靴に光が射さし、街が元に戻った」

　アランの言う順序を確認すれば、同じように猫が現れる場所を探すことができれば、街は元に戻せる、ということになる。

「人が戻らないのは気がかりだがな」

「まぁ、前より道はひらけてきている。靴が両方そろって、はっきり変わったんだから」

　セスはナターシャの方を振り返った。

「次に猫が現れそうなところを探して、記憶を集めていけばいいってことなんだろう、ナターシャ」

「……それには、少しばかり長い話をしなければならなくなるだろう」

　ナターシャはため息をついて、引き上げよう、と言った。

「もう夜よが更ふける。しらみつぶしに探すよりは、作戦をたてて出直した方がいい」
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　イーストタウンのホテルに戻ると、ナターシャは夜食を買いにセスを走らせた。併へい設せつされたレストランは狭く窮きゆう屈くつで、隣席の会話が筒つつ抜ぬけになってしまうからである。

　エデルとアランの部屋も確かく保ほするように、とセスに言こと付づけると、ナターシャはグラスに酒をそそぎ、ふたりにふるまった。

　酒の弱いエデルは、差し出されたグラスを断らずに受け取った。おそらく、今のナターシャには強い酒と、グラスを受け取ってくれる相手が必要だと思ったのだ。口をつける必要はない。

　ナターシャはどっかりと張りぐるみのソファに座り、「どこから話せばいいかな」と頭に手をあてている。

「ビオレッタ・カラバ……あのとき緑色のドレスを着ていた彼女は、カラバ伯爵家唯ゆい一いつの跡取りだったが、あの通り気さくな少女だった」

　ビオレッタはしょっちゅう屋敷を抜け出しては、シエルナの街を散さん策さくしていた。屈くつ託たくなく明るい性格の彼女に、領民たちは伯爵令嬢というよりは、自分たちの家族のように接していたという。

「それもこれも、当時の伯爵であったビオレッタの父が、領民たちに慕したわれていたからだった。彼は領地を統とう括かつする能力こそ平へい凡ぼんなものであったが、何しろ人ひと柄がらが良くてな」

　当時のシエルナは、漁りよう師しや旅人で比ひ較かく的てきにぎわっていた。

　伯爵は彼らが過ごすためのホテルやバーを作り、漁師の妻に仕事を提てい供きようした。伯爵自ら街へ繰り出し、街まち興おこしの際、領民たちの要よう望ぼうを聞いて回っていたようだ。小さな娘むすめ、ビオレッタと連れ立って。

「領民たちは、父の性せい質しつを強く受け継いだビオレッタが成長するのを楽しみにしていた」

「あなたも、そのひとりだったのだな。シエルナの民たみ、ナターシャ・リンとして」

　アランの言葉に、ナターシャはうなずいた。

「そう。粉ひき職人の娘であった私に、教育を受けさせてほしいと伯爵にかけあってくれたのはビオレッタお嬢さまだった」

「おふたりは、何がきっかけで知り合われたのですか？」

「セレスタインだよ」

　くすりと笑って、ナターシャは続けた。

「昔、船の難なん破ぱ事故があったんだ。領民たちと一緒に、漁りようの見学に出かけていたビオレッタお嬢さまの乗っていた船が転てん覆ぷくしてね」

　大おお騒さわぎとなった。夜になってもビオレッタは見つからず、みなが絶ぜつ望ぼう的てきな気持ちになっていたとき。

　ビオレッタの飼かい猫・セレスタインが、白くて大きな体をゆさゆさ揺らして、ナターシャの前を誘さそうように歩いてきたのだという。

　ナターシャはそのとき、父の手伝いで海岸へ捜そう索さくにやってきていた。伯爵令嬢ビオレッタのことは、目立つ存在なので姿を知ってはいたものの、いつも遠巻きに見ていただけだった。

　セレスタインの姿を見かけたとき、ナターシャは思い出した。この猫は、いつもビオレッタの前を、導みちびくようにして歩いていた。飼い主の後をついてくるのではなく、飼い主の前を歩く。それがこのふてぶてしい猫の特とく徴ちようであった。

　ナターシャは、砂浜を振り返った。猫の足あし跡あとは消えていたが、砂や泥どろが付ふ着ちやくした、びろうどのリボンがそこに落ちていた。

「上等な品だった。ビオレッタお嬢さまのリボンだろうと、すぐに察さつした。そのとき気がついたんだ。海の様子がおかしい。潮しおが満ちて、さまざまなものが打ち上げられてくる。大人たちもそれには気がついていたが、潮が引いたときに現れる洞どう窟くつの存在を知る者は少なかった」

　祖父からその話を聞かされたことがあるナターシャは、大人たちに船を出すように進しん言げんした。そしてビオレッタを救出した。

「私は賢かしこい人間ではない。ただ記憶力だけはよかった。祖父がぼんやりとしゃべった、他た愛わいない話をおぼえていた。それだけだ」

　洞窟の場所はいくつも点在する無人島のうちのひとつ、目立たぬ岩場の近くだった。迷まよい込んだ者でしかたどり着けないような場所だ。

　領民たちと震えながら助けを待っていたビオレッタは、セレスタインと共に現れたナターシャが救きゆう世せい主しゆのように見えたらしい。

　セレスタインは、飼い主の命を救った『幸運の猫』と呼ばれるようになった。

　そして、ナターシャとビオレッタは身分を超えて、友人となった。

　ふたりで多くの話をした。恋や流りゆう行こうの靴や芝しば居いの話ではない。海のこと、納のう税ぜいのこと、暮らし向きをよくするために大人たちは次に何をしたらいいか。

　これには伯爵である父の話にいつも聞き耳を立てているビオレッタでさえ、ナターシャについていけなくなることもあるくらいだった。

　やがてビオレッタは、ナターシャの性質を理解した。ナターシャは生まれ育った街を愛している。貧まずしい家庭の生まれだったが、この街で何かできることがないか、いつも懸けん命めいに考えている。

　そしてそのためには、圧あつ倒とう的てきに足りないものがあった。教育だ。

「ナターシャはもったいない。それだけいろいろなことに興味があって、記憶力もいいのだから、きっと何か大きなことができるに違いないわ」

　ビオレッタはそう言って、伯爵にナターシャを学校へ行かせるように頼んだのだ。ナターシャの父は財ざい産さんもなく、五番目の娘であったナターシャに教育を受けさせることは難むずかしかった。

　ビオレッタを救出した謝礼として──粉ひき職人の娘にすぎなかったナターシャは、シエルナの学校へ通えることになった。良い成績をおさめた彼女は伯爵家からさらなる支し援えんを受け、本格的に経済の勉強をするため、王都の学校へ移ることになった。田舎町のシエルナでは、女性の進学は例がなく、当時異い例れいのことであった。

「ふたりでシードルを飲んでいたあのときは、私は王都の学校の合格通知を受け取り、ビオレッタお嬢さまは子し爵しやく家けの次男と婚約した頃だな」

　しかし、数年後には雲行きが変わってくる。

　線路が敷かれ、列車が通るようになると、シエルナの港を経けい由ゆしていた国内船が激げき減げん。さらにはカラバ伯爵家の領地から外はずれた場所に、大規模な港の建けん設せつが始まった。大型の船が停てい泊はくできるその港は、当然シエルナになりかわった。近きん隣りん諸しよ国こくからやってくる船が碇いかりを下ろす場所は、いつの間にかシエルナではなくなっていた。

　気がつけば、シエルナ港を利用するのは地元の漁師や、安価なチケットを手に古い船に乗って移動する労働者たちのみ。

　カラバ伯爵は、時代の波に乗り遅おくれていたのだった。

「過去の幻まぼろしで見た、あのときが幸せの絶ぜつ頂ちよう期きだったかもしれない。シエルナはその後苦く難なんの時代を過ごすことになる」

　ナターシャは一息つくと、酒をあおった。

「あの幻の背景を補ほ足そくすると、そんなところだな。次に猫の幻が現れそうなところは、いったいどこなのか」

　エデルは、難しい顔をして考えていた。

（猫の靴は、何を訴えようとしているのだろう）

　ナターシャとビオレッタは、船の転覆事件をきっかけに親友となった。

　あのときのふたりは、幸せのただなかだ。豊かだったシエルナで領民に愛されていたビオレッタ。新たな勉学の機会を与えられ、希望に満ちあふれていたナターシャ。

「僕はその洞窟か、次にナターシャがビオレッタと会った場所に行くべきだと思うけど」

　目の前にぬっと手が伸びてきたので、エデルは思わずのけぞった。紙でくるんだサンドイッチが差し出されている。

　セスだった。いつの間に部屋に入っていたのだろう。ガラスドームにいた頃と変わらず、気配を消すのが得意なようだ。

「あ、ありがとうございます」

「セレスタインは、ビオレッタの猫なんだろう？　ビオレッタ・カラバに関わる場所に必ず現れるさ」

　アランがサンドイッチを受け取りながらたずねた。

「その猫は、どのくらい生きたんだ？」

「二十年くらいだな。私がビオレッタの姿になったときも、相変わらず私の前を歩いていたよ」

　エデルはゆっくりと言った。

「セレスタインは、必ずビオレッタさまを導くようにして歩くと……過去ではなく、あの幻から先の未来の方を選んだほうがいいかもしれません」

　それならば、とナターシャは口を開く。

「私が学校を卒業し、シエルナに戻る前にカラバ伯爵は流行はやり病やまいで亡くなった。同じ病で、伯爵夫人も。ひとり残されたビオレッタお嬢さまは、たった十六歳の若さで女おんな相そう続ぞく人にんとなった。探すとしたら、そのあたりの時代にゆかりのある場所だろうな」

　地図を開いて、ナターシャは円で囲んでゆく。

「屋敷、教会、それから……」

　ためらってから、彼女はある場所に印をつけた。

「……墓ぼ地ち？」

　アランの言葉に、ナターシャはうなずいた。

「ビオレッタお嬢さまは、十六歳で亡なくなった。この場所に眠っている……ナターシャ・リンとして」

　半なかば予想していた答えに、エデルとアランは押し黙だまった。

　セスだけは、まるで猫のようにそっけなく、その様子を見守っていた。
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　セスから手渡された鍵かぎは、ひとつだった。

　長かった話を一度打ち切り、明日の捜そう索さくに備そなえて今晩は休きゆう息そくをとることにしたのである。

　アランは眉まゆを寄せてたずねた。

「もう一部屋分は？」

「これで満室。そっちは狭いだろうけど、ベッドはふたつあるってよ」

「……は？」

　エデルはアランとセスの顔を見比べた。

　おろおろしながらたずねる。

「あ、あのそういうわけには……」

　何せ、未み婚こんの男女が寝室を行き来するのも良しとしないアランである。同室なんてもってのほか。

「アランさまはまだ、ご結婚されていないんです。どうかご容よう赦しやください」

「君が何を言っているのか分からないんだけど」

　セスは困こん惑わくしながらたずねた。

「僕がもともと使っている部屋はベッドがひとつしかないから、君と伯はく爵しやく令れい息そくさまが同室だよ」

「それなら俺とお前が同室で、エデルがひとり部屋を使えばいいだろう」

「はぁー？　僕は嫌いやなんですけど」

「俺だって嫌だがこの場合は仕し方かたないだろう」

「なんで僕が男と同じ部屋なんか。絶対やだよ、僕はひとり部屋死守だからね」

「あ、あのおふたりとも……」

　エデルが困惑していると、ナターシャが立ち上がって、エデルの袖そでを引っ張った。もともとすらっと背が高く、ヒールでさらに男性のような長身になっている彼女はそっと身をかがめてくる。

「君とアランは恋人同士なのか？」

　エデルは答えに詰つまった。

　プロポーズをもう一度してくれる、というアランの言葉をエデルは受け取っている。

　しかし恋人同士ではない。お互い、そういう誓ちかいをしたわけでもない。

「しかしアランは君のことが好きだろう」

「あっ、えっとそれは……」

「君もまんざらではなさそうだね」

　エデルは赤くなってうつむいた。

「時間を大切にするといい。君とアランが一いつ緒しよになろうと思えば、必ず困こん難なんに立ち向かわなくてはいけないときがくる。幸い、ここは田舎いなか町まちで上流階級の彼の顔を知る者はいないだろう。ならば君が君らしくいられるうちに、彼との時間を楽しむがいいよ」

　ナターシャは前に進み出ると、アランから鍵かぎを取りあげた。

「もう休みたい。騒さわぐなら全員出て行ってくれないか」

　エデルにぽいと鍵を投げると、ナターシャは容赦なく全員を外へ追い出した。

　三人と、部屋の鍵がひとつ。

　セスが試すように言った。

「……いっそのこと三人で寝ようか？」

「絶対に断ことわる」

　アランがエデルをかばうようにして、自分の後ろへ追いやる。

「彼女の就しゆう寝しん時じの姿をほかの男に見せるわけにはいかない」

「あ、アランさま……」

「分かってるよ、冗談だし。あんたも僕の使っていたベッドに、彼女を寝かせたくないでしょ？」

「む……」

「もう腹くくってふたり部屋を使いなよ。僕はナターシャと偶然会えることを祈って酒場に行ってこようっと。彼女、まだ飲み足りなかったみたいだし」

　セスがさっさとその場を立ち去ってしまうと、沈黙がおりた。

　結局、エデルの手の中には部屋の鍵がひとつ。

　アランはしぼりだすように言った。

「俺も、酒場まで行ってくる……」

「だ、だめですアランさま。また悪い人に目をつけられてしまいます」

　彼が安ホテルでふっかけられたときのことを思い出し、エデルはうろたえた。もう遅おそい時間だ。あのような連中が酒場に入いり浸びたっているかもしれない。セスは場慣れしているようだったが、アランはひと目でそうでないと分かる。

「しかしだな」

「あの……アランさま、ご心配なことがあるのでしょうか。私、アランさまが夜を過すごしやすくするために、できる限りのことをさせていただきます」

　アランは少し頰ほおを赤らめてから、咳せき払ばらいをした。

「……何をする気なのか言ってみろ」

「お茶を入れたり、お部屋の換かん気きをしたり……あ、トランプをお借りしてきて、僭せん越えつながらお相手を」

「……よかった。そうだろうと思っていた」

　アランは声を小さくする。

「俺が心配しているのは、ふたりで同じ部屋に泊まれば、お前の評判が落ちることになるかもしれないと思っているからだ」

「私は評判なんて気にするような、有名人ではありませんよ」

「これから有名人になるんだ。俺の妻になるんだから」

「つ、つま……！」

　エデルは口をごにょごにょと動かして、うつむいた。

　彼の口から妻と言われると、なんともいえない気持ちになる。

「結婚前にふしだらなまねをしたと誤ご解かいされては、お前に悪い評判がたつだろう。も、もちろん俺は誓ってそんなまねをするつもりはないが、念のためだ」

「アランさま……ナターシャさまは、この街にアランさまのことを知っている人はいないだろうと、おっしゃいました」

　エデルはスカートをつかんで、つっかえつっかえ話し始めた。

「だから、私とアランさまが同じ部屋になるようにと……。私が、私らしくいられるうちにアランさまと一緒の時間を過ごすといいと……。あの……私は、アランさまと一緒にいたいです」

「なっ……！」

　今度はアランがうろたえる番だった。

「私、アランさまに酒場には行ってほしくないです。どうしても行かれるというのなら、私も行きます！」

「夜の酒場にお前を連れていくなんて冗じよう談だんじゃない。ここはカンディナールのように治ち安あんのいい街じゃないんだぞ」

「じゃあ、一緒にお部屋へ行きましょう、アランさま。あ、あの私……」

　エデルは思いきったように言った。

「パジャマパーティというものをしたことはありませんが、精せい一いつ杯ぱい努つとめます」

「……そうか」

　アランは拍ひよう子し抜ぬけした声をあげてから、エデルと共に部屋へ向かったのだった。




　アランはそわそわしていた。

　部屋は狭かった。ベッドはふたつあるが、間かん隔かくがとても狭い。

（まさかこんなことになるとは……）

　清せい潔けつに整えられていたが、もちろん屋敷のアランの部屋と比べるまでもなく狭かった。

　部屋の内ない装そうを確認する。

　小さな書き物机の上にランプがひとつ。水差しとコップがふたつずつ。ベッドの敷しき物ものはほのかにラベンダーの香りがする。

　別室があるのを見て取ると、アランは扉とびらをあけて確認した。浴よく室しつだ。バスタブもある。フロントに頼んで、湯を用意してもらう方式なのだろう。このクラスのホテルなら、まあまあといったところだ。

「あの、この時間にもうお湯はもらえないみたいです」

　エデルが浴室の扉の前に張られた注意書きを指さして言った。

　長話のせいですっかり営業時間を過ぎていたらしい。汗を洗い流したかったが、明日まで辛しん抱ぼうするほかないようだ。

「では明日、一番で湯を運ばせよう。今日はもう寝るか」

　──余計なことを考えないうちに。

　エデルがトランクを取り出して、ベッドに載せる。

　留とめ具ぐを外はずして寝ね間ま着きを取り出そうとしたエデルが妙みような声をあげたので、アランは脱ぬぎかけた上着を思わず元に戻した。

「どうした」

「あ、あの……いえ……」

　エデルが口ごもっている。

「何かあったのか？」

「ね、寝間着が……」

「寝間着？」

　エデルがべろんと取り出したのは、透すけた布だった。

　布……のように見えたが、服のかたちをなしているようにも見える。

　アランは薄うすい紗しやをまじまじとながめながら、思った。

（こういったものは、絵かい画がで見たことがある）

　天使がまとう薄布である。肌は隠すことなく、惜おしみなくさらす。神の使いたるもの、ごてごてと着飾ったりはしないのだ。天使はそのままで美しい。

　熱に浮かされたとき、エデルを天使と勘かん違ちがいしたことはあったが……。今アランは健康体である。

「ルディアさまからいただいた、寝間着です」

　アランはこの有あり様さまを見て、感情を持もて余あましていた。この状況を仕組んだルディアに対して怒りだすべきか、はたまたエデルを前に取とり乱みだすべきか。

　だが、どちらでもなかった。めくるめく思考の回転ののち、彼の気持ちはすうっとひいて、冷静になっていた。

「……そうだな。それでは、腹を冷やすだろう。ここは天てん界かいではないからな」

「て、てんかい？　でも、たしかにおなかは冷えてしまうと思います……」

　アランは自分のトランクの中から、真っ白なシャツを取り出した。

「これを着ろ」

「あ、あのアランさまは何を……？」

「俺は替えがある」

　とにかくあんなものを着たエデルに部屋をうろうろされるよりは、よほどましである。

　下した履ばきも貸せればいいのだが、エデルにはだぶつくだろうか。

（明日エデルの寝間着を買いに行くか、ナターシャのものを借りよう）

　ひとまず、一晩の我が慢まんである。

「あ、もう一枚寝間着がありました」

　エデルがびろんと取り出したのは、どこかで見覚えがある薄うす桃もも色いろのケープだった。

　頭に垂たれ耳がついていて、綿わたのようなポンポンつきのリボンが伸びている。

「あ、これランタン・デイのときの……」

「もういい。俺のシャツを着て、それを腰に巻け。分かったな」

　帰ったらルディアに大事な話をしなければならないと、アランは心にかたく誓った。

「では、あの……着替えをしますね」

　言いづらそうにエデルが口にしたので、アランはあわてて扉の方を向いた。

「すまない。気がつかず」

　衣きぬ擦ずれの音が聞こえると、心臓がうるさくなる。

　──というか、俺は外に出ているべきだったな……。もしくは浴室に彼女を入れるべきだった。

　かといって、着替えの真っ最中に扉を開けるわけにもいかない。今更どうすることもできないのだ。

　このまま、間抜けのように突っ立っているしかない。

　後こう悔かいの波がアランに押し寄せていた。

（落ち着け……そう、ディックが今まで提てい出しゆつしてきた趣味の悪いデザインボードのことを考えるんだ……）

　ビーズの目玉がぎょろぎょろと動く魔女のブーツ、「これなら悪あつ漢かんを一発で倒たおせる」と豪ごう語ごしていた、鋭えい利りな金属のとんがりつきの一いち撃げき必ひつ殺さつハイヒール、絵本のヒーローを甲こうに縫ぬい取とった「おれ的かっこいいスリッポン」……。

「終わりました」

　アランはゆっくりと後ろを向いた。自分のシャツは当然小こ柄がらなエデルには大きく、ぶかぶかとしている。気になる腰回りももこもこのケープでガードし、巻きスカートのようで……角度を選ばなければ、それなりに大丈夫である。

　自分からケープを巻けと言ったくせに、できればケープを外した姿を見てみたいとうっかり思ってしまうほど、男物のシャツを着たエデルはなかなかの仕上がりだった。あれが自分のシャツだということが、何よりのポイントである。

　エデルはといえば、シャツの袖を顔に近づけ、すんすんと鼻を動かしている。
















「……臭くさかったか？」

「あ、いえとんでもありません。あ、あの……アランさまの匂においがするので、つい嗅かいでしまいました。あ、き、気持ち悪かったですよね……も、申し訳ありません」

　アランは少し傷きずついた。何も自分の貸した服の匂いを、不思議そうに嗅ぐことはないではないか。

「臭いなら脱げ。ナターシャに寝間着を借りに行くぞ」

「アランさまは香水をつけないのに、いつも清潔でいい匂いがします。このシャツを着ていれば、アランさまがそばにいるみたいでとても安心できそうです。私、差し支つかえなければこのままがいいのですが……だ、だめですか……？」

　アランはいろいろと飛び出しそうになる言葉を懸けん命めいにこらえた。

（なんということを言うのだエデルは。ディックのデザインボードのことなど一いつ瞬しゆんで吹き飛んでしまった）

　なんとか、この心の奥から湧わきあがる気持ちを……シャツ姿でいじらしいことを言う彼女に見合う言葉を贈おくらなくてはならない。取り乱さずに、スマートに。

　できるだけ冷静に見えるよう、そっけなく言った。

「そのようにすぐ匂いを嗅いで、まるで犬のようだな」

　──よし、小さい動物にたとえたぞ。これで褒ほめたことになる。犬は女性や子どもが愛めでる、ポピュラーな動物だ。これに賢かしこさを加えれば、さらに効こう果かは抜ばつ群ぐんのはずである。

「け……警けい察さつ犬けんのように匂いにめざといやつだな。別にいくらシャツの匂いを嗅ごうと、俺は構わないが！」

「ひっ、すみません……」

「お前には、せいぜい俺の寝間着のシャツがお似合いだ。好きに着るといい」

「あ、ありがとうございます」

「寝るぞ」

　シャツの下からすらりと伸びた足先に目をやらないよう、アランはすぐに明かりを消した。エデルはあわててもぞもぞとベッドの中にもぐり込んだ。

　──しばらくして、自分が着替えていないことに気がついたアランは、月明かりの中、寝間着を手て探さぐりするはめになった。
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　朝食をとるために食堂へ移動すると、すでにナターシャの姿があった。

「おはよう、よく眠れたかな」

　ナターシャはさっぱりとした口く調ちようで、エデルに声をかける。

「はい。ぐっすり眠りました」

「……そうか」

　どうやら彼女の期待に応こたえる返事ではなかったらしい。遅おくれてやってきたアランが手袋をはめながらあくびを嚙かみ殺すと、ナターシャは不思議そうにたずねた。

「彼の方は、寝ね不ぶ足そくのようだが」

「枕まくらが合わなかったのかもしれません。お屋や敷しきの枕と違って、あまりふかふかではなかったのです」

「本当にそうかねえ」

　あのあと、エデルはベッドにもぐり込むなりあっという間に眠りに落ちてしまった。長旅で疲れきっていたせいだろう。パジャマパーティと自分から言い出したのに、お相手ができなかったことにエデルは申し訳なく思っていた。──肝かん心じんのパジャマは妙に透けていて、とても彼にお見せできるようなものではなかったのだが。

（ルディアさまは美しいからあのような寝間着でも着こなせるのだろうけど……私じゃちょっと……いろいろ貧ひん相そうだし、恥はずかしいし……）

　ルディアが自分のためにきれいな寝間着を用意してくれたというのに、申し訳ない気持ちになった。アランにも迷惑をかけてしまっている。

　彼はエデルの健康を気き遣づかってあの寝間着を着ていたら、体を冷やしてしまっただろう。シャツを貸してくれた。アランの親切をありがたく思う。

「どうぞ」

　ホテルの使用人に当然のごとくふたり分の皿を渡されて、エデルは戸と惑まどった。

　このホテルは、自分たちで朝食を受け取りテーブルに着くやり方をとっている。

（あ、そうか。アランさまと私の分）

　イーストタウンの中でもランクが上のホテルとはいえ、王都のようなサービスは期待できない。

　小さなホテルなので、給きゆう仕じは自分たちでやらなくてはならないのだ。

　よく見れば、豊かそうな客たちは自分の連れてきた小こ間ま使づかいにあれこれと持ってくるように指示している。

　昨日迷惑をかけた分、ここは働かなくては。

　エデルはアランにたずねた。

「アランさま、何か召めし上あがりたいものはございますか？　私、とってまいります」

「自分でとるから、お前は動かなくていい」

　アランは皿をとりあげてすたすたと歩いていってしまったので、エデルは飲み物をとってテーブルに着いた。隣となりのナターシャに声をかける。

「あの……ゆうべセスさ……セレスタインさんとは……」

「酒場で会ったよ。少し付き合ってもらったけど、あの通り二日ふつか酔よいだ」

　セスはナターシャの隣で、ちびちびとスープをすすっている。彼にしてはめずらしく眉間にしわがよっていた。

　エデルの記憶によれば、セスは酒に弱くなかったはずだ。ナターシャが強すぎるのだろう。

　昨晩セスはエデルたちと別れてすぐ、ナターシャを待ち伏せするため酒場に行っていた。彼女を待ちながら、ついつい酒を飲みすぎたのかもしれない。

「無理して付き合わなくてもいいといつも言っているんだがな」

　おそらく──無理を押してでも、ナターシャと一緒にいたかったのだろう。

（セスさんに……結局ガラスドームのお話をできていないままだな。私のことも覚えていないみたいだし……）

　今の彼はナターシャに夢中だ。この事件が片付かないことには、ガラスドームのことも受け入れられないだろう。

「待たせたな」

　アランが皿に山やま盛もりの野菜やチーズ、パンを乗せて席についたので、エデルは思わず驚いてしまった。

「ずいぶんお召し上がりになるんですね」

　さすがにエデルよりは食べるが、アランとて大たい食しよく漢かんというわけではない。

「ふたり分だ」

　アランがパンに具材を乗せて巻き始める。

「口を開けろ」

　まじめな顔で彼がそう言ったので、エデルは反はん射しや的てきに従したがってしまった。

　小さく開けた口に、パンが押し込まれる。

「むぐっ」

「俺たちくらいの関係性だと、食事は食べさせ合うのが普通なんだ。社会通つう念ねん上じよう」

「お熱いのは結けつ構こうだが、苦しそうだぞ」

　ナターシャがあきれ顔で、大きなパンを咀そ嚼しやくしきれないエデルを見ている。

　一生懸命パンを嚙んでいるエデルに気づかれないよう、ナターシャが小声でアランにたずねた。

「どこでそのおかしな社会通念をおぼえたんだ」

「おかしくはない。国民的ベストセラーになっている、とある本によるものだ。実のところ俺とエデルは、その本のおかげでうまくいっている」

「……うまくいっているなら、何も言わないがね」

　エデルがなんとかパンを飲み込むと、アランはすかさず飲み物を手に取った。

「次は果くだ物もののジュースだ」

「は、はい」

　彼に差し出されたコップをエデルは支えて飲む。

（飲みづらい）

　それに周りの視線も痛い。これではひとりで食事をすることができない子どものようだ。

「乳にゆう製せい品ひんもとらないといけない。一日のエネルギーを作り出すのに、朝食は非常に重じゆう要ようだ」

　アランがチーズを一口サイズに割って差し出してくる。

「あ、あの……。自分で食べられます」

「エデル。ふたりで外に出たとき、お前が使用人のように扱あつかわれるのは嫌だ」

「はい、あの、ですが……」

　彼は、エデルがふたり分の皿を渡されたこと──小間使いのように扱われたことが気に食わなかったようだ。

「俺たちはオーナーと職人ではなく……そ、その……もっと特別な仲だからな。外でお前を特別に扱うことで、それらしく見えるようにする」

「私は大丈夫です……それよりも、アランさまの手が汚よごれてしまいます。今ナプキンをお持ちします」

「そういったところがよくないと言っている！」

「ひ、ひぃ、すみません」

「俺が食事をさせてやる。そうして俺たちは特別な仲だと周りに知らしめるぞ」

　アランの意思は固いようだ。こうなっては従うほかない。遠えん慮りよがちに口を開くと、チーズの欠片かけらが優しく放り込まれる。

（心を無にするんだ……誰も、誰も見てないと思えば……）

「うわあ、何やってるのあのふたり。ちょっと場の空気考えなよ」

「セレスタイン、放っておいてやれ。国民的ベストセラーにのっとった手法だそうだ」

「何それ、僕も読んでみたい」

　セスにくすりと笑われて、エデルは羞しゆう恥ちのあまりぷるぷる震ふるえがきた。

　アランはお構いなしで、スクランブルエッグをスプーンですくう。

「エデル、次は卵だ。食べられるか？」

「は、はい」

「今日はたくさん歩くだろうから、きちんと栄えい養ようをとるんだ。ただでさえお前は普ふ段だんから小食で力が湧かないのだから。もっとよく嚙め、消化不良になるぞ。さっきのチーズは五回しか嚙んでなかったな。一口につき三十回は顎あごを使え」

「ふぁ、ふぁい」

「そうだ。今から三十数えるからな。いいと言ったら飲み込めよ」

「……恋人同士が食事をしているというより、家庭教師と生徒のようだね」

　ナターシャは付き合いきれなくなったのか、手早く食事を終えると、ナプキンで口をぬぐった。
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　四人はシエルナに入ると、まず猫ねこの姿を探した。

　ふわふわの白猫、セレスタイン。あれは猫の靴くつが導く、ナターシャとビオレッタの思い出の象しよう徴ちよう……と、予想する。

　つまり、次の思い出は。

「カラバ伯爵が亡くなった日、ここで葬そう儀ぎをあげた」

　教会である。

　先に足を向けた屋敷跡あとははずれだった。なんとかここで見つかってくれるといいのだが。

　黒い靄もやがうずまくのを感じて、エデルははっと下を向いた。

　猫の影だ。ナターシャの靴がぴかりと光った。

　再び空に閃せん光こうが走り、思い出の薄うす煙けむりがあたりにたちこめる気配を感じた。




『今日から私が、カラバ女伯爵ね』

　雨だった。

　空から大おお粒つぶの雨が落ちて、少女の黒衣の肩かたを濡ぬらしている。

『悪いわね、ナターシャ。大事な試験があったのに、急いで帰ってきてもらって』

『試験どころではありません、お嬢じようさま』

　ビオレッタは憔しよう悴すいしきっていた。少し前まで、無む邪じや気きな顔で踊おどっていた少女と同一人物とは思えない。

『お嬢さまは、お体は大丈夫なのですか？』

『私は平気よ。お母さまが病やまいにかかったとき、私は感かん染せんしないようにと、イーストタウンの別べつ邸ていに移されたの。使用人も何人かついてきてくれたし、心細くはなかったわ』

『もっと早く、帰ってくればよかった』

『わざと教えなかったのよ。あなたにはたくさん勉強してもらって、卒業したら私のそばにいてもらわなくちゃ。この街を、もう一度よみがえらせるために……』

　風が吹いた。雨粒が叩たたきつけるように、斜ななめに飛んでくる。傘かさをさしているにもかかわらず、ふたりの少女は濡ぬれ鼠ねずみのようになっていた。

『お父さまは時代に置いていかれてしまった。もうシエルナの港は、すたれ始めている。列車が通って、そして別の港が現れて……何より悲しいのは、食べられなくなった領りよう民みんが増えたことね。たった数年でこんなことになるなんて、誰が予想しただろう。でも、私たちが子どもだから気がつかなかっただけで、本当はもっと昔からほころび始めていたんだわ』

『お嬢さま……』

『街を再さい興こうさせたい。考えてみたけれど、いい案が思い浮かばなかったの。お父さまたちを殺したあの病気……街のみんなにも流りゆう行こうしている。薬代や治ち療りよう費ひで、お屋敷のお金、もうほとんどないのよ。内ない緒しよなんだけどね。言えば、ジルベルトも結婚してくれなくなる』

　ナターシャは、しばしためらう様子をみせてから、言った。

『結婚……考え直すことはできませんか？　お相手を、ジルベルトさま以外の者に。その……王都であまりいい噂うわさを耳にしませんでした』

『だいたい知ってるわ。でも、伯爵家とは名ばかりのカラバ家の娘をもらってくれる奇き特とくな人は、ほかに現れないでしょう。彼は今、迷っているだけよ。会ったときはいつも優しくしてくれるもの。私には領地を治おさめてくれる人が必要なの。私はこの街が好きだから、この街だけは……』

　雨でしっとり濡れた猫が足元へやってきた。

『そういえば、お母さまの遺い品ひんを整理していたときに、この子にそっくりの靴を見つけたのよ。片方だけなんだけれど』

『セレスタインにそっくり……ですか？　靴なのに？』

『むしょうに履きたくなったんだけれど、この子ったら靴をくわえて逃にげちゃったからそれっきり。見つけたら教えてもらえるかしら。この子の行きそうなところ、あなたなら分かるんじゃない？　ナターシャ』

『ええ、よく見ておきますよ』




　靄が薄れてゆく。

　アランの持っていた猫の靴のトパーズが光りだし、ナターシャの履く靴へと吸い込まれてゆく。

　エデルがあまりのまぶしさに目をつむっている間に、すべては終わっていた。

　セスはナターシャの背を支えながら、ため息をついた。

「どうやら、読みは当たったみたいだね。ビオレッタ・カラバの歴史を前へ進めていくように思い出を集めていけばいいみたいだ」

　ビオレッタ・カラバはこの日両親を失うしない、カラバ女伯爵となった。しかし領地は病に冒おかされ、収しゆう入にゆう源げんであった事業は破は綻たん。残るは夫となるジルベルトが良い統とう治ちをしてくれることを願うのみ。絶ぜつ望ぼう的てきなスタートである。

「結局、この結婚はうまくいかなかったんでしょう？」

　セスがたずねると、ナターシャは諦あきらめた声で言った。

「そうだ。ジルベルトは子し爵しやく家けの次じ男なんに生まれたが、劣れつ等とう感かんにさいなまれていた。長男は出来が良かったからなにかと比べられていたんだろう。彼にとっての成功はなんとかカラバ家に取り入って、幼おさな馴な染じみのビオレッタの夫という立場を──伯爵という立場を手にすることだけだった。王都の学校にいたとき、彼の素そ行こうの悪さはよく耳にしていたよ。奴やつは王都の大学へ進学したまではよかったんだが……賭かけ事ごとが好きで悪い連中と付き合い、ついには下宿先を追い出されて女のもとを転々としていたと」

　優しくしてくれる婚約者、ジルベルト。ビオレッタにとって頼りになるのは彼しかいない。どんなに悪い噂を聞いたとしても、それは遠い王都の話。むしろ王都が彼を惑まどわせたのだと、この街に落ち着けばジルベルトは優しい夫でいてくれると──ビオレッタは信じていた。信じるしかなかったのだ。

　ジルベルトはシエルナの屋敷に顔を出すとき、絵本から飛び出してきた貴き公こう子しのように振る舞っていた。そんな彼の姿しか知らないのだから、ビオレッタには彼の放ほう蕩とうの噂など信じようもない。

　彼女はもともと自分の目で見て、感じたことを大切にする少女だった。──だからこそ、領民に愛されてもいたのだが。

　当時、ナターシャはそんなビオレッタの姿を痛ましく思っていたという。たった十六歳で両親を失い、伯爵という重い肩書きを背せ負おった少女には、無理からぬことだったのだ。

「ジルベルトは、絵に描かいたようなダメ男だな」

　アランがあきれはてたように言い捨てた。ナターシャは苦笑する。

「お勉強はできたがまったくほかに活いかせないタイプの人間だった。カラバ伯爵家の港があればとりあえず借しやつ金きんは返せるだろうとあてにしていたようだし、私に言わせればなぜ伯爵があの男を娘の結婚相手に選んだのか謎なぞだ。カラバ伯爵は人が良かったからだまされたのだと、当時を知る人物はよく語っていたものだが──真実は、違っていたのかもしれない」

（真実……？）

　ナターシャは悲痛な面おも持もちで、黒衣のビオレッタが立っていた場所を見つめ続けていた。

　ナターシャの言う真実とはなんなのか。

　ジルベルトは、噂通りの人物ではなかったのだろうか？

　エデルはナターシャの浮かない顔から目を離すことができなかった。

　ビオレッタの仮面を外して、この街に入るようになってからだ。自信に満ちあふれていた彼女は、時折耐たえきれずに折れてしまうのではないかと思うほど、不安定な顔をするようになった。

（ナターシャさまは、大丈夫なのだろうか。靴の代だい償しようは、やっぱり彼女に負ふ担たんをかけるものだったのかもしれない）

　景色が戻ってゆく。朽くち果はてた教会は壁を白く塗ぬられたチャペルに変わり、緑生おい茂しげる庭が現れた。割れたステンドグラスはすっかりきれいになって、きらきらと反射している。

「ここも人の姿はなし、っと」

　セスはあちこち見て回ったが、やはり誰も戻っていないようだった。

　そのときだった。つんざくような咆ほう哮こうが、不ぶ気き味みに鳴なり響ひびいた。

　エデルたちは顔を上げ、耳を澄すませた。

「今の声は」

　誰も回答できるものはいない。獣けものの遠とお吠ぼえのような声だった。ルディアの調査報告を思い出し、エデルはいよいよ背せ筋すじにうすら寒いものが走った。

（狼おおかみ？　熊くま？　それとも全然別の生き物？）

　もう一度うなり声が聞こえる。

「ごめん、怖こわがらせるつもりはないんだけど」

　セスがためらうように口を開いた。

「さっき教会を覗のぞいたとき、誰かに見られているような感じがしたんだ」

「誰か？」

　アランが懐ふところに手を差し入れながらたずねる。拳けん銃じゆうをいつでも出せるようにしているのだろう。

「人が戻ってきているということか？」

「分からない、でも……僕が呼びかけても答えないし、なんだか気味が悪かった。敵てき意いを感じたっていうか」

「敵意……」

　エデルはごくりと唾つばを飲んだ。あたりに再び、黒い靄がたちこめ始めていた。

「あ、あの……茂しげみのあたり、何かおかしいです」

　うわずった声をあげながら、指をさす。さわさわと揺れる茂みの奥から、どす黒い靄が、泥どろのようになだれ込んでいた。

　びちゃり、とぬかるみを踏みつけるような音がして、一同はそちらに注目した。

　エデルが先ほどまで茂みだと思っていたもの──それがみるみると姿を変え、人型になる。

　アランはエデルを自分の背に追いやった。

「街の人間……ではないようだな」

　まさに異い形ぎようの化け物だった。大きな頭に、長い髪の毛と顎ひげ。腹は大きく出っ張り、腕や足は丸太のように太い。

　よだれを垂らし、低いうなり声をあげながらじりじりとこちらに近寄ってくる。

　おなかをすかせているようで、木の枝をしゃぶってはつまらなそうに投げている。もっとおいしいものがあるはずだと、ぎらぎらとした目で探している。

　ちらりと覗いた歯は太くとがっていて、人間の骨など簡単に嚙かみ砕くだいてしまいそうだ。

「わ、私たち食べられてしまうのでしょうか」

「これ、さすがに逃げた方がいいんじゃない？」

　セスがへらりと笑って言った、そのときだった。

　化け物は茂みを抜け、教会の敷地内に入ったとたん、うめきだしたのである。すぐにばたりとくずおれて、ぴくりともしなくなった。

　大きな身長は縮ちぢみ、みるみる細くなり、体を覆おおっていた毛は抜け落ちていく。

「なんなんだ、今のは」

　アランは警けい戒かいを解とかないまま、近寄った。

　倒れていたのは白衣に身を包つつんだ、老ろう齢れいの男だった。皺の入った顔には苦く悶もんの表情が浮かんでいる。

「ジャン!!」

　ナターシャは化け物だったものに駆かけ寄った。揺すぶっても、頰を叩いても反応はない。

　彼女は力なく座り込んで、肩を震わせている。

「息はある」

　アランが男の口元に手をかざし、たしかめる。

　ナターシャは素早く立ち上がると、男を担かつごうと脇わきに手を差し入れた。さすがの彼女でも支えきれずによろめく。セスはあわてて男を引き受けた。

「ナターシャ、いいよ。僕が運ぶから」

「医者の居場所は分かるか、セレスタイン？　イーストタウンに病院はいくつある？　意識がない、すぐに診みせてやらないと」

「カラバ女侯爵」

　アランは強い口調で言った。

「落ち着いてください。あなたが取り乱してはならない」

「分かっている、分かっているが」

　彼女は顔をこわばらせている。

「彼は昔からカラバ家に尽つくしてくれた医者だ」

　エデルはただ言葉もなくふたりのやりとりを見ているしかなかった。

（ナターシャさま、過去の葬儀のときと同じ顔をしている）

　不安と痛ましさ、そしてやりきれない顔だ。雨は降っていないというのに、あの記き憶おくと同じ、まとわりつくような冷たい雨が降ってくる錯さつ覚かくをおぼえた。

　過去を見ることで、誰よりも傷を負おうのはナターシャだ。取り戻せない日々を回収してゆくのだ。陰いん鬱うつな葬儀の思い出はもちろん、親友と未来を祝福し合った思い出さえ、片方が亡なくなった今となっては、どのようにうつるのか。当人にしか分からない。

「過去に引きずられたか？　あなたらしくもない。領民は消えていないことがこれではっきりした。あなたは毅き然ぜんとしていなくては。どんなときでも、上に立つ者が取り乱してはうまくいかなくなる」

「そうだ……そう……」

　ナターシャはしばらく息を強く吸ったり吐はいたりを繰くり返かえした。

「私が役目を引ひき継ついだ。上に立つ役目を」

「そうだ。取り乱してもなんにもならない。男の命はある。あなたの歴史は、変わっていない」

　アランが言い聞かせるような口調になる。

「魔術師の靴は、持ち主の精神に多大な影えい響きようを及ぼす。獣のうなり声を聞いたという情報は以前からあがっていたが、こうして正体を現したのは、今が初めてだ。──あなたが過去を見たことによって、心の内の恐怖心が具現化したのだとしたら」

「私が──葬儀の場面を見て……生きているお嬢さまを見て動どう揺ようしたから、領民が化け物に？」

「きついことを言うようだが、可か能のう性せいはないとは言えない。靴が暴ぼう走そうするときは、持もち主ぬしの精神に負ふ荷かがかかったときだ」

　街が消えてから、ナターシャはずっと思い悩なやんでいただろう。異変の原因が「靴が壊こわれたせい」なら、領民を消してしまったのも自分のせいだと──自分を責め続けていたに違いない。

　だが彼女はこれまで泣き言を漏もらさなかった。嘆なげいても仕方がないことは、彼女自身がよく分かっていた。

　アランとの交こう渉しように臨のぞんだナターシャの姿を、エデルは思い出した。堂々とした方だと思っていた。だが立場上、彼女は不安を押し込めて毅然としていなくてはならなかったのだ。すべてを失いかけた今、彼女の切り札は『カラバ女侯爵』という地位しかない。噓うそで固めたその立場を利用して、猫の靴を──シエルナの民たみを取り戻すために。

　そんな彼女に猫の靴が見せたのは、かつての記憶の数々だ。もともとぎりぎりのところで決けつ壊かいを免まぬがれていた彼女の心に、亀き裂れつが入り始めていたのだ。失った友人や幸福な少女時代の残像は、残ざん忍にんに傷口を広げていった。その記憶は、ナターシャ・リンとして、噓をつく前の彼女として生きていたときのものだったのだから。

「正直なところ、この街に来る前はあなたを疑っていた。カラバ女侯爵になりすました、正体不明のあなたを。だが、過去のあなたはビオレッタのそばに寄り添い、そして今はその医者を助けようと必死でいる」

「アラン……」

　エデルは、ナターシャと共にアランの言葉を待っていた。

（アランさまは……ナターシャさまを信じたい、そう思っている……きっと）

　ナターシャは唇くちびるを嚙んで、アランを見つめた。

「どのような理由があったかは分からない。だが、あなたは薄はく氷ひようを踏むような方法でカラバ女侯爵となった。ここはあなたの王国だ。靴を氷に叩きつけるような行いはしないほうがいい。その代わりに、俺たちをもっと頼ってほしい」

「頼る……」

「ゴーストタウンの件だけではない。本物のビオレッタが亡くなってから、長いこと、誰にも頼れなかったのだろう。この件をひとりで解決するのは無理だ。過去をさかのぼるときにこらえきれなくなっても、そばに俺たちがいるということを忘れないでほしい」

　セスが男を担ぎ上げると、ナターシャに向かって言った。

「僕、分かるよ。イーストタウンに医者は二件ある。うち一件はベッドの数が多いし、評ひよう判ばんもいい。あなたの小間使いをしている間、町の人とたくさん会話をしたから、知っている」

　セスは目を細めて、笑ってみせた。

「連れて行くよ。きっと助かる。僕はあなたの、幸運の猫だから」

　エデルは自分に何かできることはないかと考えた。

「猫の影は消えました。もうあの化け物の気配を感じません。街を抜けるまで、私は周囲の様子を注意深く見ていることにします」

「助かる。……ありがとう」

　ナターシャは力なくうなずくと、歩き始めた。

　やがて重々しく口を開く。

「私が取り乱しては、領民が迷まよう。すまない、アラン。ようやく落ち着いてきた」

「信じることです。目が曇くもっていては、見えるものも見えなくなる」

「そうだな」

「我々は人を導く人間です。ですから真実はいつも正しく見通していなくてはならない。たとえ悪あく夢むのような廃はい墟きよで、過ぎ去った出来事を目まの当あたりにしたとしても」

「君の言う通り、まるで悪夢だ。けれどいくら残忍な悪夢も醒さめるときがくる──必ずだ」
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　化け物から人間に戻った男を医者に託たくすと、エデルたちはホテルに戻った。男はただ眠っているだけのようだった。ほかに外がい傷しようも見あたらず、医者は首を傾かしげていた。

　シエルナを出たことで、またいつあの化け物が現れるかもしれない、と気を張っていたエデルはようやく落ち着くことができた。ホテルに戻る道すがら、石につまずきかけたのはそういった気のゆるみのせいだろう。

「わ！」

「大丈夫？」

　エデルの手をとったのは、アランかと思えば、セスだった。

「つらいときは言わなくちゃ周りだって分かんないでしょ？　君っていつも──」

　彼は口をつぐんで、不思議そうな顔をしている。

「あれ、なんだっけ……。ごめん」

「い、いいえ」

（セスさん、もしかしてちょっとずつ記憶が戻ってきてる？）

　アランにエデルを託たくすと、セスは腕うでを組んで難むずかしそうな顔をしている。

「なんだろう……。頭が痛いなぁ……」

　本人はかなり気持ちが悪そうだ。記憶がうまくつながらないので、いらだっているようにも見える。

「あの、セレスタインさんはどうやってシエルナにやってきたのですか？」

　エデルはナターシャにたずねてみた。

　ナターシャはすっかり落ち着いた様子で、エデルの質問に答えた。

「海岸に流れ着いたんだよ。海草みたいにな」

「か、かいそうですか」

「おぼれたショックで記憶を失ったのか、自分の名前も覚えていないみたいで。哀あわれになって屋敷に置いてやったんだ。いろいろ仕事を与えてやったが、手先は器用で体力もあったから、わりに使えたしな」

「本当に何も、おぼえていらっしゃらなかったんですか？」

「思い出そうとすると頭ず痛つうがするようなんで、放っておいたんだがな。あいつが私と結婚するとかわけの分からないことを言い出したので、まずいと思い始めたところだ。親おや御ごさんも心配されているだろうし、故こ郷きように妻さい子しがいるかもしれない。早いところ返してやりたい」

　とりあえず妻子はいないはずなので、安心してください……とエデルは心の中で返事をしておいた。

（セスさんのこと、ナターシャさまにはお話しした方がいいのかもしれない）

　彼女はセスのことを心配している。彼の告白を受け流しているのも、元にいた場所に返したいと思っているからこそ。

　ひとまずこの件はアランに相談するほかないだろう。

　ホテルの部屋に戻ると、クリーニングされた白いシャツが二枚、ベッドの上に載せてあった。

　アランが朝方頼んでいたものだ。

「あ、パジャマを買うの忘れてしまいました……」

「お前さえよければ、そのシャツをまた着ればいい」

「本当ですか？　ありがとうございます」

　エデルはほくほくとシャツを手に取ったが、アランがそんな自分の姿を見て、口を閉ざして顔を背そむけてしまったので、あわてた。

（いけない。私また、はしゃいでしまった……）

　ただでさえ、彼のシャツの匂いを嗅ぐという、気持ちの悪い行動をしてしまったのである。少しは自じ重ちようしなければならない。

「そういえば、アランさま。セスさんのことなんですけれど……」

　ナターシャに聞いたことを伝えると、アランはまじめな顔つきになった。

「そうか。思い出そうとすると頭痛が……」

「ナターシャさまには、セスさんが私たちの知り合いであることをお伝えした方がいいと思うのです」

「この事件が解決したら、折を見て伝えようと思っていたが、セスが何かを思い出しかけてるなら、早めに話しておいた方がいいかもしれないな」

　アランは一息つくと、クラヴァットをゆるめようとして、その手を止めた。いつもの癖くせでくつろごうとしたのだが、エデルがいるのを思い出したらしい。

「あ……すまない。今日は夜のうちに湯に浸つかりたい。用意させてくる」

「それなら私が」

「お前は休んでいろ。先ほどもよろけていただろう」

　アランが部屋を出てしまうと、エデルはカーテンをめくって、ぼんやりと外をながめた。

　母の思い出の土地、シエルナ。

　エデルが生まれる前に、ヴァイオレットは演えん劇げきの稽けい古こをした。彼女にとって特別な巡じゆん業ぎようの土地である。

（ナターシャさまは、ご存じだろうか……お母さんのことを）

　年代をさかのぼれば、ナターシャはすでにカラバ女侯爵としてシエルナを治おさめていたときだ。

　ドアをノックする音がして、エデルは我われに返った。

「いいかな」

　ナターシャの声である。

　扉を開けると予想通り彼女が立っていた。薄うす茶ちやの、しめつけすぎないゆったりとしたドレスを着ている。素顔の彼女にはこちらの方がよく似合う。

「ナターシャさま。今、アランさまはいらっしゃらないのです」

「君に用事があって来たんだよ。昼間は情けないところを見せてすまなかった」

「いいえ、そんな。おつらかったと思います。私では頼りにならないかもしれませんが、できることがありましたらいつでもおっしゃってください」

「ありがとう」

　ナターシャはベッドに腰を下ろすと、ゆっくりしゃべり始めた。

「セレスタインの正体について、何か知っているんだろう」

「あ、あのそれは……」

「彼から聞いたよ。君が自分のことをセスと呼んだと。彼は君たちに、初めて会った気がしないそうだ。先ほどもむっつりした顔で、頭を抱かかえていた。何かを思い出しかけているんだろう」

「そうです。セレスタインさん……セスさんは、靴職人でした。ガラスドームの店長として働いていたんです」

「ほう、それはそれは。どうりで手先が器用な男だと思った」

　ナターシャは、それからするどい目つきになった。

「でも、それだけじゃないね。シエルナにあっさりと出入りできる力に、魔術師の靴を見分ける目を持っている。実は彼を手当てしたときに、背中に焼やき印いんが押されているのを見たんだ」

「焼き印……？」

「あれは最近の傷だ。やばいことに足を突っ込んでいたんじゃないか？　あいつは」

　エデルは息を吞んだ。

　焼き印とは、おそらく魔術師の──足抜けの儀ぎ式しきによるものではないだろうか。

「あの火傷やけどの手当てだけでさんざん苦労させられたよ。焼き印をつけて、記憶を抹まつ消しようする。並なみ大たい抵ていのことではない。まるで中ちゆう世せいの罪ざい人にんにする仕打ちだ。あれを組織だってやったとしたなら、相当厄やつ介かいなコミュニティーだ」

「…………」

「オルハラ国の法ほう律りつとは切り離されたところで動いている集団。記憶を消せる技ぎ能のう。そしてセレスタインの、不思議な力。彼は、今は消えたとされる魔術師の末まつ裔えいなんだろう、エデル。隠れ里の情報を漏らされたくないがためにあそこまでしたなら納なつ得とくもいく。命があっただけ奇き跡せきだよ。私も猫の靴を手に入れたときから、魔術師の歴史についてはそれなりに調べていたから、多少は知識があるつもりだ」

　さて、とナターシャは足を組んだ。

「見たところ、君もセレスタインと同じ力がある。君はあいつと同じ里の者か？」

「ち、違います！　私は隠れ里の人間ではありません」

「セレスタインは、『ビオレッタ・カラバ』が名を与えた、カラバ侯こう爵しやく家けの保護する民だ。私はビオレッタとして、領民の安全を守る責任がある。セレスタインを連れてゆくつもりなら、君が里の人間ではないと証しよう明めいしてほしい」

　エデルは拳こぶしを震わせて、言った。

「証明はできません。ですが、私とアランさまは、セスさんに今まで何度も助けられてきました。立場の違いのために衝しよう突とつすることにもなりました。けれど私たちはまた共に歩き出そうと決めて、お別れをしたのです」

　ナターシャは表情を変えずに聞いている。

「もちろん今、セスさんがナターシャさまのことをお慕したいしているのも知っています。セスさんの人生は、セスさんのものです。無理に痛みと戦って私たちと共にいるよりも、ナターシャさまといた方が幸せだと、セスさんがおっしゃるなら、私たちは大人おとなしく去るでしょう。彼は生まれ直したのと一緒です。新しい人生を歩み始めた彼を私たちが無理やりどうにかすることなんて、できません。ましてや彼を傷つけるつもりなんて毛もう頭とうない。信じていただけないかもしれませんが、私はそう……思っています」

「君を見ていると、誰かを思い出すな」

　一生懸命、できる限りの言葉で伝えたというのに、ナターシャがぼんやりとそんなことを言ったのでエデルはあせった。

（伝えられなかったのかも……私がセスさんに乱らん暴ぼうするような人ではないと、どうやったら証明できるのだろう）

「ああ。そのブローチか」

　ナターシャは得とく心しんがいったような顔で、エデルの胸元のブローチを指さした。

　寝間着に着替えていなかったので、そのまま着けていたのだ。

「昼間からなんとなく見覚えがあったんだ。昔、ある女優がそれと似たようなのをつけていて……」

「ヴァイオレット・ファーですか？」

　エデルは性せい急きゆうにたずねた。

「そうだ。疫えき病びようがすっかり収まったあとに、街まち興おこしの一いつ環かんとして、劇団をシエルナに呼んだんだ。若いのに飲みっぷりがよかったものだから、よくおぼえている。借金して買ったとかいうブローチを、酔よって私に何度も自じ慢まんしてきて……あれから二十年近く経たって、新聞で彼女の訃ふ報ほうを見たときは、大変残念に思ったものだ」

「彼女は私の母です、ナターシャさま」

　ナターシャはしばらく口を閉ざしてから、言った。

「……全然似ていないな？」

「あ、それはその……そうなんですけれど……」

「ああ、でも物の伝え方は似ているね。先ほどの口こう上じよう。自分の信じるものを、きちんと持っている」

　エデルは目をしばたたいた。

「君は、君が思っているよりも、母親に似ているところがあるのかもしれないな」

　ナターシャはエデルの顔をまじまじと見た。

　そういえば、ナターシャはその記憶力のよさを買われて、カラバ家の支し援えんを受けて進学したのだった。

　エデルは前のめりになった。

「あ、あのナターシャさまは、母の……ヴァイオレットのことを何かご存じなのですか。できたら教えていただきたく……あ、でもその前にセスさんのことですよね。証明できるものは」

「いいよ」

　ナターシャはさっぱりとした口調で言った。

「君があの人の子だと分かっただけで、十分だよ」

「え、で、でも……」

「もともと君に悪い印象は持っていないんだ。ただ君の背後に、何かがあるならたしかめなくてはと思っていた。けれど、その様子では心配なさそうだ。それにヴァイオレットは一度酒を酌くみ交かわした仲だ。それで十分だ」

　エデルは戸惑ったが、ナターシャはすっきりとした顔である。

「エデル、君も私と酒を飲まないか。少しでいい。昨日はグラスに口をつけなかっただろう」

「あ、あの……」

　ナターシャはエデルを自分の部屋まで連れて行くと、てきぱきとグラスに酒をそそぎ始めた。

　たぷんと揺れる琥こ珀はく色いろの液体をこぼさぬよう、エデルは慎しん重ちように受け取った。強い匂いに目がくらみそうだ。

「さて、あのときの記憶がシエルナで見られるといいんだがな」

　ナターシャは寝物語を聞かせるように、なめらかな口調で話し始めた。
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「何にさいなまれておいでなのですか？　カラバ女じよ侯こう爵しやく」

　海は凪ないでいる。

　咲き初そめるような美しさ。駆かけ出しの新人女優、ヴァイオレット・ファー。

　陽のもとに彼女をさらすと、少女から大人になろうとする、頼りなくも美しい表情が見える。

　蛹さなぎから蝶ちようへ、という表現は彼女にはあてはまらないようだ──と、ナターシャは思った。

　ヴァイオレットは、蛹の殻からを破る前から、その成長した艶あでやかさが透すけて見える。さながら、成功を約束された蝶だ。

　舞台の上では端は役やくにすぎないというのが、信じられぬほどだ。

　美しさと年ねん齢れいにそぐわぬ堂々たる魅み力りよくを備えた女優だったが、彼女は今まで役に恵まれなかった。

　スポンサーとなるナターシャ、そしてシエルナの復ふつ興こうに協力してくれた支援者たちは劇団の関係者と共にオーディションに参加していたが、劇団側はヴァイオレットの登とう用ようにあまり積せつ極きよく的てきではなかった。

　聞けば舞台経験が他の役者に比べかなり浅いらしい。

　新しいシエルナのスタートに、新しん鮮せんな顔がふさわしいとヴァイオレットを強く推おしたのはナターシャに知ち恵えを授さずけてくれた学者だった。正直なところ演劇に詳くわしくなかったナターシャは、大の芝しば居い好きというその学者のために同じ意見を述のべた。彼からは潮しお風かぜに強い作物の種を分けてもらっていたし、品ひん種しゆ改かい良りようの相談にも乗ってもらっていたのだ。

　未知数の魅力を持った少女、ヴァイオレット・ファー。そうして発展途と上じようの彼女はシエルナにやってきた。

　ところがそんな彼女が妖よう精せいのごとく現れて、「さいなまれる」などという不ふ穏おんな単語を口にしたのだから、ナターシャも慎重に返事をするべきだった。

「なぜいきなりそんなことを？」

「街のみなさんと一緒にいるとき、申し訳なさそうな顔を時とき折おりなさっています。気づいておいででない？」

「たいした洞どう察さつ力りよくだな。演じる人間というのは、みなそう不ぶ躾しつけに人を観かん察さつするものなのか？」

　少々意地悪にあてこすってしまった。年下の少女相手に。

　ナターシャは内心自分を責せめながら、ヴァイオレットを見た。

　蛹から蝶になろうとするとき。本物のビオレッタはこのくらいの年齢で時を止めた。

　そろそろ年齢を重ねたビオレッタを想像して変身しなくてはならない。周囲をたばかり続けるなら、用心深くならなくては。

「ここはいい土地ですね、カラバ女侯爵。数年前まで疫病が蔓まん延えんしていた場所とは思えない。港も整備されて、これで安心して船が行き来できるでしょう」

　そう、ようやく安心できた頃合いだ。

　ナターシャは迷っていた。本物のビオレッタはとっくに死んでいる。

　かわいそうに、彼女の遺い体たいは粉ひき職人の娘の五女として、粗そ末まつな墓におさまっている。

　このまま自分がビオレッタとして生きていいのか──という疑問は、常にナターシャの中にあった。

「ここまで来たのは、きっと侯爵が街を導いたからですね。この街に巡業に行くと決まったとき、ぜひともカラバ女侯爵にお会いしたい、ひと目でいいから見てみたいと思っていました」

「なぜ？」

「強い女性を演じるには、お手本が必要なのです。それがあなただと思ったから。実は私、大きな役のオーディションを控ひかえています。小娘が女じよ王おうを演じるには、小娘のままではいけないのです。小娘であることを忘れさせ、そして舞台の幕が下りるまで……鉄てつ壁ぺきの女王でいなくては。噓をつき通さなくてはならないのです」

　私だって、ただの小娘だ。

　ナターシャは叫さけびだしたかった。いつばれるとも分からぬ噓をつき続ける苦く痛つう。病に冒された土地、用済みとなった港。問題は山積みだった。小娘と侮あなどられてはならないと、常に気を張っていた。

　本物の伯爵令嬢でさえ、頼りになる誰かにこの仕事を任まかせようとしていたのに。

　粉ひき職人の娘に、この大たい役やくが務つとまるはずがない。

　変身が解とけたらと思うと、結婚して未来の夫に役目を継がせることもできない。それに結婚しようとすれば、ビオレッタの二の舞になるかもしれない。今度は豊かになった土地を狙ねらって、浅せん慮りよな男が群むらがってくる。

　もう『ビオレッタ・カラバ』は、愚おろかな男にだまされるわけにはいかないのだ。

　ひとりきりでこの重じゆう圧あつと、噓にまみれた人生に耐えきらなくては。すでにナターシャは数えきれないほどの噓を上うわ塗ぬりしていた。身分を偽いつわるにあたって、日常におけるあらゆるすべてのことにおいて、大なり小なり噓をつく必要があった。

　ビオレッタの好みの色や食事も、ナターシャの知らぬ間にずいぶんと変わっていた。このままではいずれぼろが出ると思った彼女は、そうそうに「両親と婚約者を亡くし、甘えん坊のビオレッタの人格は変わった」という方向性に変えた。

　ビオレッタが持っていた甘えるような口調、ナターシャのときに使っていた落ち着いたしゃべり方。

　どちらも封ふう印いんし、男のようなしゃべり方にした。ビオレッタでもナターシャでもない、別の人格を作り上げた。その方が楽だったが、噓の上塗りにもなった。

　身内を次々と亡くし、伯爵としての責せき務むを果はたすことになったビオレッタの変化は、幸い自然に受け止められた。

　だが、自分自身だけはだましきることができない。

　屋敷に飾かざられている、ビオレッタの肖しよう像ぞう画がを見るたびに胸がはりさけそうになる。

　今更真実を公表することなどできない──このままずっと、私はさいなまれ続けるのだ。

　ナターシャは乾ききった唇を動かした。

「私を手本にするべきではない。残念だが、もっとほかの人間をあてにするといい」

「ここ数日、あなたを見てきました。この興こう行ぎようは成功すれば大きい。舞台を目当てに各地から観かん客きやくがやってくる。その観客たちは、シエルナの評判を持ち帰ります。新聞記事にも載のるでしょう。病は去った、この地は豊かだと言ってもらわなくてはなりません。シエルナの再スタートになるイベントです。あなたは舞台照明ひとつ、私たちひとりひとりに、惜しみなく気を配っていました。観客が到着する船着き場の様子や、ごちそうがふるまわれる野外レストラン。見るべき場所はたくさんあった。あなたが見なくてもいい場所も、たくさんあった」

「残念ながら、私にはこの土地しかないからね。動けるものならなんでもやらせてもらうさ」

「領民たちはあなたの指示に従い、そしてすぐに動きました。ほとんどが、あなたより歳としが上の人間です。あなたの言葉を信じ、あなたのために動いていた。私はよそ者ですから、それが純じゆん粋すいにすごいことだと思いました。若く、しかも女の領主が、この場所では絶対的に認められている。あなたが年相応に不安な顔をしているときも、いつも誰かがそばにいる。そうしてすぐに、あなたは女侯爵の顔に戻る」

　なんと堂々としていることか。

　恐おそれを知らない。ともすれば、生なま意い気き。けれど自分の言葉で話している。

　ビオレッタになってからさまざまな人間と付き合うことになったが、誰かの受け売りや世の中のルールを振りかざす人間の多さに、辟へき易えきしていたところだ。

　ナターシャは、ヴァイオレットに驚おどろいていた。

　自分が彼女の立場だったら、侯爵の様子を観察して、それを本人に伝えるなど考えもつかないことだ。事実ナターシャは粉ひき職人の娘であったとき、カラバ伯爵夫妻には節せつ度どを持って接していた。

　もとより労働者階級でなりかわりのナターシャだからこそなんとも思わないが、生きつ粋すいの貴族にこのようなことを言えば、とんでもないことになるだろう。

（だが……こういうのは、久しぶりかもしれない）

　率そつ直ちよくに、等とう身しん大だいの意見をもらえる。

　それはナターシャが侯爵になって失ったもののひとつだ。

「私、シエルナの人たちを見て気がついたんです。女侯爵ビオレッタ・カラバのもとへ集まる人たちこそが、ビオレッタ・カラバを作り上げているのだと」

「私の周りにいる者が、ビオレッタ・カラバを作り上げている……」

「はい、とても勉強になりました。あなたをお手本にして正解でした。これ以上の女性はいません、ビオレッタさま。シエルナの民が信じるあなたが、あなたの、真しんの姿です」

　──これが私の、真の姿。

　ナターシャは拳を握りしめた。

　目の前の霧きりが、晴れてゆく気がする。

「あ、猫」

　ヴァイオレットが顔を向けた方に、セレスタインがのしのしと歩いている。

「君は、なぜ私にこの話を？」

「いえ、ただ一方的にお礼を言いたかっただけです。そしてあなたが何かに悩んでおられるようでしたので、生意気にも思ったことを伝えました」

「そうか……」

　ナターシャは気持ちを落ち着けるために、静かな海に目をやった。

　心が震えている。もはや自分は、ナターシャ・リンには戻らない。

　ビオレッタ・カラバとして。身分を超えた親友が夢見た地を、作り上げてゆく。

「今夜の初舞台、期待している。私も打ち上げには顔を出させてもらおう」

「とおっしゃられても、私は主役ではありませんが」

「いつか君は必ず主役になる。私をお手本にするからには、そうなってもらわなくてはならない。そしてシエルナの地がいかにすばらしいか、華はな々ばなしいインタビューで語ってもらわなくては」

　ヴァイオレットはきょとんとした、あどけない顔になった。

　当時、十七歳。少女らしさがまだ強く残っている。

「ええ。インタビューでもスピーチでも、このシエルナのことを語りましょう。この土地は、私にとって特別な土地になりそうなのです」

　ヴァイオレットは船着き場からやってくる青年を見つけて手をふった。

　灰桃色ローズミストの、不思議な髪の色をした、どこか影のある男である。彼もまた少年の面おも影かげを残している。

　美しい少女に手をふられたにもかかわらず、彼はポケットに手を入れたまま、動かさない。唇の端を少しだけ上げて微笑む姿は、大人のようにさめていた。

「それでは、失礼します。また打ち上げで」

　風が強く吹いて、ナターシャは帽ぼう子しが飛ばぬように押さえた。

　あれだけ静かだった海が、ざわつき始めたのだった。
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　アランがホテルのロビーへ下りてくると、ソファにどっかりと座って、ぼうっと天てん井じようをながめている男がいた。

　セスである。

　彼のことは、再会したときから気がかりだった。けれどエデルの呼びかけに思ったような反応がなく、どうにもできない状態であった。

　このまま彼を無理やり……ガラスドームへ連れ帰るべきではないだろう。彼は今、とても混乱しているのだ。

「どうかしたのか」

　できるだけさりげなく、アランは向かいの席に腰をかけた。

「……昔さぁ、毎朝せっせと早起きして、エプロンをつけて、たくさんの人がずらっと整せい列れつしていて……僕はその中のひとりになっていた気がするんだよ」

　アランは黙だまっている。

「それで、いろいろな人に会って、送り出して……毎日笑っていたり、くやしく思っていたり、感情がすぐに揺さぶられて、忙いそがしかった。あれはいったいなんだったんだろう」

「勤め人だったんだろう。誰でもそうだ」

　何が彼を刺し激げきするか分からない。記憶を封ふうじられているのなら、無理にこじあけようとすればショックを引き起こす可能性がある。

　アランはそっけなく答えるしかなかった。

「仕事をしていれば、毎日何かしらある。他人にとってはどうということはないことでも、本人にしてみれば一大事なんて、ざらだろう」

「そうだよね。そう。僕は毎日一大事だった……」

　多くの見習いを抱かかえて、試し作さく師しのジジをサポートしながら、経験の浅いディックの面倒をみたり。

　アランと衝突してやめていった職人を追いかけたり。

　途中で捕つかまえたエデルを、後こう任にんにしようと言ってみたり。

　彼女に仕事を教えてやりながら、まだ次に足りないものを埋うめようとしてやる。

　かつての彼は、アランの想像する以上に次々と困難にぶちあたり、それを乗り越えていったに違いない。

「僕がもともといた場所の人たちは……僕がいなくなって、どうしてるのかな」

「どうだろうな」

「人はたくさんいたみたいだし、大丈夫なのかな。僕はその中のひとりにすぎない」

　セスは、淡たん々たんと言った。

「案外僕は、元の場所に戻っても歓かん迎げいされなかったりして。意外と仕事ができなくて、迷めい惑わくかけまくってたり。だったらずっとナターシャのそばにいた方がいいかなって、思ってたんだ」

　そんなことはないと怒ど鳴なりつけたかったが、アランはぐっとこらえた。

　ここは、ただ聞くべきなのだ。

「僕が今のシエルナに入れる唯ゆい一いつの人間だから、ナターシャは重ちよう宝ほうしてくれる。でもその前の僕は、あんまり役に立たなくてさ。ナターシャは、僕は手先が器用で使えるとは言ってくれたんだけど。でも本当にそれだけなんだよね。長年彼女を支えてきた人たちには、やっぱり勝てないよね。彼らには、彼らが過ごしてきた時間がある」

　セスはソファに座り直すと、深く息をついた。

「シエルナがゴーストタウンになって、僕がそこを行いき来きできると知ったとき……そして、彼女の正体を知ったとき……僕はようやく役に立てると思ったんだ。ようやく、命を助けてもらえた恩おんを返せると。シエルナの街の人たちは、みんな優しかったし、助けてあげたいと思ってる。でも、全部元通りになったら？　また僕は、役に立たなくなる。彼女のそばにいられなくなるかも」

「それで結婚の約束か？　ずいぶん浅はかだな」

「僕は彼女の正体を知っている唯一の人間だ。ナターシャはこれからもひとりで噓をつき続けなくてはならない。頼みの白猫も、もういない」

「彼女の精神的な支し柱ちゆうになりたい。そしてすぐに放り出されぬよう、結婚という約束で縛しばりたいということか」

　セスはぎくりと肩をこわばらせた。

「ずるいだろう。弱みにつけこむように、彼女の猫のふりをする。僕だって、自分勝手だって分かってるよ。でも居場所が欲しいんだ。この名前をもらった以上、今度は僕が彼女を導いてあげたいんだ」

「そうだな。お前は人を導くのが昔から得意だったよ」

　口からすべって、アランはあ、と声をあげた。

　セスは緑みどりの瞳ひとみを優しげに細めて、彼を見ている。

「ナターシャから聞いた。あなたは靴店を経営しているんだってね。一緒に来ていたあの子は靴職人。しかも僕のことを知っていた。君たちといると、断だん片ぺん的てきだけど、一緒にいたような記憶がうっすらとよみがえってくるんだ。でも、肝心なことがまるで思い出せない。僕はあなたの店で働いていたの？」

「……ああ。誓って言おう、お前は俺たちにとって、誰よりも頼りになる職人だった。居場所がないということは絶対にない。みながお前の帰りを待ち望んでいる」

　アランは言葉を切った。

「本当なら、お前をすぐにでもカンディナールに引っ張っていって、元の職を与えたい。俺たちはお前と過ごした時間を大切に想っている。けれどお前がシエルナで過ごした日々を無視することはしない。お前の将来を、俺たちは強引に決めることはしない。お前の人生だからな。ナターシャのそばで彼女の役に立ちたいという気持ちは、彼女のそばで培つちかったものだろう。それを取り上げようとは思わない。おそらくエデルも、同じ気持ちだろう」

「僕の、時間……」

「ひとつだけはっきりと言えることは、俺たちはいつでもお前を迎むかえにいく。お前がどういう選せん択たくをしようが、それを全力で支援する。それだけだ」

　セスがぼそりと、つぶやいた。

「道の向こうから、迎えを待て……」

　アランは片眉をあげた。

　毎朝繰り返していた従じゆう業ぎよう員いん心こころ得えは、彼の中に根強く残っていたらしい。

「だから、叫べよ、セス。大声で」

　アランは立ち上がると、フロントへ向かって歩きだした。
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　翌日、エデルたちは警戒しながら街の中へと踏み入った。

　あの化け物のことがある。街の人間が姿を変えていたようだが、化け物が出てくる条件と、人に戻る条件がはっきりしない今、気をゆるめないようにするしかない。

「このあたりにはいなそうだな」

「できれば二度と拝おがみたくないね。あのお医者さんは襲ってこなかったけど、次はどうなるか分からない」

　セスの言葉に、誰しもが同意していた。

「現れました。猫の影です」

　エデルが緊きん張ちようした面持ちで言った。

　エデルたちは猫を追いかけて、廃墟となった屋敷の中を進む。ステンドグラスが割れてあちこちに破は片へんが散らばり、カーテンは破けて壁は落書きだらけである。大きな肖像画は穴が開き、額がく縁ぶちだけがかろうじて残っている状態だった。

　セスが頭の後ろで腕を組んだ。

「結構下げ品ひんな落書きされちゃってるなぁ。この屋敷の荒れように、何か意味があるのかねぇ」

　ぱっと視界が暗くなり、エデルはあわてた。アランが手で覆って、目隠しをしたのだ。

「あ、あのアランさま。これでは猫を見つけられません」

「すまない、見せたくない落書きがあったものだからつい」

　アランが手を離すと、咳払いをする。

「とにかく、左の壁の落書きは見るんじゃないぞ」

「伯爵令息さまは過か保ほ護ごだな～。あんなの十代の頃にふざけて連れん呼こするような落書きじゃないか」

「お前は黙れ。それに俺は十代のときにあのような単語を連呼したりしていない」

「……セレスタインさん、十代の頃のことを、おぼえていらっしゃるんですか？」

　エデルがたずねると、セスはきょとんとした顔をした。

「あれ、そういえばなんでだろ。僕、どっかで誰かに教わったんだよな……」

「そんな下品なことを教える奴なんて、ろくなもんじゃ……」

「たしか、ひげづらのおじさん？　みたいな人……エプロンつけてたような気がする。あれ～？　頭痛くなってきたな」

　エデルはおそるおそるアランを見上げた。

　セスは、十代の後半にはガラスドームにいた。

「も、もしかしてジジさんのことでしょうか」

「……帰ったら店の風ふう紀きを引きしめる必要がありそうだな」

　くだらない話はここで打ち切るとばかりにアランが口を閉ざしたので、エデルは再び猫探しに集中することにした。

　ほどなくして、猫のシルエットが浮かびあがった。ゆさゆさとお尻しりをふって、ある部屋に吸い込まれるように入ってゆく。

「この部屋、ナターシャが使っている部屋だよね」

「ああ。元はお嬢さまの部屋だ」

　言い争あらそう声が聞こえて、しばし四人は身動きがとれなかった。

　アランがドアノブを回して、部屋に入ろうとするが、びくともしない。

　金がどうとか、約束が違うとか、そんなことを声こわ高だかに男が叫んでいる。

「……分かったぞ」

　ナターシャはひきつったような顔で言った。

「この靴は、ビオレッタ・カラバの歴史を追っているんじゃない。私の──ナターシャの記憶をたどっているんだ。私はこの中で起こったことを、見ていない」

　玄げん関かん口ぐちから階段をかけのぼる少女が現れる。ナターシャだった。手には純じゆん白ぱくの猫の靴がおさまっている。

「私はあの日、木のうろに隠かくされていたあの靴を見つけたんだ。すぐにビオレッタお嬢さまに持って行ってあげようと思っていた。両親を失ってから彼女は塞ふさぎっぱなしで、どうしても心配で王都に戻れなかった」

　彼女が気にしていた靴が見つかった。これを届けて、少しでも元気を出してもらおう──。

　少女の残ざん像ぞうがドアノブに手をかけると、がちゃりと扉が開いた。

　ビオレッタ・カラバは血ち塗まみれになって、ベッドの下に倒れていた。

　少女のナターシャの手からぼろりと、猫の靴が落ちる。

『ビオレッタさま……？』

　近寄ろうとすると、男が拳銃を構えた。若い男だった。身なりはいいが、どこかくたびれている。

『……ナターシャか。相変わらずこの家の金で学校に行かせてもらってるんだな？　それだけでなく、図ずう々ずうしくも屋敷に出入りしているとは』

『ジルベルトさま。あなたが撃うったのですか？』

　ジルベルト──ビオレッタの婚約者である。

　ナターシャはひるまなかったが、手は震えていた。エデルはそれを痛ましい気持ちで見た。

（なんということだろう。本物のビオレッタさまは、ジルベルトさまが殺してしまったのだ……）

　カラバ伯爵夫妻の葬そう式しきに現れたジルベルトは、そこではじめて伯爵家の懐ふところ事情を知ったのだ。

「様子がおかしいな。妙な薬でもやっているんじゃないか？」

　アランの言葉に、エデルは彼の目に注目した。澱よどんでいて、焦しよう点てんが合っていないようにも見える。いつかリリーローズが作っていた毒の薔ば薇らを思い出した。あれも人の精神をくすぐり、破は壊かいさせるものだった。

「王都で悪い連中と付き合ってた、とナターシャは言っていたね。ならそういったものに手をつけてもおかしくないわけだ」

　セスがそう言うと、ナターシャは淡々と答えた。

「そうかもしれないな。あのときはそんなことを考える余よ裕ゆうもなかったが……」

　銃じゆう声せいを聞きつけて、屋敷の使用人が何人か飛び出してきた。ジルベルトは引き金に手をかけたがナターシャは素早くよけて、彼に体当たりをした。そのままもみ合いになる。だが、やはりジルベルトの力が勝まさった。首を絞しめられそうになり、ナターシャは彼を蹴けり上げると、とっさに部屋を飛び出した。

　彼はナターシャを階段の踊り場まで追いかけると、彼女の髪をひっぱった。尻しり餅もちをついたナターシャに、ジルベルトは再び拳銃を向けた。

『お前には死んでもらう。両親の死に耐えきれず自殺したビオレッタと、それを手伝ったのちに後を追った平民の娘。俺は必死に止めようとしたが、ふたりとも助けられなかった』

　ナターシャはぎろりと男をにらみつけた。

『そううまくいくものか。凶きよう器きの拳銃はあなたのものだ、調べればすぐに分かる。もう少しましな理由を考えろ、ぼんくらめ！』

『黙れ、貧びん乏ぼう人にんが。昔からこの家をうろちょろしやがって、目め障ざわりだったんだ!!』

　ナターシャはとっさに足あし払ばらいをした。追いつめたと思った娘が突然抵てい抗こうしたので、ジルベルトはふいをつかれた。そのままバランスを崩くずし、階段の手すりに強く頭を打ちつけた。

　彼の手から拳銃がこぼれて、階段をコトコトとすべってゆく。

『……噓』

　ナターシャは、驚きに目を見開いた。

　ジルベルト・リード、享きよう年ねん二十七歳。

　婚約者ビオレッタ・カラバの家で、酒に酔って足をすべらせ事故死。

　ルディアの報告書通り、彼はここで死んでいた。

「私が殺したんだ」

　大人のナターシャは諦めたように言った。

「ナターシャは人殺しなんてしてない。おかしな男から身を守っただけだ」

　セスがむきになったように言うが、彼女は首を振った。

「だが私があのとき足を払わなければ、こんなことにはならなかったよ、セレスタイン。ろくでもない男だったが、本当はお嬢さまの言う通り、自分の能力をなかなか開花できずにくすぶっていただけなのかもしれないからね」

　エデルは血液の付着した手すりに目をやる。

　教会でナターシャが口にしていた「真実は、違っていたのかもしれない」という言葉は、ジルベルトが才能を開花する機会を、彼女が奪うばってしまったことを意味していたのか。

　アランは動かなくなったジルベルトの体を見下ろして言った。

「このままでは、何もかもおしまいになると思ったんだな、ナターシャ。ビオレッタは死に、後こう見けん人にんになるはずだった婚約者のジルベルトもあのざまだ。カラバ家は潰ついえることになると。当時のシエルナにもはや利用価値はない。相そう続ぞく人にんのいなくなった土地は国のものになるが、疫病に冒され港としても機き能のうしなくなった今、ただ取り潰つぶされるだけだと」

「そう。私はビオレッタお嬢さまの遺体を見て、願った。シエルナを守りたい、カラバ伯爵家を存そん続ぞくさせ、彼女の願っていた、理想のシエルナを──そして『ビオレッタ・カラバ』を取り戻したいと。気がつけば私は彼女そっくりの姿になりかわっていた──いつの間にか、私は猫の靴を履いていたんだ」

　廃墟になった、シエルナ。

　──そういうことだったのだ。

　エデルは口元を押さえた。

　このまま、ナターシャが何もせずにこの場を去れば、シエルナは廃墟になる。エデルたちが踏み入れたゴーストタウンは、『猫の靴を使わなかった未来』のシエルナの姿だったのだ。

　靴の均きん衡こうが崩れ、魔術が解けてしまったとき、本来あるべきシエルナの姿へ戻ったのだ。

　セスは腕を組んで冷静に分ぶん析せきしている。

「ナターシャ、きみはこのときビオレッタの遺体を自分のものだと偽いつわったんだね」

「……そうだ」

　彼女の用意した筋すじ書がきはこうだった。

　シエルナの財ざい政せいも苦しい中、ナターシャへの支援を存続させるかどうかでビオレッタとジルベルトはもめた。その最中に運悪くたずねてきたナターシャ本人の登場により、話し合いは泥どろ沼ぬま化かした。

　ジルベルトは、酔った勢いきおいでナターシャを殺してしまったと。

　彼はそのときに倒れたナターシャにつまずいて、足をすべらせてしまった。

「女ひとりでやるには限げん界かいがあるんじゃないか？」

「家令が、何から何まで全部見ていたんだよ。私がナターシャであることを知っていて、そして協力してくれた。一緒に遺体を埋まい葬そうし、口くち裏うらを合わせてくれた。唯一の共犯者だ。その家令も私が三十代のときに病気で亡くなった」

　カラバ家を存続させ、シエルナをかつての活かつ気きある街にすること。それがシエルナで育ち、愛されてきた伯爵令嬢ビオレッタの願いだった。長らくカラバ家に仕つかえてきた家令は、そのことをよく知っていたのである。

　たとえ偽にせ物ものであったとしても、カラバ家をこのままで終わらせるよりは──と、ナターシャに手をさしのべたのだ。

「こうして私はビオレッタになりすまし、二十五年間このカラバ家の領地を治めてきたというわけだ。当時、私は小娘ですべての領地までは手が回らなかったし、何より先立つものがなかったからね。シエルナ以外の土地は手放してしまったが、そうしてまとまった資金と侯爵の地位を手に入れた」

　過去の出来事は続いていた。ビオレッタに姿を変えたナターシャの前に、真っ白な猫が姿を現した。彼女を導くようにして、お尻を向ける。

「あの間ま抜ぬけな尻を見たとき、なんでだろうな。このまま、ビオレッタとして突き進んでいいんだと思えた。セレスタインの向かう先には、いつも幸運がある。この土地を幸運へ導けると」

　閃光が再び降りてきて、屋敷は元の姿へ戻った。割れたシャンデリアはひとつ残らずつなぎ合わされ、天井へ。落書きは消え、クリーム色の壁が顔を出す。破れた肖像画には、美しい少女の顔が浮かび上がった。緑色のドレスを着て、膝ひざに真っ白い猫を乗せて微笑んでいる。少女のまま、永遠に時を止めたビオレッタ。

「俺は、魔術師の靴を履くことは良いことだとは思わない」

　アランはきっぱりと言った。

「だが、あなたがこの靴を履かなければ、この街はもう終わっていただろう。本来ならとっくに異変が起きてもよかったところを、あなたは持ち前の精神力で持ちこたえていた。幸運の猫セレスタインは、あなたがたどる道を間違えないように、前を歩いていたのだろうな」

　肖像画の中の白い猫が、屋敷に入ってきた四人を品定めするように、緑色の瞳で見下ろしている。

　エデルははっと顔を上げる。

「どうした？」

「いえ……なんでもありません」

　心配そうにたずねたアランに、首をふってみせた。

　どこか遠くで、獣の遠吠えのようなものが聞こえた気がしたのだ。

「逃げてくれ」

　ナターシャは短く言った。

「私は今、動揺している。例の化け物がまたやってくるかもしれない」

「ナターシャさま」

「必死に抑おさえ込もうとしたけど、無理だった。二度と見たくないと思っていたものを見るのは、堪こたえる」

　杖つえを持つ手が震えている。

「お嬢さまの死に顔を、ジルベルトの顔を、まともに見てしまった。あのときは、目を逸そらしていたのに。まともに見れなかったんだ、現実を受け止めきれなくて」

　エデルはナターシャの手に、自分の手を添そえた。

「すべては、過ぎ去ったことです」

「そうだ、もう取り返しがつかない」

　エデルは胸を痛めた。

　あのとき、ああしていれば。あのとき、もう少し行動するのが早ければ。

　いつから分ぶん岐き点てんを間違えていたのか。

（それを考えても、仕方のないこと）

　ガラスドームで失敗したとき、エデルは必死にカレンダーを見ていた。暦こよみをにらみつけたところで、どうにもならない。すがっても、その日には戻してもらえない。

　日々の積み重ねですらこうなのだ。大きな傷は、もっと深いところに突き刺ささる。

　もし私がもっと早く一人前になって、お母さんがこの世を去る前に、会いに行けていたなら。

（もちろん、私の経験とナターシャさまの苦しみは重みが違う。分かっている）

　けれど、エデルにもおぼえがある。自分の記憶が無力にも頭の中をめぐるだけ。出口の見えない苦しみを繰り返すだけ。

　そういうときに、自分が欲しかった言葉はなんだったのか。誰からもらった言葉なのか。

「私、一緒に見ました。おふたりの最さい期ごのお顔を」

　瞳から光は失われ、命の灯ともしびは消えていった。ふたりとも苦しそうだった。けして気持ちのいい光景ではない。

「ナターシャさまと一緒に、見届けました」

　それ以上に、かけるべき言葉が見つからなかった。

（もし、私がお母さんやおじいちゃんを亡くしたとき、そばに誰かがいて、声をかけてくれたらきっと、もっと早く立ち直れたと思う。アランさまや、ガラスドームのみなさんのそばで、お母さんの赤い靴と一緒にいたから、私はようやく気持ちにふんぎりがつけられた）

　そばに人のぬくもりがあるだけで、きっと変わってくるはずだから。

　エデルが重ねた手の下で、ナターシャの手の震えが止まった。

　アランが言葉をかける。

「あなたは苦しみにからめとられぬよう、必死で立っている。それはこの街と民、そして俺たちを守るためだな。カラバ女侯爵」

「……そうだ」

「あなたは街と民のことだけを考えてください。俺たちは俺たちで、あなたを守ろう」

「アラン」

「苦しみは共有した。俺たちがあなたの力になろう。あなたの過去を追って、俺自身がそうしたいと思った」

　うなり声が、屋敷の大広間に響き渡った。

　階段の下には、扉を破壊して集まった怪かい物ぶつたちが。一匹ではない。彼らの黒い影が森のように広がっている。

　以前エデルたちの前に現れた怪物だった。

「あいつら、裏口にはまだいないみたいだ」

　セスが近くの部屋から身を乗り出して言った。

「領民が変化して、あの化け物の姿になっているはずだ。下へ手たに傷つけることはできない」

　アランはそう言うと、猫の靴が入った靴箱をエデルに託した。

「ナターシャと共に、先に逃げろ」

「アランさま」

「裏口から出て、走って逃げるんだ。俺はここで足止めをする」

　ナターシャは反対した。

「カラバ家の領民だ。私が逃げるわけにはいかない」

「あなたは逃げるべきだ。あの化け物を傷つけないように注意するが、少々苦しんでもらうことになるかもしれない。あなたにはつらいだろう。できるだけ遠くにいてもらいたい」

　おそらく、靴が暴走したときにいつも使っている、鎖くさりの魔術をアランは使うつもりなのだ。

　ナターシャは過去の出来事を見たばかりだ。アランは、これ以上彼女を動揺させるのはよくないと判断したらしい。

「僕も残るよ。化け物がこの間みたいに人間に戻ったら、運ぶ人が必要でしょ」

　ためらうナターシャの肩に、セスは手を置いた。

「うまくやるよ。僕も何度も探たん索さくして、この街の地理を知っているから、危なくなっても逃げ足だけはなんとかなる。だから残るのは僕たち。ナターシャとエデルは、先に逃げるべきだよ」

　ナターシャはためらっていたが、エデルに耳打ちした。

「東の方向へ走れ。そこが一番、出口に近い。私は南を回ってゆく。私でも陽よう動どうくらいにはなるだろう」

「でも」

「エデル。最さい短たんルートで街を出るんだ。ここからそう遠くない、君の足でも化け物を撒まける」

　迷うエデルの足元に、猫の影が現れた。

　ついついとしっぽをふって、歩き出す。

（ついてこい、ってことなの……？）

　セレスタインの行く先には、幸運がある。

　エデルは拳をぎゅっと握りしめた。

（みんなが助かる幸運が、こっちにあるのかも）

「エデル。お前に託した、片方の猫の靴……これがあればいざというとき助かるかもしれない。中のトパーズには魔力が貯たまっている。お前なら使えるだろう」

「私、魔力を食べたりしません。けれどお預かりします、アランさま。必ずお返しいたします」

　守らなくてはいけないのは猫の靴だ。この異変の原因である靴を、安全な場所へ逃がさなくてはならない。

　エデルは猫の影を追って、走り出した。

「ま、待ってください、セレスタインさん」

　猫は身軽にかける。この街で、いつも猫の影はゆったりと歩いていたのに。そこらじゅうから聞こえるうなり声に、エデルはすくみあがっている暇ひまもない。

　この猫を見失ったら、助からないかもしれない──。

　エデルは無む我が夢む中ちゆうで足を動かした。

　両腕で抱だきしめるようにして靴箱を抱えて、息もたえだえになりながら猫を追う。

　やがてたどり着いたのは、くしゃりと潰れた大きな天てん幕まくの前だった。

（テント……？）

　エデルの抱えた靴箱が光りだし、あたりは真っ白になった。
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『今回は、どうもありがとう』

　朱しゆ色いろと黄き緑みどりを交互に塗ったテントの前で、ひとりの少女がそっけなく礼を述べた。

　街がい灯とうのそばに、青年が立っている。背せ丈たけはすらりと伸びて背中も広かったが、面おも差ざしには、ほんの少し前まで少年だった名残なごりがある。灰桃色ローズミストの髪の隙すき間まから、薄茶の瞳がひややかに覗いていた。

『私をこの興行へ連れて行ってくれるように、口くち利ききしてくれて』

『次からはもう少しうまいことやるんだな、ヴァイオレット。あんな誘さそい方で、王都で生き残れるとは思えない』

　さめたように淡々と、青年は言った。

『実は役を得るために誰かを誘ったのは初めてなの』

『やめたほうがいい。向いていないから。だいたい目をつけたのが僕だという時点で間違っている。本気なら、もっと金の匂いのする男に声をかけるんだね』

　ヴァイオレットは唇を嚙んでから言った。

『成功するためには手段を選ばないわ。家族も故郷も捨てた。もう戻る場所なんてないもの。あなただって、なかなか楽しんだでしょう？』

『そうまでして女優になんてならなくていいだろう。故郷に帰れば誰かの娘として、誰かの妻として、ささやかながらも幸せに生きていけるさ』

『私に手をつけたこと、後悔しているのね』

　青年は答えなかった。

『レイ、あなたはどうして旅に出たの？　どうして歴史を追っているの？　それはささやかながらも幸せに生きるためなの？　違うんでしょう』

　青年──レイの反応がなくても、ヴァイオレットはめげずに続けた。

『私は世界を変えてみせる。もちろん、女優は革命家じゃないわ。けれど私は私のやり方で、今までの人生をひっくり返してみせる。自分の魂たましいに噓をついてまで、ささやかな幸せに落ち着きたいとは思わないもの』

『それが大人になるということだ』

　レイはうんざりした口調で言った。

『冒険心や挑ちよう戦せんする心を捨てて、すっかり牙きばを抜かれてしまうことが大人になるっていうことなら、私は子どものままで結構よ。いつまでも愉ゆ快かいな子どもとして、永遠に舞台の上で笑ってやるわ。私には無理だと言った人たちを、バカにして笑ってやる。あんたたちがささやかな幸せに満足している間に、私は自分の腕で抱えきれないほどの、幸福を手にしているって』

　ヴァイオレットが目にきらきらと情じよう熱ねつの炎ほのおを灯ともして語ったが、レイは再びつまらなそうに言った。

『そう言っていられるのも、いつまでだか。どうせ君の立場で、実力で役はとれないよ。十六でいきなり劇団にやってきて、役をくださいと言ってもそう簡単にはいかなかっただろう。みんな十にもならない頃から稽古をしているっていうじゃないか。どんなに美しかろうが、演技がうまかろうが、出る杭くいは打たれる世界だろ』

『あら、調べてくれたの。天才学者さんは調べ物が得意？』

『そりゃあ口利きしてやったんだから、内ない情じようくらいは聞いてる』

『あなたの先生がカラバ女侯爵とつながりのある人で助かったわ。潮風にあたっても育つ植物の研究をしていた人だっけ……？』

『本当は出土品にくっついてる植物の種や、土を分析する人間だ』

　ヴァイオレットは難しそうな顔をした。

　レイはこれ以上話しても無む駄だだと思ったのか、顔を逸らす。

『僕はもうすぐ王都の大学へ戻るよ。君がいつ折れるか、見み物ものだな』

『折れなかったら？』

　レイは唇の端を上げて笑った。

　お前には無理だ、とでも言いたげに。

『門かど出でに靴をあげるよ』

『いいわね、靴は人の運命を変えるもの。──ねえ、どんな靴をくれるの？』

『硝子ガラスの靴をあげられたらいいね』

『内緒だけど、教えてあげるわ。私が今度、無む謀ぼうにも挑いどむオーディションの役柄は、王おう妃ひシンデレラよ。あなたが硝子の靴をくれる前に、私はさっさと衣い装しようの靴に足を入れることになるかもしれないわ』

『たいした自信だな。また色いろ仕じ掛かけでもするのかい』

『しない。あなたに向いてないって言われたもの。でも恋を知ることはいいことかも。シンデレラは、結局恋を知って幸せになったんでしょう』

『いいや。いまいましい身内をひとまとめに片付けて幸せになったんだよ。君は恋じゃなくて復ふく讐しゆうを覚えたほうがいいね』

『ふうん。そういう見方もあるかもね。参考にさせてもらうわ』

　あっさりとレイの過か激げきな意見に耳を傾かたむけたヴァイオレットに、レイはたずねた。

『シンデレラはこの国では正義の王妃だ。継まま母ははと継姉に天てん罰ばつがくだった、とは言わないのかい？』

『天罰であったとしても、普段から天罰がくだるように願っていたのなら、復讐が遂とげられたってことになるんじゃないかしら。いじめぬかれて恨うらみを抱いだかない人間なんて、異常じゃない。私ならどうかあの人たちをとっちめてくださいって、神様にお祈いのりくらいはしていたと思うわ』

『それ、人前では言わないほうがいいぞ』

『あなたもね』

　この国でシンデレラは神しん聖せい化かしている。お互いのために秘密にしておこう、とふたりは顔を見合わせた。

　ヴァイオレットは、あざとく首を傾げてみせた。

『また会える？』

『さあね』

『いえ、また会えるわ』

　ヴァイオレットは言いきった。

　レイはいまいましそうに顔を上げる。

『役を得るためか？　次のオーディションにカラバ女侯爵は絡からんでない。僕の出番はこれで終わりだ』

『あなたも、永遠に子どもでいたい人だからよ。レイ』

『子どもで……？』

『過激な思想に自分を染そめ上あげて、自分の理想のために生き急いでいる。だから似たような私のことをけして放っておけないし、忘れることもできないわ。私たちはこの社会の──世界の中で、後ろ指をさされる少数派。あなたも見えているようでいて、現実をまったく見ていない人間だからよ』

　レイは息をのんだ。

　何かを感じ取ったような顔をして、それから再び無関心を装よそおう青年の表情に戻した。

『僕が、現実を見ていない……』

『キョコウの中に生きる存在ってやつね』

　虚きよ構こう、とレイがつぶやいた。

　このとき、ふたりの間に明めい確かくな変化があったということは、誰が見ても分かるだろう。

　ヴァイオレットの、能のう天てん気きのように見えて的まとを射いた分析に、たしかにレイは心を動かされたようだ。

『君は面おも白しろいね』

　レイは薄く笑った。

『君も虚構の中を生きているっていうの？』

『私は虚構を現実にするわ。世の中を変えるって、そういうことでしょう』

　舞台はもともと、虚構の世界だもの、としめくくるとヴァイオレットは挑ちよう発はつ的にレイを見上げた。

　恋ではなかった。けれどたしかな仲間意識のようなものが、ふたりをしっかりと結びつけていた。
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「今のは、何……？」

　エデルは猫の靴を抱えたまま、立ち尽くしていた。

　崩れ落ちていた天幕は、エデルの目の前でみるみる大きさを増し、ぴかぴかの簡かん易い劇場になりかわった。

　記憶を、ひとつ回収したらしい。

（お母さんと、レイさんの）

　この土地は、母ヴァイオレットにとって特別な土地だった。カラバ女侯爵と出会い、役のお手本を得たためか。それとも、レイと親しくなった土地であったからか──。

　現実から、つつましい幸せから背を向けた若いふたりは、自然と心を寄せていったのかもしれない。

　ヴァイオレットにしても、レイにしても、本当の意味で自分を理解してくれる人は少なかったのだろう。

　ここでようやく同志を見つけたのだ。

　ぼんやりとしていたエデルは、背後に近づく不穏な影に気がつかなかった。

　猫のセレスタインの姿は、すでにない。

　突然何かぬるぬるとしたものに足をつかまれて、エデルはくずおれた。

「わあっ」

　振り向くと、エデルの目の前にはあの化け物がいた。ぼうぼうに生はえたひげからしたたるよだれを見て、思わず身震いをする。

（そうだ。私、この怪物から逃げてきたのだった……）

　ばたばた暴あばれても、びくともしない。化け物はエデルの足をつかむと、そのまま腕を上げた。宙ちゆうづりにされて、情けなくも体が震えだした。

（た、食べられる！）

　叫べば誰かが来てくれるだろうか。けれど恐きよう怖ふのあまり、声も出ない。

（アランさまごめんなさい。猫の靴をお守りするために、先に逃げたのに──。靴だけでも、遠くに投げようか……）

　気が遠くなりかけていた、そのときだった。

　紫むらさき色いろの鎖が出現し、化け物の腕に巻きついた。そのまま腕をしめあげ、化け物は悲鳴をあげてエデルを放す。

　地面に打ちつけられる、と目をつむったエデルだが、不思議とそこまでの衝しよう撃げきはなかった。

「あ、アランさま……？」

　先ほどの魔術は、アランがよく使っているものである。

　エデルは顔を上げた。彼女は誰かに、抱だき留とめられていた。白い手袋で包まれた手で、少しだけ乱暴に顔にかかった髪の毛をかきあげられた。

（誰……？）

　アランではない。もっと歳を重ねていた。けれど雰ふん囲い気きは、不思議とアランとそっくりだった。

　青紫色の瞳。目め尻じりにくっきりと入った皺しわ。微笑んだ姿は、どこかルディアを思い起こさせる。
















「あれは、オーガという」

「え？　あ……あの、化け物のことですか？」

「ばらけて逃げたのは不ふ正せい解かいだった。オーガの好こう物ぶつは人間の肉。特に若い女の肉は、柔やわらかいのでねらわれやすい。あの四人の中で、あなたは極ごく上じようの餌えさだった」

　エデルはこわごわと男を見た。

「見ててごらん」

　男がぱちんと指をならすと、オーガの腕がしぼんでゆく。苦しそうに悲鳴をあげるオーガに、エデルは思わず身震いをした。

　男は表情を変えなかった。くるりと指先を回すと、オーガにまとわりつく鎖の先が伸びて、男の腕に巻きついた。オーガはそのまま地面に倒され、引きずられる。

　男は腕を勢いよく引いた。天幕にオーガをぶつけようとしているのだと分かって、エデルはとりすがった。

「待ってください、あれはシエルナの民が姿を変えて」

　鈍にぶい音がして、天幕に何かが叩きつけられたのだと悟さとる。

「そんな」

「大丈夫だ」

　天幕のそばで、黒い毛の中でおぼれるようにして、人が倒れていた。

　急いで安あん否ぴをたしかめる。倒れていたのは青年だった。よく日に焼けた肌はだ、鍛きたえられた体たい軀くをしている。

「船乗りかな。眠っているだけだ」

「よかった……」

「復ふく元げんした空間に置いてやれば、領民たちはふさわしい姿になる。元の人間の姿に」

　そうだったのか。なら屋敷をあわてて飛び出したりせずに、中に化け物を誘い込めばよかったのかもしれない。

　エデルは以前茂みから出てきた化け物が、元に戻った教会のそばで人間の姿になったときのことを思い出した。

「あ、ありがとうございました。あ、あの……」

　エデルが何かをたずねようとすると、男はエデルの髪を整え、スカートについた土つち埃ぼこりや木の葉をはたいた。

「女性なら、いつもきれいにしておかなくてはいけないよ」

　エデルはわけもなく照れてしまった。あまりにも自然に触ふれられたので、結局されるがままになってしまっている。

「オーガは荒こう廃はいした土地に根付く化け物だ。普段は息をひそめていて、なわばりに人が迷い込んでくるのを待っている。食らうためにだ」

「ほ、本当ですか。今まで見たことがなかったです」

「架か空くうの生き物だとされている。現在のシエルナはいわば虚構の世界だ。靴の力で歴史をねじ曲げられ、この街にひずみが生まれた。そうした場所には常じよう識しきではありえないような現象が起こる。君にも覚えがあるんじゃないか？　死をもたらすポピーの花畑を歩いたり、目の潰れるような光を放つエメラルドの都みやこを目指したり」

　ジュディが履いていた『銀の靴』のことだ。かかとを三回鳴らせば、異空間へと移動する力を持っていた。

「虚構の世界で起こることは説明がつかない。だが現実にはこうして結びついている」

　船乗りとおぼしき青年をちらりと見やってから、男は帽子をかぶり直した。

「あと少しがんばりなさい、エデル・アンダーソン」

　男はエデルに背を向けた。エデルはあわてて、彼を追いかける。

「待ってください。あ、あの……あの……」

　あなたは、アランさまに関係のある方なのですか？

　エデルは喉のど元もとまで出かかった言葉を飲み込んだ。

　男がすたすたとこちらに戻ってきて、懐から何かを取り出したのである。

「忘れていた。これをつけてあげよう」

　押し印のようであった。

　蔓つるを巻いたカボチャの紋もん章しようの印である。

　彼はエデルの手をとると、甲にその印を押した。朱色のスタンプが押されて、エデルの肌に残る。

「三日ほどで消えるが、これでオーガに認識されなくなる。魔術仕掛けの不思議なスタンプだ」

「は、はい」

「これで君は私の魔術にかかったことになる。私の目を見て」

　エデルは、男の目を見つめた。

　沈しずみゆく直前の空のような、夕焼け色の瞳である。

　エデルの薄茶の瞳にその色がうつしとられたのを確認すると、男は笑みを浮かべた。

「それでは、幸運を」

「あ、あの……ありがとうございました」

　手の甲がじんと熱くなった気がして、エデルはさすりながら答えた。

　男は笑みを深くすると、黒い靄の中へ、消えて行ってしまった。
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　エデルとナターシャが去ってしまうと、アランたちは焦あせった。

　化け物たちはエデルの走った方向へ向かい始めたのである。

　アランたちを無む視しして、裏口へ向かって一直線だ。

「追いかけなければ」

　アランは足止めの魔術を使っていたが、ぶちぶちと鎖を切られてしまい、限界だった。

　屋敷の戻り具合はいびつだった。階段や二階部分はきれいに戻ったが、玄関ホールはそのまま荒すさみきっている。

　割れた大だい理り石せきを踏みしだくと、セスはその欠片かけらを思い切り投げた。化け物がゆっくりと振り向く。

「お前、武器もないのによくここで足止めをするとか言ったな」

「しょうがないでしょ、物ぶつ騒そうなものは普段から持ち歩いてないよ」

　あの化け物の正体が人間であると分かっている以上、撃つわけにはいかないが、音で脅おどかすくらいはできる。

　アランは舌打ちをして、拳銃を取り出そうとし、ふと止まった。

「銃の使い方は分かるか？」

「そんなもの、知らないよ。昔は使ってたのかもしれないけどおぼえてない。触さわったら思い出すかな？」

　冗談まじりに彼は言ったが、アランは首をふった。

「たぶん……昔も使っていなかったと思う」

　逆ぎやく上じようした化け物たちが、セスに向かって突とつ進しんしてくる。

「げっ」

　すでに大理石の破片を切らしたセスが、微び動どうだにしない。

「何やってるんだ！　さっさと走れ！」

「もうこうなったら肉にく弾だん戦せんしかないと思って。あんたはエデルを助けに行ってあげてくれる？」

　さらっと言う彼だが、顔が笑っていない。

（動けなくなってしまったのか……）

　今のセスはただの人間だ。もう魔術師として暗あん躍やくしていた頃の彼ではない。余裕もないし、有ゆう利りなところはひとつもない。

「バカなことを言わないで、こちらへ来い」

「とりあえず、やるだけやってみようかなって」

「勝てる相手じゃないだろう、腕の太さ比べてみろ！」

「あんた、切せつ羽ぱ詰つまると面白いこと言うんだね」

　アランはつま先を蹴って走り出すと、セスの腕を引っ張った。

「やけになって、身を投げ出したんじゃないだろうな」

　セスは口をつぐんだ。

　彼は居場所を探していた。この事件が片付いたら、ナターシャの夫となり、彼女にとって必要な存在に──簡単に捨てられないような存在に、なろうとしていた。

　約束をとりつけなければ自分を保たもてなかったのだ。

「もしやけになっているなら言うぞ。お前はこんなところでなぶり殺しにされていい人間じゃないんだ。俺たちにとってセスはそういう人間だった」

「でも、僕は」

「覚えてない、そうだろう。だからこれは俺の勝手な言い分だ。お前が殺されるところを、むざむざ放っておけない。仲間を見捨てて保ほ身しんに走るのは、ガラスドームの心得に最も反することだ」

　アランはがむしゃらに足を進めた。

　屋敷の二階部分へ逃げたいが、階段の前にはすでにあの化け物がいる。背後からもうなり声が聞こえる。八はつ方ぽう塞ふさがりだ。

（まさか、これで最後ではないだろうな）

　エデルは無事に逃げられただろうか。ナターシャも。あの状態でひとりぼっちで街を駆けて、助かったのだろうか。

　そして自分は──セスを目の前にして、このままあの化け物に食われることになったら。

　後悔しかない。イーストタウンで出会ったあのときに、素直に再会を喜ぶべきだった。

　セスがきれいさっぱり自分やエデルのことを忘れていると知って──ショックを受けたのは、エデルだけではない。

　ふたりで作り上げてきた歴史が、彼の中では抜け落ちている。むなしい、やりきれない気持ちになった。

　過去のことだけではない。魔術師から足を洗って、セスが復ふく職しよくしたら一緒にやりたい仕事はたくさんあった。

「お前が覚えていなくたって、お前がもう別の場所を求めていたって──俺たちが一緒にいた時間は誰にも取り上げられないんだ」

　早口で言いきってしまうと、アランは力強くセスの腕を引っ張った。

　化け物は視力が弱いようだ。素早く動けば反応が遅れる。

　攪かく乱らんするように進んで、安全な出口から逃げるしかない。そして先に逃がしたふたりを助けに行く。

　セスは足をかくかくさせながらついてきている。

「頭が、痛い……」

　セスはぼんやりとつぶやいた。

「僕は、導くのが得意なんかじゃない。ずっと誰かにこうして、手を引っ張られていた。……ずっと、誰かに」

　彼は目を見開いて、アランの後こう頭とう部ぶを見つめた。

　はくはくと口を開けて、足をもつれさせて倒れ込む。

「セス！」

　倒れたセスにのしかかるようにして、化け物が身をかがめた。思わず懐から拳銃を取り出したアランは、引き金に指をかける。壁に向かって撃ち込んだ。

「うちの職人に手を出したら、ただじゃおかない。次は当てるぞ」

　こめかみをひくつかせ、アランはすごんだ。

　威い嚇かく射しや撃げきは十分に成功した。驚いた化け物の足元を魔術の鎖ですくいとり、アランはセスの腕をとる。

　階段の下にある物置部屋に逃げ込むと、鍵を閉めた。得とく策さくとは言えない逃げ場所だが、今はこうするしかない。セスの顔色がすこぶる悪い。

「セス。ゆっくり息をしろ」

「頭が痛いんだ……とても」

　セスは切羽詰まったように言った。

「僕の本ほん能のうが言っている。あなたのそばに、僕の過去がある。僕はそれを手にとって確かめたい。でも怖い、頭が割れそうに痛くて、今まで知らなくてもなんとかやっていけるって思っていた、その逃げ道もなくなる。僕の背中には焼き印の痕あとがある──つまり僕の過去って、そういうことでしょ」

　セスはすさまじい足抜けの儀式に耐え抜き、生いき延のびた。

「恐ろしかっただろう。だが、気をしっかり持て。すでに清せい算さんした過去だ」

「しのびよってくる過去かもしれない」

「俺が追い払ってやる」

　アランはきっぱりと言った。

「お前に忌いまわしい印を残し、見えない恐怖で縛るような過去は、たとえどのような形で現れたとしても、俺が始し末まつしてやる」
















　セスにとって過去とは、背中に残った焼き印の痕でしかない。海に身を投げたのか、それとも誰かに落とされたのか。どちらにしろろくなものではない。だから今の立場にこだわる。少なくとも今の彼にはナターシャと、シエルナの街がある。

　取りこぼさないように必死になるのは、むしろ自然なことだったのだ。

「お前はもっと多くのものを手にできる。だから怖がるな、人の手をとれ。過去に立ち向かうなら、ひとりよりふたりの方がいい。ガラスドームにはもっと仲間がいる」

「僕が過去にまずいことをしていて、そのときのツケが回ってきて、その人たちが巻き込まれたら？」

「うちの職人たちはそれほどやわじゃない。お前が育てた職人だからな。そして俺が、そんなことは許さない」

「僕が、育てた……」

「俺のそばに来い。過去は俺たちで薙なぎ払はらおう」

　アランはセスの目を見つめて言った。

　セスは壁に手をついて、息を乱みだした。苦しげな声をあげて、しゃがみ込む。

「セス、大丈夫か……」

　彼はぼんやりとアランを見上げていた。

　それから、しぼりだすようにして、息も絶たえ絶だえになりながら口を動かした。

「僕は……毎日、エプロンをつけて、あの言葉を繰り返した」

　ホテルで話したあのときの記憶だ。アランはうなずいた。

「従業員心得だな」

「僕は楽しみにしていた。エデルや、ディックの成長。ジジと作る、新しい靴。毎日、誰かがあの店の扉を開けるのを。──アランさん」

　アランさん──。彼にそう呼ばれたのは、いつ以来か。

　セスが震える声で言った。

「楽しみに、していたんだ。……ガラスドームで、アランさんと始める、新しい仕事」

「セス」

「ずっと僕の手を引っ張ってくれていたのは、あなただったんだね」

　セスはくしゃりと顔をゆがめた。

「ごめん──なんだか……なんだか久しぶりに、あなたに会った気がする」

「セス、お前……」

　アランは出しかけた言葉を飲み込まなくてはならなかった。

　物置の扉が蹴破られたのだ。

　背後から気配を消して近づいていた化け物が、セスの背中をねらっていた。アランは再びセスの手を引いて玄関ホールへまろび出たが、化け物の手がセスの肩に伸びる。アランはとっさに彼をかばうように抱き込んだ。

（まずいっ……）

　このままではふたりともやられる。

　アランが目をつむったが、いつまでたっても衝撃はやってこなかった。

「アランさん……」

　セスが耳元で、名前を呼んでいる。

「僕たち、助かったみたい」

　目を開けると、化け物はぴたりと動かなくなっていた。彼らの足に絡みつくのは、紫色の光をまとった鎖である。

「久しぶりに会った息子むすこが男性と抱き合っているなんて、なかなかに衝撃的だわ。元気にしていて、アラン？」

　アランは目を見開いた。

　透き通るような白い肌、少女のように色づいたさくらんぼ色の唇が微笑んでいる。

　シルバーブロンドの髪を結い上げ、ベネシャン・レースを散らした濃のう紺こんのイブニングドレスに身を包み、足元は細みのシルエットのバルモラル。

　廃墟の中だというのに、まるで晩ばん餐さん会かいにでも出席するような装いだ。

「母さん……」

　閉じたパラソルの石いし突づきを地面に叩きつけると、化け物たちの足首はぐにゃりと曲がり、倒れた。

　それから煌こう々こうときらめく天井のシャンデリアに、魔術の鎖を結びつけて、化け物の上に容赦なく落とした。

　ガラスが割れる、高い音が響く。

「現実世界のものを近づければ、オーガは元の姿に戻ります」

　たしかに、シャンデリアも復元したものの中に含まれている。この玄関ホールから届く手近なものを化け物の上に降らせるには、巨大なシャンデリアに手をつけるのが一番だ。

　黒い毛のかたまりの中から、人の姿が浮かび上がる。ひげや体毛で守られていたので、彼らに外傷はほとんどなかった。

「足をくじいた程度です、心配しないで」

　淡々とした口調でアランの母──ダリア・ディセントは言った。

「母さん……なぜここに」

「今回は、事件が大きくなりすぎました。あなたがのんびり屋さんなんですもの。情報規き制せいをしたとしても、限界があります。なので隠いん居きよした私とアルヴァが助すけっ人とにやってきたというわけです」

「父さんまで来ているのか!?」

「ええ。それにしてもあなたはオーガ相手になんと情けないこと。ルディアを行かせなくて正解でしたね」

　アランは歯嚙みするほかなかった。

　少なくとも、母がいなければ自分たちはここで死んでいたかもしれないのだ。

「今回の事件が解決するまで、私はアルヴァと共に遠くからあなたを見守り、サポートします。あなたは明日までに猫の靴を回収しなさい。それがアルヴァからの伝言です」

　優しい口調であったが、命令だった。

「私とアルヴァの息子なら、オーガくらい一いち撃げきで倒すことです。私はあなたと同じ魔術しか使っていないわ」

　アルヴァとダリアはいとこ同士──共にディセント家の血を継ぐ者だ。

　次世代のアランはふたりより、明らかに魔術を使う力が劣おとっている。妹のルディアにはそのたぐいの力はいっさいない。

「世せ代だい交こう代たいしたにもかかわらず、こうして私たちが出てこなければならなくなったのはあなたとルディアの手落ちです。反省することですね」

「……申し訳ありません、母さん。ルディアはよくやってくれています、すべては俺の責任です」

「いいのよ、アラン。分かってくれさえいれば」

　慈じ愛あいに満ちた声で言うと、それから、とダリアは付け足した。

「私の耳にも届いています、あなたが想いを寄せているお相手のこと」

「母さん」

「シレーヌ嬢との婚約を蹴ってまで結ばれたい相手が労働者とは、なかなかにロマンティックでスキャンダラスなことね」

「彼女とは、真しん剣けんなんだ。俺が愛せる唯一の──」

「許すのは私ではなく、アルヴァです。ごきげんよう、私のかわいい息子。今度会うときは、頼もしいあなたでいてちょうだい」

　ダリアはさっさと屋敷の外へ出ると、パラソルをさして背を向けた。

　アランはただ呆ぼう然ぜんと、母の背中を見守るしかなかった。
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　エデルはやっとの思いでイーストタウンに戻もどると、まずは宿泊しているホテルを目指した。猫ねこの靴くつを安全な場所に置き、そしてアランを助けなくてはならない。彼は自分たちのためにあの場所に残ったのだ。

（助けるといっても、どうやって？　私にはオーガを止める力はない）

　そう考えたところで頭をふった。

（違う。オーガは元に戻った場所に近づけば、人間の姿に戻る。それを伝えるだけでいいんだ。もしかしたら私でも、オーガをその場所におびき寄せることができるかもしれない）

　オーガは若い女の肉を好このむという。ならばエデルについてくるはずだ。

（あっ、でもスタンプ……これでオーガに認にん識しきされなくなってしまったのか）

　手の甲こうに押された赤い痕あとを見て、エデルは混こん乱らんした。思考がめちゃくちゃだった。あの謎なぞの男性は、アランを助けに行ってくれただろうか。

　ホテルが見えてくると、エデルは立ち止まった。

「アランさま！」

　彼はホテルの玄げん関かん口ぐちの前に立っていた。先に戻っていたらしい。エデルの姿を見つけると、地面を蹴けって駆かけてくる。

「ご無事でしたか……わわっ」

　彼にかき抱いだかれて、エデルは思わず持っていた靴箱を落としそうになった。

「よかった。お前に何かあったらと、気が気ではなかった」

「アランさま……」

「無事なんだな。どこも怪け我がしていないな？」

「はい。アランさまもお怪我はありませんか？」

「俺はない。ホテルに帰ってきたとき、お前の姿がなくて生きた心地ここちがしなかった」

　アランの心しん音おんが伝わってくる。どきどきとせわしなく脈みやく打うっている。

　つられるようにして、エデルの心臓もうるさく高鳴りはじめた。エデルはつっかえつっかえしながら、ことの次し第だいを説明した。

「猫のセレスタインが私を記憶のある場所に導みちびいてくれました。そして、私を助けてくれる方もいらっしゃいました。だから大丈夫です」

「俺が判はん断だんを誤あやまった。すまなかった。怖こわい思いをさせたな」

　エデルは彼を見上げた。声が震ふるえている。怖い思いをしていたのは、彼の方かもしれなかった。

（こういうとき、どうしたらいいんだろう）

　彼を安心させてあげたい。そしてエデル自身も安心したいと思っていた。

　エデルは唐とう突とつに彼にしがみつきたくなった。あんなに大事に守らなくてはいけないと思っていた靴箱が、邪じや魔まに思えたのはこれがはじめてである。

　でも、できない。これは彼が自分に託たくしてくれた大切な靴箱だ。命をかけて守った。

　エデルは彼の胸に頰ほおを寄せると、ぽつりとつぶやいた。

「……大好きです、アランさま」

　しがみつけない代わりに、エデルはそう言った。

　アランは固まっていた。何も返してこない。おずおずと見上げると、頰ほおを赤く染そめている彼がいた。

「……ふいうちすぎるだろう」

「も、申し訳ありません」

　エデルはあわてて彼から離れた。

　いつもの自分だったら、大丈夫です、とか心配しないでくださいと返すところだった。いったいどうしてだろう。

（アランさまが不安そうだったから、なんとかしてあげたいと思って……）

　エデルは気がついた。あのとき、エデルはお世話になっている、尊そん敬けいしているアランに対して言葉をかけたのではない。彼と同じ困こん難なんを共にした者として接していた。身分や立場を取り払はらった上での行動だったのだ。

（私から、身分を取り払ってなんて、図ずう々ずうしいかもしれないけど……でも、もしかしたらこれが、アランさまの言う「仲が深まる」ということなのかも）

　遠えん慮りよなく、衝しよう動どうのままに好こう意いを伝えるということが。

　背中を向けてホテルに戻ろうとした彼を追いかけて、エデルはもう一度言った。

「あの、でも……本当に大好きです」

「……分かった。分かったから、もうそれ以上はいい」

「ご迷めい惑わくでしたか？」

「これからナターシャとセスにお前が戻ったことを伝えに行くんだ。こんな顔じゃまともに話せないだろう」

　アランの頰は赤いままだ。瞳ひとみはうるんでいる。

「……俺も、お前のことが何よりも好きだ」

　ぼそりと言われて、エデルは頰をゆるめた。

　ホテルの喫きつ茶さ室しつでナターシャとセスが待っていた。エデルはふたりの様子を見て、怪我がないようでほっとした。

「君が戻っていなくて、アランは錯さく乱らんして大変だったぞ。もう一度シエルナに戻ると言って聞かないんだ。助すけっ人とが現れたはずだから待てと言ったのに」

　ナターシャがそう言って手の甲を見せた。彼女の手にも赤いスタンプがあった。

「無事だったか、エデル」

「はい。おそらく同じ方に助けていただきました、ナターシャさま」

「よかった。私も心配していた。抱きしめさせてくれ、私のせいですまなかった」

　エデルはナターシャの細い腕に包つつまれた。

「ナターシャさまのせいではありません。またお会いできてよかった」

　ナターシャの抱ほう擁ようが終わると、セスが言った。

「僕は嫉しつ妬とされるのが怖いから抱きしめないよ、エデル。でも無事でよかった」

「はい、セスさ……あ、セレスタインさ……」

「セスでいい。アランさんのそばにいて、少しだけ記憶が戻ってきたんだ。君をガラスドームに迎えた日のことも思い出した。あれからずいぶん強くなったみたいだね」

　エデルは目を見開いた。

「ほ、本当ですか……？」

「改めて、再会を喜びたい。そしてこれからのことを話し合おう。さあ、何か飲んで。くたくただろう」

　ふたりが席につくと、ウェイターがやってきた。

「お飲物はいかがなさいますか？」

「俺はコーヒーでいい」

「奥さまの分は？」

　ふたりははたと固まった。

　夫婦に間違えられたのは、これがはじめてだ。

「あ……あの、奥さまじゃ……」

「彼女にはさっぱりとしたジュースを頼たのむ」

　アランは否定しなかった。心なしか、少しうれしそうだ。

　エデルは申し訳ないような、それでもくすぐったいような気持ちに包まれた。

　果くだ物もののジュースが運ばれてきて、「奥さま」の席の前におさまった。
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　翌日。さらにいくつかの過去を回収し、シエルナが元の姿を取り戻した。

　荒あれ果はてた土地の姿も、オーガの姿もない。

　街の中央に位置する広場の時計塔は動きだし、植えられた木は葉を揺ゆらし、店先からはおいしそうな食べ物の匂におい。海を見渡せる最高のロケーションである。

「ただ、人の姿だけはありませんね……」

　エデルは不安そうにあたりを見回しながら言った。

「あの……オーガという化け物はいるみたいなんですけど……こっちには来ないですね」

「俺の両親が遠くからオーガを元に戻しているんだろう」

　あの男性はやはり、アランの父──アルヴァ・ディセントであった。

　エデルは不安げにアランを見上げた。

（アランさまに似ていて、美しい人だった。優しくしてもらえたけれど、ちょっと……怖かった）

　きちんと挨あい拶さつすることができなくて、エデルは事実を知ったときは落ち込んだものだ。

「アラン、猫の靴を履はきたい」

　ナターシャはドレスの裾すそを少し上げて、片方の猫のブーツを見せた。

「トパーズは元に戻った。そちらの靴を履けば、領りよう民みんは元に戻るかもしれない」

「──いいだろう。ただし元に戻ったのちは、猫の靴を回収させていただく」

　アランが表情を硬かたくして言った。

「そのせいで領民が再び消えても──俺はもう靴を渡すことはしない。歴史の針はりが正せい確かくに進んだものとみなし、このまま封ふう印いんさせていただく」

　猫の靴が両方そろうことで、領民たちのいる豊かなシエルナを取り戻せるかもしれない。

　けれど靴を封印すれば、再び廃はい墟きよになるかもしれない。

　靴がそろっても、領民が戻ってこない可か能のう性せいもある。

　これは賭かけだった。すべてがそろったハッピーエンドにたどり着く可能性がどれほどのものか、誰にも分からない。

　もし領民たちが目覚めないことがこの靴の代だい償しようなら──と、エデルは考えたが、やめた。

　結論はひとつだけだ、ならば願うしかない。

　少なくとも、アランはナターシャに靴を渡してもいいと判断したのだ。

　セスが、ナターシャの手を握にぎった。

「大丈夫だよ。今まで、セレスタインの向かう方向へ歩いてきたんだから。それに今は僕が──セレスタインでしょ」

「そうだな、ありがとう」

　アランが靴を地面に置くと、ナターシャは大きく息を吸すい込んだ。

　ゆっくりと足を入れてゆく。

　猫の靴はトパーズを星くずのように青くきらめかせると、打ち上げられた花火のように、さまざまな光を空へ放った。

「すごい……」

　思わず空を見上げて、エデルはつぶやいた。

　予感があった。

　あの靴が放ったのは、命の光だ。

　ナターシャは、ビオレッタの姿になっていた。襟えりぐりの開いた黒のドレスや派は手でな化け粧しようが似合う、金きん髪ぱつの華はなやかな女性に。

「人が……」

　そんな彼女のもとへ少しずつ人が集まってきた。店先の扉をあけて飛び出してきたパン屋の亭てい主しゆ、海の方から駆けてくる若い衆しゆう、赤あかん坊ぼうを抱かかえて歩いてきた女性。

「お前たち、無事か。体はなんともないのか」

　ナターシャは震える声を押し隠かくすようにして言った。

「何を言っているんですか、侯こう爵しやくさま。今すごい光が飛んでいったでしょう。何か聞いてますか？」

「え……？」

「寝ている間に戦争が始まったのかと、じいさんたちがうるさいから様子を見に来たんですよ」

　と言うのは、よく日に焼けた青年たちだ。

　エデルたちはお互い顔を見合わせた。

　どうやら──彼らは寝ていただけ……ということになっているようだ。

　おそらく先に保ほ護ごされた医い師しや漁りよう師しの青年も、同じように目覚めているに違いない。

　ナターシャは、落ち着き払った声で言った。

「今のは、祝いの花火だよ。驚おどろかせてすまなかったね」

「祝いの？　なんのお祝いですか？」

「次の領主を迎むかえる準備ができたのさ」

　しん、と場が静まり返った。

「侯爵さま、待ってください。次の領主って……」

「ではみなの者、ごきげんよう。あの花火の影えい響きようで少しでも具合の悪い者が出たなら、遠慮せずに屋や敷しきへ来るように」

　ナターシャは堂々と背を伸ばし、歩き出した。

　エデルたちもその後に続く。

　一行の先せん頭とうにはセス──セレスタインがいる。
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　少女のまま時を止めた、ビオレッタ・カラバの肖しよう像ぞう画がを前にするとナターシャは言った。

「靴をディセント家へお返しする。そして私は、もうビオレッタお嬢じようさまの名をかたることはしない」

「ナターシャさま……」

「彼女の夢を叶かなえることが、私の夢でもあった。今までのことは、けして褒ほめられた行いではない。けれど後こう悔かいもしていない。シエルナの富とみと、そして領民たちの笑顔。それは私とビオレッタお嬢さまが何より望んでいたものだ。望みは叶った。死んだことになっている以上もはや粉ひき職人の娘には戻れないが──私は、何者でもなくなることにする」

　すがすがしい表情だった。

　靴に黒い靄もやはかかっていたが、今まで魔ま術じゆつ師しの靴を履いてきた女性たちのものと比べれば、ずいぶんと薄うすい。

「ご自身で靴は脱ぬげますか？」

「無理そうだ。実はさっきからびくともしない」

　エデルはしゃがみ込んで、ナターシャの靴に触ふれた。

　彼女の瞳がトパーズの色をうつして、海のように変化する。

「あなたの望みは叶いました。ナターシャさまから離れて、元のあるべき姿に戻りましょう」

　エデルは諭さとすように言うと、ブローチの針で指を傷きずつけ、玉のように浮き上がった血を靴に押し当てた。

　ナターシャは一いつ瞬しゆん顔をゆがめたが、するりと靴を引き抜く。

　彼女の顔が、ビオレッタ・カラバからナターシャ・リンへ戻ってゆく。

　アランが脱がせた靴を確認し、屋敷を見回した。

「ここは廃墟に戻っていない」

「民たみは、みなは──」

　ナターシャが焦あせったように屋敷の外へ向かおうとすると、扉とびらの方から声がした。

「ここですよ、カラバ女侯爵」

　領民たちだった。

　ナターシャは自身の顔を押さえる。──彼女の顔は今、ビオレッタのものではない。

　年かさの男性──白はく衣いを着た男が前へ進み出た。先に保護された男だ。オーガに姿を変えられていた彼を、ナターシャは必死に助けようとしていた。

「ずっと知っていました。あなたが本当はナターシャであり、ビオレッタお嬢さまはすでに亡なくなっているということ」

「なんで……」

「あなたが思っていた以上に、その変身の力はもろかったのですよ、ナターシャ。何度か私たちはあなたの素す顔がおを見ています。事情は家か令れいからすべて聞いていました。若い衆は知らないけれど、私たち古くからの領民はみな、あなたがナターシャだと知っていました」

　ナターシャは言葉がうまく出せず、うろたえた。

　セスがそっと彼女を支える。

「なぜ、知っていながら私を放っておいた？」

　ナターシャは震える声で、しぼりだすようにたずねた。

「粉ひき職人の娘が伯はく爵しやく家けの跡あと取とりだと主しゆ張ちようして、友人の座を奪うばい、私はとんでもない噓うそつきだ」

「あなたが私し欲よくのためにその選せん択たく肢しを選んでいたら、私たちは正義のために立ち上がったでしょう。だがあなたは友人の遺い志しのために生きた。ビオレッタお嬢さまの願いは、シエルナがかつての繁はん栄えいを取り戻し、民が幸せに暮らすことだった。あなたはカラバ女侯爵として、その願いを見事に叶えてみせた。そして──あのセレスタインも、あなたを選んだ」

　エデルは、アランの手におさまっていた猫の靴を見た。

　セレスタイン。ふわふわの白い毛をした、幸運を導く猫──。

「私たちはあなたを侯爵にふさわしい人間だと認め、ついていくと決めたのです。だからどうか、この街から去ることはしないでいただきたい。──噓もつきとおせば、真まことになる。この街が、私たちが、あなたが貫つらぬき通した真実なのです」

　ナターシャは唇くちびるを嚙かんだ。

　彼女はおそらく、混乱している。長らく領民をだまし続けてきたと思っていたのだが、正体はすでに知られていた。

　彼女もまた領民に優しい噓でだまされ、そして温かく見守られてきたのだった。

　孤こ独どくに戦ってきた彼女は今、新たな選択肢を選び取るときが来ていた。

「……行きなよ」

　セスがナターシャの背中を押す。

「あなたの正体がなんであれ、周囲の人間があなたを、粉ひき職人の娘から女侯爵にしたんだ。あなたは支えられ続けていた。今日からまたこの街で生まれ変わればいい」

「セレスタイン……」

「一度は廃墟になりかけたシエルナを再生させたやり手の女侯爵、ビオレッタ。それがあなたの正体で、真実の姿。ここにいる人間はみなそう思っているよ。僕は、ようやく分かった」

　セスは言葉を切った。

「あなたを導くのは、僕ではないということ」

　セスに背中を押され、ナターシャは裸足はだしでよろめいた。そんな彼女を医師が支え、屋敷の扉を開ける。

　そこにはシエルナの街じゅうの人々が待っていた。カラバ女侯爵の登場を待ち望んでいた人々だ。

「新しい領主を迎えると聞いて、みなが反対運動にやってきたところだ」

「待て、私は今ビオレッタの姿ではないし」

　ナターシャはらしくもなく、あわてた声をあげた。

「まあ待ちなさい」

　穏おだやかな声で言うと、古ふる株かぶの医師が大声を張り上げた。

「カラバ女侯爵は化粧も中ちゆう途と半はん端ぱな状態で出てきてくださった！　感謝しろみんな！」

　うおおお、とわけも分からず怒ど号ごうのような声で叫さけぶ若衆に、後ろの方で見ていたエデルも思わずびっくりして肩かたをすくめた。

「け、化粧が中途半端って……あの理由で大丈夫なのでしょうか」

「まあ至し近きん距きよ離りで見えるわけでもないし、ドレスや髪もいつも通りなわけだから……」

　苦しすぎる言いわけには違いないけど、とセスはため息をつく。

「あとは彼女の言葉次第だろう。結局見てくれは問題じゃない」

　アランが言い終えると同時に、ナターシャが口を開いた。

「みな、集まってくれて感謝する。……私はこれまで、シエルナのためと自分に言い聞かせ、噓ばかりついてきた。今回──街がとある危機に瀕ひんし、私は己おのれの罪つみを後悔した。なんと愚おろかな行いを、重ねてきたのだろうと」

　集まってきた領民は、口を閉ざした。真剣にナターシャの言葉に耳を傾かたむけている。

「すべてを失うしなう覚かく悟ごはとうにしていた。けれど、この街とみなだけは守り通したかった。海に面した美しい街、笑顔の絶たえない領民たち。それが〝ビオレッタ・カラバ〟の守りたいものだ。この軸じくだけは、私が噓をつき始める前から、変わっていない」

　ナターシャは領民たち、ひとりひとりを見つめて言った。

「私を私たらしめるもの──それは君たちの中の〝ビオレッタ・カラバ〟だ。このまま私がカラバ女侯爵として、君たちを導ける存在でいてもいいのなら、この地に骨をうずめるまで、君たちと共にいたい」

　ナターシャのそばにいた医師が、拍はく手しゆをした。

　それにつられるようにして、屋敷の前にいた領民たちが手を叩たたき始める。やがて割れんばかりの音となり、どこから持ってきたのか、ラッパを吹き鳴らす者も現れた。

「カラバ女侯爵」

　アランは、ナターシャのそばに立つと、肩を叩いた。

「猫の靴は、封印させていただく。もうあなたには必要ないようだから」

　誰かが散らした紙かみ吹雪ふぶきが、雪のように屋敷へ舞い込んできた。

　ナターシャはそれを優しい目で追ってから言った。

「そうだな。新しい靴を注文してもいいだろうか。ただの私として、この街を歩くにふさわしい靴を」

「もちろん。自じ慢まんの職人たちが、あなたの門かど出でにふさわしい靴を用意します」

「シエルナに新たな幸運をもたらす靴を頼みたい」

　エデルは一歩前へ進み出た。

「ご注文、承うけたまわりました。カラバ女侯爵」

「セレスタイン──いや、セス」

　ナターシャに呼ばれて、セスは顔を上げた。

「お前をお前たらしめるものは、見つかったか？」

「……はい、カラバ女侯爵」

　もう彼は甘えた声でナターシャを呼ばなかった。

「僕を僕たらしめるものは、シエルナにはなかった。でも僕は、この地でそれを思い出しました。あなたのそばで」

　ナターシャは微笑ほほえんだ。

「それはよかった。お前がいるべきところは、ここではない。お前を待つ者のもとへ帰るがいい。いつも私のそばにいてくれたね、セス。本当はとても心強かった。感謝している。今度送り出すのは私の番だ」

「僕はあなたの幸運の猫にはなれなかった」

「いいや。ここまでこれたのはお前のおかげだ。立りつ派ぱに幸運を運んでくれた。この街は今日から君の故こ郷きようだ、セス。疲れたら、また頭が痛くなったり不安になったりしたなら、幸運の街シエルナにいつでも帰ってくるといい。君がこの地で過すごした時間は、まぎれもなく本物なのだから」

　セスはにこやかにたずねた。

「じゃあ、結婚の約束は？」

「まだ言うのか、こいつは」

　ナターシャはあきれたように言った。

「嫁の記き憶おくでも思い出したのかと思ったのだが」

「残念ながらそいつは独どく身しんです、カラバ女侯爵」

　アランの言葉に、ナターシャはやれやれといった具合で腕うでを組んだ。

「こんなにいい男なのに身を固めていなかったとは……私が言うのもなんだが、さてはろくな人生を歩んでなかったな？」

「ひどいなあ、あ、でも僕がいい男って思ってくれてるということ？　そういうこと？」

　まとわりつくセスをうっとうしそうに払いながら、ナターシャは領民に手をふった。

　これからシエルナの──カラバ女侯爵の新しい日々が始まる。

「アランさま。結局猫の靴の代償は、なんだったのでしょうか」

　街が廃墟と化したのは、右足と左足のバランスが崩くずれたから。

　ならば、靴を履いたのちの代償は？

　ナターシャは怪我もしていない。命も縮ちぢめていない。

「一生、噓つきのままでいなければならないことだ」

　アランは静かに言った。

「猫の靴は、持もち主ぬしに幸運を与えてくれる。けれどそれはかりそめの幸運なんだ、エデル。善ぜん良りような人間であればあるほど、精神をむしばまれてゆく。噓をつけばまたそれを隠すための噓を重ねることになる。彼女は二十五年間それに耐たえ抜ぬいた。そしてこれからも、耐え続けなくてはならない。靴を脱いでも、彼女のついた『噓』だけは消えなかったのだから」

　ナターシャがついたのは、友人の願いを叶えるための噓だった。だがたとえどんな理由であれ、それは噓でしかない。

　今でもビオレッタ・カラバは、粉ひき職人の娘として粗そ末まつな墓に埋うまっている。そして粉ひき職人の娘であったナターシャの人生を取り戻すことは、永遠にできない。

　大きな噓や小さな噓、すべては少しずつ降り積もり、罪の意識を植えつけてゆく。

　取り返しのつかないことになったとしても、帳ちよう消けしにはできないのだ。

「ある意味、怪我をするよりもきつい代償かもしれない。死ぬまで消えることのない苦しみだ。──だが、彼女はそれに耐えてゆけるだろう。噓の重おも荷にを背せ負おうのは、彼女だけではないのだから」

　ナターシャを迎える領民たちの間から、するりと猫の影が歩いてくる。

　猫の影はびょんとばねのように飛んで、肖像画の中へと吸い込まれていった。
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　帰りの列車の中で、エデルはぼんやりと窓の外をながめていた。

　ガラスドームでの日常を懐なつかしく感じる。離れていたのはほんの少しの間なのに、もう何か月も経たったかのような錯さつ覚かくをおぼえる。

　アランは落ち着かない様子だった。隣となりの個室席には、彼の両親がいる。

「アランさま、アルヴァさまたちにご挨拶をしたいのですが」

「また日を改めよう。今度、正式に場を設もうける。準備を万ばん全ぜんにしてからの方がいいだろう」

　アランはエデルの頭を優しく撫なでた。

「ふたりはさあ、いつの間に付き合っていたわけ？」

　向かいの席に座ったセスがむっつりとした顔で言った。

「そんな様子ほとんどなかった気がするんだけど。それとも僕がなくした記憶では今みたいにしょっちゅういちゃいちゃしていたの？」

「い、いちゃいちゃだなんてそんな」

　エデルが下を向いてもそもそと答える。

　アランが淡たん々たんとたずねた。

「いちゃいちゃしているように見えるか？」

「見えるけど。思いきり」

「俺たちが愛し合っているように見えるか？」

「え、それ好きな人をシエルナに置いてきた僕に聞くわけ？　アランさん、それってないんじゃないの」

「まだカラバ女侯爵のことが好きなのか？」

　アランの質問に、セスは答えた。

「……うん。ずっとそばにいたから、っていうのもあるけど。やっぱり彼女の強いところに惹ひかれていたんだと思う」

　セスはぼんやりと窓の外の景色をながめて言った。想い人のいる土地は、どんどん遠ざかってゆく。

「相手にされてないって分かっていてもやっぱり好きだった」

「諦あきらめるのは早いだろう」

「慰なぐさめてくれるんだ？　どうもありがとう」

　セスは足を組んだ。

「はー。ガラスドームで好みの女性がたくさんやってきたら、こんな気持ちも薄らぐのかな」

　どうだろう、とエデルは考えた。たしかにガラスドームで働いていた頃、セスの顧こ客きやくは年上の女性でいっぱいだった。けれどひとりの女性に対して彼がこんなに思い悩なやんでいるところは見たことがない。

　記憶をなくして不安定になっていることを抜きにしても、セスにとってナターシャは特別だったのではないか。

（今までセスさんは、魔術師の靴を渡すために女性を選んでいるところがあった。それがなくなった今、ナターシャさまに想いを寄せて……本気で恋をしていたのかもしれない）

　セスは大きく一息つくと、腕を伸ばした。

「まあ、うだうだ言っていても仕方ないよね。せめて新しく作った靴を届けるときに、逃のがした魚は大きいと思ってもらわないと」

「いい男になって見返すのか？　ナターシャはすでにお前を『いい男』と評価していたが」

「さらにいい男になるんだよ。このままじゃくやしいし。もしかしたら次会ったとき、キスくらいは許してくれるかも」

「それは、結婚するということか？」

　セスは言葉を失った。

「……なんでそうなるの？　いや、できるならしたいけど」

「はじめてキスをするのは、結婚式のときだろう？」

　エデルがあわてて助け船を出す。

「あ、アランさま。たしかキスは、世間一般的にはご挨拶の一いつ環かんだったのでは……」

「そ、そうだった。すまない。つい自分たちにあてはめて考えてしまった」

　アランはきりっとした顔で言った。

「言っておくが、俺はエデルに挨拶のキスをするのを許していない。セス、お前もエデルに対してそういった挨拶はしないでもらいたい」

「言われなくてもしないよ。なんなんだよ。人をからかってるの？」

「そうか。お前も俺と同じく古い考えの人間だったんだな。それを聞いて安心した」

「……」

　セスは口を閉ざしてから、意地悪くたずねた。

「じゃあふたりは、キスしたことないんだ？」

「「……」」

　今度はアランとエデルが、口を閉ざす番だった。
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　王都に位置する、ディセント家の本ほん邸てい。

　アランは、屋敷の主あるじを前にして、緊きん張ちようした面おも持もちである。

　エデルたちとは途中で分かれた。今回の事件について、父に報ほう告こくしなければならないからだ。

「このたびは、大変ご迷惑をおかけしました」

　アランが頭を下げると、窓の外で景色をながめていたアルヴァは、ゆっくりと振り返った。

「お前の愛いとしい人は、若い命を散らすところだった」

　アランは唇を嚙む。

　その通りだった。父アルヴァがいなければエデルは助からなかった。

　それが恐おそろしくもあり、何よりくやしい。あれだけ彼女を守ると言っていたのに、結局危ないときにそばにいてやれなかったのだ。

「なぜシレーヌ嬢との婚約を断ことわった？　アラン」

「彼女はすばらしい人だとは思います。けれど俺は、女性として好きにはなりませんでした」

「そうだろう。彼女はいかにもプライドが高くて、お前の嫌きらいなタイプだ」

「知っているならなぜ彼女との婚約をまとめようとしたのです」

「その方が面おも白しろいからに決まっているだろう。実際、彼女と結婚してあの靴職人を愛人にすれば何もかもうまくいくわけだし、そんなに悪い条件ではないと思うがね」

（いけしゃあしゃあと……）

　アランは拳こぶしを握りしめた。

　まったく、こういうところが父のいけすかないところである。

「顔をひきつらせながら白いタキシードを着るお前の姿を肴さかなに、いくらでも酒を飲めそうだと思ったのだが」

「それが実の息子むすこに対する仕打ちですか」

「なかなか結婚相手を見つけようとしないお前がいけないのだ。おまけに労働者の娘にうつつをぬかして。一度頰を打って正気にさせようと思ったまで。安心しろ、お前のことはともかく、ルディアの婚約は真剣に考える」

　冗じよう談だんなのか本気なのか分からない、ひょうひょうとした態度。

　親子でも、アランとアルヴァはまったく性格が違う。

　アルヴァはいつも息子の反応を面白がっているところがあり、かといって甘あまい父親というわけではなかった。わがままを聞いてもらった記憶は、ほとんどない。

　アランはいつもこの男にからかわれて、煙けむにまかれている。

「エデル・アンダーソン。ダリアから聞いていたが、実物はまだいたいけな少女だな。だが彼女がいなければ、記憶を集めることもできず、街は幽霊街ゴーストタウンのまま息をふきかえすこともなかった」

　結局シエルナのゴーストタウン化について、異い常じよう気き象しようによる蜃しん気き楼ろうの出現という理由をビオレッタは強引に押し通した。ことを大きくしたくないオルハラ国はこれを認めるだろう。この件に関しては引き続き、謎めいた事件として語り継つがれてゆく。

　猫の靴の事件において──もしエデルが魔術の気配を敏びん感かんに感じ取ることができなかったなら、無む駄だに時間が費ついやされ、手て遅おくれになっていたかもしれない。

「父さん、俺は彼女と真剣に交こう際さいした上で、結婚したいと思っています。こんなかたちで会わせるつもりはありませんでした、もっと正式なかたちで」

「その必要はない」

　アルヴァは冷たい声こわ音ねで言った。

「ディセント家の有ゆう能のうな駒こまのひとつとして、そばに置くのは構わない。彼女を敵てき対たい勢せい力りよくに──魔術師に奪われるのは、こちらも痛いた手でだ」

「駒……？」

「だがエデルはお前の妻にはふさわしくない。諦めることだ、アラン。魔術師の父を持ち、スキャンダルまみれの女優を母に持ち、心こころ根ねも優しすぎる。ディセント家の人間としては到とう底てい生き残れまいよ。彼女が悪いのではない、お前に彼女を守りきる力がまるでないからだ」

　アランは息をのんだ。

　言葉が見つからない。実じつ際さい──自分は今回、彼女を守れただろうか？　答えは否いなである。

　アルヴァが穏やかな顔をしたので、アランは身み構がまえた。父がこういう表情をするときは、まともな意見を述のべるときである。

「これは伯爵家の当とう主しゆとしてではなく、娘を持つ父親としての意見だ。幸せになれない嫁とつぎ先にはやるべきではない。エデル・アンダーソンには、彼女の将来を心配してくれる身内がいない。本来ならばその判断をしてやるべきお前が、まともな判断をできていない。だからお前の代わりに私が判断をくだしてやろう。エデル・アンダーソンはアラン・ディセントと結婚しても幸せにはなれない」

「それは……」

「彼女がもっと根性が曲まがっていたり、野や心しんにまみれていたなら違っていただろう。シエルナで彼女を見たが、世の中の恐ろしさを知らない無む垢くな子どもだった。ああいう娘むすめは、社交界に出ても心を壊こわすだけだ。さらには持ち得た力のおかげで、レイ・バーンゼルが彼女の足場が崩れるところをねらっている」

　葉は巻まきに火をつけ、アルヴァはゆっくりとくゆらした。

　アランの嫌いな匂いだ。幼い頃から、願いが叶わないときにいつもただよっている匂い。

「私なら、彼女にふさわしい職人の男を見つけて一いつ緒しよにさせるだろう。将来はガラスドームから独立させ、ふたりに店を持たせてやるのもいい。彼女の生おい立たちは不ふ憫びんだったが、まだ若い。これからいくらでも温かい家庭を築ける」

　そんなのは嫌いやだ、とアランは叫び出したいのをこらえた。

　ほかの男と幸せになるエデルなど、見たくもない。

（それがエデルのためなのか？　俺は、自分のわがままでエデルを不幸にしようとしているのか？）

　アランは揺らぎかけて、頭をふった。

　エデルは自分と一緒にいたいと言ってくれたのだ。

　彼女の言葉がすべてだ。他人の意見は、他人の意見でしかない。

「俺は彼女を幸せにします。今はその器うつわがないのは認めます。けれど、俺はこのままで終わるつもりはない。必ずエデルを幸せな花嫁にしてみせる。俺の花嫁に」

　アルヴァは苦く笑しようした。

　小さな子どもの荒こう唐とう無む稽けいな夢を聞いている、父親の顔だった。

「彼女とは仲むつまじそうだったな。これからもそれが続けられるのかが見み物ものだ」

　負けじとアランは口を開く。

「諦めません。俺は彼女と、彼女と……」

　アランは眉み間けんに皺しわを寄せて、まじめな顔つきになった。

「幸せな豚ぶたになります」

「…………」

　アルヴァは笑みを消して、息子を見た。

「うちには養よう豚とん場じようはない。分かったらさっさと出て行け」
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　靴店ガラスドーム。その日、ひとりの職人が復ふつ帰きした。

「セスさん久しぶり！　元気してたか？」

　ディックが犬のようにまとわりついてくるが、セスは申し訳なさそうな顔をする。

　彼の記憶は、完全には元に戻らなかった。

　ガラスドームで働いていたときのこと、主おもだった職人の顔や名前は思い出せても、肝かん心じんの思い出がうっすらとしか残っていないのだという。

　それでもセスは笑みを浮かべて答えた。

「うん、心配かけてごめんね」

「セス、無理するなよ。頭を打ってるんだから。故郷で大だい工く仕事を手伝って怪我をしたんだって？」

　セスは自身の記憶喪そう失しつに関してそう説明することにしたらしい。

「そうなんだ。せっかく復帰したのに、あんまり役に立ちそうになくてごめん……」

「なに言ってるんだよ！　セスさんがいなくて、こっちはずっと調子出なかったんだから、いてくれるだけで大助かりだぜ。なあエデル？」

「うん、ディックくん。あ、セスさん、私お道具箱を預かっているんです」

　エデルは以前工房で見つけた道具箱を取り出して、セスに手渡した。

　中身はきれいに磨みがいて整えてある。

「セスさんが使っていたものなんですよ」

　セスはそっと道具箱の蓋ふたを開けた。

　竹べらやナイフやピンセットなどの、製甲に必要な道具がすべてそろっている。

「とりあえず、どのくらい仕事ができるのか試してみようか」

　ジジが練習用の革かわを取り出すと、テーブルの前に広げてみせた。

「折り込み、貼り込み、切り込み。ひとつずつやってみせてくれるか？」

　製甲の修しゆ業ぎようでよく用いられるやり方だった。練習用の型通りに革にカットを入れて、それぞれ部分縫ぬいしてゆくのだ。見習いたちはこの手法で山形やＶ字、谷折りや山折り、さまざまな切り取りや縫ほう製せいの技術を学んでゆく。

　セスはしばらく革と道具を交互にながめていたが、やがて型をはめてあたりをとりはじめた。

　その後は流れるように革を切り取り、細やかな切れ込みを入れ始める。

「……なんだ、全然腕は鈍なまってないじゃないか」

「よく分かんないけど、道具を見てたら思い出してきた」

「何年もかけてやってきたことを、人間はそう簡単に忘れたりしないもんだ。セスはこの工房で、この道具で飯めしを食ってきたんだから」

　セスの手が鮮あざやかに合わせ縫いをしてゆくさまに、エデルは思わず見入ってしまった。

　隣となりでは、ディックも真しん剣けんな表情である。

「セスさんすげえ！　これなら全然、今日からでも靴を作れるじゃん！」

「慣れるまでは私のそばで、一緒に働いてもらおう。でもこの調子ならすぐに店長職を渡せるかもな。いい加か減げん私も、休日はアランさんとではなく美女と打ち合わせに行きたい」

　エデル、とジジは肩を叩いた。

「一緒に作業してサポートしてやってくれよ。アランさんの持ってきた新しい注文、ふたりでデザインを考えてくれ」

「分かりました、ジジさん」

　ナターシャの門出にふさわしい靴。シエルナに幸運をもたらす、彼女のための靴を。

　セスはぼそりとつぶやいた。

「……オープン・トゥのパンプスがいいと思うんだ。靴を脱いだとき、彼女の爪つめの形がきれいだったから」

　エデルは頰を赤くした。やはり好きな女性のこととなると、足の爪までおぼえていられるものらしい。

「そうですね。お似合いになると思います」

「ヒールは高めで。彼女が堂々と歩けるように」

「はい、セスさん。私は少し太めのヒールがいいと思うのですけれど、いかがでしょう？」

「そうだね。安定感がある方がいいかな。砂浜を歩くかもしれないし」

「ではストレートヒールで作りましょう」

　セスは、靴の型を決める際に参考にする教本を持っている。けれどそれを、まだ開いていない。

　代わりに真っ白なデザイン用紙に向かって、あれやこれやとメモを書きつけている。イラストは、以前ガラスドームにいたときの彼が描いたものと遜そん色しよくない。

「オープン・トゥなら装そう飾しよくはトップラインのステッチに入れてもいいと思うんだよね」

「そうですね。革の色味で印象も違いますけれど」

「彼女はこれからも、ビオレッタ・カラバであり続ける」

　素顔をさらしたナターシャだが、領民たちはそんな彼女を受け入れた。事情を知っている者は秘密を共有し、知らない若い世代の民たちは、そんな大人たちにならって領主を守ることにしたのだった。

　化粧が中ちゆう途と半はん端ぱだったという優しい噓に包まれて──ナターシャは、さらなる茨いばらの道へ進む。一度ついた噓は最後までつき通さなくてはならない。その重荷を下ろさない選択をしたのだ。ただし、今は重荷を一緒に背せ負おってくれる民たちがいる。

「領民たちが想う、彼女が想うビオレッタ・カラバに似合う靴にしたい。でもほんの少し、ナターシャの要よう素そも、目立たない程度に混ぜてあげたいんだ」

　革の色は、光こう沢たくのある黒。トップラインに同色のビーズを縫い込んだステッチをほどこす。ただし靴底に入れる模も様ようは、ふわふわの猫のシルエット。靴裏には本来の彼女がよく身につけていたドレスと同じ薄うす茶ちやを使う。

　ビオレッタ・カラバでありながらナターシャ・リンでもある彼女らしい色使いだ。

「これでぴったりだと思います、セスさん。今からお届けが楽しみですね」

　過か剰じような装飾はいらない。美しい革の銀面と、丁てい寧ねいなステッチで勝負する。適てき度どに開いたつま先で、美しく歳としを重ねた女性らしい靴に仕上げている。

　さっそくデザインボードを……と思いたったセスが立ち止まった。ボードをしまってある場所が分からなくなったようだ。

「セスさん、こっちこっち」

　ディックが棚たなを指さして、セスのエプロンを引っ張る。

「この一番上だよ。革見本作るなら、あっちに革のサンプル置いてある」

「ああ、ごめん。ありがとう」

「よっぽど強く頭打ったんだな。大工仕事って……セスさんの実家って、大工やってるのか？」

「うーん、まあいろいろね」

　エデルははらはらとふたりのやりとりを見守った。セスは言葉を濁にごして、居い心地ごこちが悪そうだ。

「そういえばセスさんの故郷って、どこなんだ？」

　セスは、この質問にははっきりと答えた。

「……シエルナだよ。海のきれいな街なんだ」

「へえ、はじめて聞いた。今度おれも連れてって！　海で遊びたい！」

「そうだね。今度みんなで行こうか。地元の料理もおいしいし、海辺の土地でもいい野菜が育つんだよ……」

（セスさん、大丈夫そう）

　彼は記憶を失い、その代わりに故郷を得た。

　あの街に流れ着いたのは運命だったのかもしれない──幸運の猫セレスタインが、この運命を導いてくれたのかもしれない。

「セスさん、私もデザインボード作り、一緒にやります」

　エデルは新しい靴のデザインを指でなぞり、顔を上げた。

　幸運の猫セレスタインは、回り回って、彼をこの場へ返してくれた。

　なんだか無性にそう思えてならないのだ。
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　エデルはそわそわと、アランの帰りを待ち受けていた。

　アランは王都の本邸から、ガラスドームに寄って帰るらしい。

　昼間セスと作ったデザインボードの感想をもらうため、エデルは店内の清せい掃そうをしたり、明日の仕込みをしたりしながら、何度も壁かべかけ時計を見上げていた。

　裏口の鍵かぎを回す音を聞いて、ぱたぱたと駆けてゆく。

「アランさま、お帰りなさいませ」

　アランは目を見開いた。

「なんだ、まだ帰っていなかったのか」

「はい。ナターシャさまの靴のデザインボードができあがったので、その……」

「机に置いていてくれれば見たぞ。こんなに遅おそくまで、ひとりか？」

「あ、はい。ジジさんはさっきまでいてくださったのですが、ディックくんがおなかを壊して苦しそうだったので、付き添そって病院へ……」

　アランは扉を閉めると、深いため息をついた。

（アランさま、お元気がない）

　エデルは心配そうな顔で彼を覗のぞき込む。

　本邸で、何かがあったのだろうか。

「……もう一度」

「は、はい？」

「もう一度、『お帰りなさい』と言ってくれないか？」

「お、お帰りなさい……？」

「違う。もっとあっちから、スカートを揺らしてうれしそうに駆けてきて、この位置で立ち止まって俺の前で笑う。息ははずんでる」

（だ、大丈夫かな。指示が細かいな……）

　エデルは困こん惑わくしながらも、やってみます、と答えた。

「俺が外へ出るから、ドアノブを回したらやってみてくれ」

「わ、分かりました」

　エデルは工こう房ぼうの中で、ドアノブが回るのを待ちかまえた。

　合あい図ずがあると、ぱたぱたと駆けて、定位置で止まる。アランの顔を見た瞬間、

（笑顔！）

「お、お帰りなさいませ。アランさま」

「……笑顔が少し不自然だったが、まぁいい。どうもありがとう」

「あ、あの……どうなさったんですか？　とてもお元気がないようです」

　工房の椅い子すを引いて、アランは腰こしを下ろした。

　エデルは彼のかたわらでおろおろしている。

「……なんでもないんだ。なんでもない」

　アランはぼんやりと、エデルの方を見つめた。

（……手？）

　彼が自分の右手に注目していることに気がついて、エデルは首を傾かしげた。

「お前のその印は、父さんが押したんだな」

　シエルナで押してもらったスタンプの痕はもうすっかり消えてしまっている。

　アランは、彼の母・ダリアからスタンプを押してもらったようだ。

「は、はい。おかげで無事にシエルナから外へ出ることができました」

　アランがエデルの手をとった。

　エデルはぽかんとしていたが、とられた手が彼の唇へ寄せられると、あわて始めた。

「あ、アランさま」

　唇を押し当てられて、エデルはうわずった声をあげた。
















「父さんの魔術にかかる前に、俺が本当は……」

「あの、あの……」

「お前がほかの男の魔術にかかったと思うと、くやしくてたまらない」

「でも、アランさまのお父さまですよ」

「だからこそ余計に嫌だ」

　手の甲がとても熱い。何も痕は残っていないというのに。

　けれどアランの横顔は悲しそうに見える。

「アランさま……あの……何か私にできること、ありますか？」

　エデルは混乱しながらもたずねた。

（スタンプを押してもらったの、よくなかったのだろうか。それともダリアさまから押してもらった方がよかったのだろうか。でも、アランさまはなぜ元気がないのだろう……）

　元気がないとき、私はいつもどうしてもらっていたのだっけ。

　ディックは、エデルの背中をいつも励はげますように叩いてくれる。

　ジジは肩の力を抜くように教えてくれる。

　セスは元気のなくなった理由をたずねて、一緒に考えてくれる。

　アランは、エデルに言葉をかけて──いつも自分のために一生懸けん命めいになってくれる。

（私はみなさんからいただいてばかりだな）

　エデルは、アランの隣に腰を下ろした。

「アランさまの靴、お手入れしてもよろしいですか？」

「……どうしたんだ、いきなり」

「靴が元気だと、気持ちも前向きになります。私にできること、このくらいですから……」

　幼い頃、学校でいじめられて帰ってきたとき、エデルの祖そ父ふデルタは黙だまってエデルの靴を磨いてくれた。

　翌日学校へ行くのが憂ゆう鬱うつだったときも、ぴかぴかになった靴が玄関に置いてあると、勇気が出た。

「あの……靴は人の運命を変えます、アランさま。一緒に運命を変えていきましょう」

　アランはふと止まって、それから静かに笑った。

「……そうだな。運命はいくらでも変えられる」

　彼のために室内履きを用意して、木べらやクリームを並べ始める。

　エデルが丁寧にアランの靴を手入れしてゆくのを、彼はぼんやりと、穏やかにながめている。

「お前がいてくれてよかった」

　アランが小さな声でつぶやいた。

「……私もです、アランさま」

　エデルは照れくさかったので、靴に目を落としたまま言った。

　靴は人の運命を変える。

　彼の運命がこれで、いい方向へ向かいますように。

　エデルはふと顔を上げて、アランを見た。彼は変わらずに、こちらを見つめている。

　その顔に先ほどまでの不安はない。あるのはただ、静かな愛情だけだった。

　夜の靴店で、ふたり、運命を変えるために。

　エデルは再び手を動かし始めた。
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　シンデレラ伯はく爵しやく家けの靴くつ箱ばこ館かん、第五巻です。

　今回の童どう話わモチーフは『長なが靴くつを履はいた猫ねこ』となっております。

　実はこのモチーフ、二巻発売時のミニフェアでショートストーリーを書かせていただいたときに一度使用しているのですが、童話のネタもそろそろ少なくなってきまして、再登場となりました。もちろん以前のショートストーリーとは内容をがらりと変えておりますので、安心してお読みください。

　童話ネタもそうですが、今回は第二巻と結びつきが深いあの人が再登場しております。そちらも併あわせてお楽しみいただければ幸いです。まさか彼をもう一度出せるほどシリーズを続けられると想像していませんでしたので、感無量です。応援してくださった読者のみなさまのおかげです。ありがとうございました。




　それでは、ここからはお礼の言葉を。

　担当さま。初めてのページ増をお許しいただきありがとうございます。今回も大変お世話になりました。

　イラストのあき先生。繊せん細さいな色使いの表紙に感動しました。アップのふたりの表情と手のつなぎ方がお気に入りです。いつも美しいイラストをありがとうございます。

　編集部のみなさまをはじめとする、本作に携たずさわってくださったすべての方々に、心よりの感謝を申し上げます。

　お手紙をくださった方、執筆中大変励はげまされました。お返事はもう少しお待ちください。

　最後に、読者のみなさま。みなさまのお力でこうして物語の続きをお届けすることができました。おひとりおひとりにお礼を言いたいところですが、この場を借りて、本当にありがとうございました。

　また六巻でお会いできたらうれしいです。





仲なか村むらつばき
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６月27日生まれ。埼玉県在住。

ひとり居酒屋はとっくにデビューしていましたが、本作の執筆中ついにひとりハイキングデビューしました！　遭難しないように気をつけます。
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あつくて……とろけてしまいます。
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